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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序







　城じよう毅たけし、通つう称しよう、ジョク。日本人である。

　しかし、バイストン・ウェルのコモン界では、アの国の戦士ジョクでとおっていた。

　弱じやつ冠かん二十歳で、城持ちの成り上がりである。

　バイストン・ウェルの人々は、ジョクの生まれ育った世界を、地上世界と呼びならわし、ジョクを地ち上じよう人びとと呼んだ。

　その呼び方から、バイストン・ウェルが次元の違ちがう世界であることがわかる。

　ジョクの成功は、次元の違う世界で生まれ育ったことに負うところが大なのだが、しかし、バイストン・ウェルで地上世界以上の能力を発揮できたのは、彼が直面した現実に対たい峙じしたとき、適応できる柔じゆう軟なん性せいをもっていたからだ。

　バイストン・ウェルに移テレ動ポートできること自体、その人の特別に強い生体力ちから、オーラ力ちからをもっている証明なのだが、ジョクとともにバイストン・ウェルに落ちた彼のガールフレンド、田た村むら美み井い奈なは、悲ひ惨さんな運命にもてあそばれて、その生命いのちをなくした。地上人の持つオーラ力が、必ずしも僥ぎよう倖こうをもたらすものとは限らないのだ。

　バイストン・ウェルの世界のコモン界は、我々の地上世界でいえば、中世の動乱と暗黒の世界にちかい。そこで生き抜ぬくためには、現代の日本の都市部で生きている感覚では、生き延びることはできない。

　ジョクは、美井奈の死を眼前にして、さらに自己を錬れん磨ま研けん鑽さんしなければならないと覚悟した。

　そのジョクが、バイストン・ウェルの世界そのものの意思が、世界に必要なオーラ力をもった人々を呼び込んでいるのではないかと考えるのは、過去、機械らしいものを有することを容認しなかった世界が、オーラ・マシーンの開発を許したことに象しよう徴ちよう的にしめされているように感じたからだ。

　さらにいえば、コモン界の人々に、ガロウ・ランと呼ばれて恐おそれられ、忌いみ嫌きらわれている存在、地から湧わいた人々が、オーラ・マシーンとの戦いをとおして、変革の道を歩み始めているようにみえることにも現れていた。

　彼らは、新たに手にいれた地上人を擁ようし、新しい挑ちよう戦せんを意図している。アの国に敵するガロウ・ランをたばねる男、ギィ・グッガは、決して、不明な男ではないからだ。







　１　夜と朝







「ケッケケケ……」

「シッ！」

　含ふくみ笑いが闇やみのなかで湧くと、唾つばを含んだ声が、別の闇のなかから続いて、また、静せい寂じやくが支配する……それは続かなかった。また闇の底から、男と女のからみ合う声が密ひそかに湧き上がってくる。

「あっ……っ！　クッ……」

「……フッ……ツ！……サラッっ！」

　女の声は、こらえようとしてもつい洩もれてしまう歓喜の呻うめきに、唇くちびるを嚙かむようにしているのがわかる。その女の声は、からみつくように甘あまく切なく洩もれ上がってくるのだ。

　それは、闇の厚みをかすかにかすかに震しん動どうさせて、四方に拡散しようとするのだが、拡散しきれない男女の睦むつ言ごとはその闇のなかに沈ちん静せいする。

「キッッッ……う、うむっ……！」

　さきほど声の聞えた闇のなかから、今度は、まったく別の男の呻きがほとばしった。

「ケッ……ケケケ……」

　さきほどの男の忍しのび笑いだ。

　と、シューッ！　何かをこする音がして、ボーッとした赤い光のなかに、人の影かげが四つ浮うきあがった。

　ひとりの男が、いつも唇くちびるの外に出ている歯をひからせて、ギョロッと探さぐるような眼めを右側の男に向ける。

　右側の男は、顔全体にブツブツとあばたがあり、山のようになった頰ほおを左右に大きくふくらませて、その下にある口を三日月のように拡ひろげていた。その顔は、人の顔とは思えない。上からかぶる髪かみが滝たきのように多く、鼻といえばその高さがなくて、正面に鼻び腔こうが開いているように見えた。

「…………!?」

　赤い光をかざしている出っ歯の男は、左側で肩かたを揺ゆすっている男が両方の足を左右に開いているのを見ると、その男の腰こしを蹴け飛とばす。

「オッ、テッえ！」

　痛いのかどうかわからないような声を出したその男は、地に転がりながらも、「アハあっッ！」という呻うめきをあげ、闇やみにつながる地の上で両りよう膝ひざを閉じるようにして、また、

「ウオーッ！」と歓喜の表現らしい声をあげた。

「やめないかよ」

　赤い光を手にした男が、その光──マッチの光だ──を上にかざそうとしたとき、さらに別の男の声が起り、赤い光は急速に暗くなる。

　それを合図に、闇から聞えていた男女の呻きが、ハタととまる。

「ハーァッ！」

　吐と息いきが消えて、その息づかいにかさなるようにして、「チッ！」という舌打ちが闇に走る。

「……マッチというもの、無む駄だに使うんじゃあねぇ。せっかく、地ち上じよう人びとにもらったものだろうに！」

　最後に光を制した男の声だ。

「けどよ……ヘヘヘ……すぐに火がつくんだぜぇ……？」

「だから、大事にしろっていってるんだ」

　その男からやや離れた闇の底でからみ合う男と女の呻きは、また呼吸を乱しはじめた。

「ハッ……！」

　真の闇に見えたそこ、睦むつみ合う息づかいが聞える窪くぼみには、ほんとうにかすかな光があった。光ともいえないかぼそいゆらめきである。

　その光のなかに、ほんのりと女性の顔の輪りん郭かくがゆらめく。すっきりとした鼻はな筋すじとあえぐ唇がようやく識別できる暗さだ。

　歓喜に堪たえないような息は、その唇からあふれていた。

「……ハッ！　きれいだ。本当に……」

　男の呻く声がその女性に降りそそぐと、女性の顔をかすかに浮きたたせていた光は、わずかに強くなるように見えた。

　その光を発するものは、いくつもの筋すじとなって、闇やみのなかに浮き、波打つ。

「髪かみが、光るなんて……サラーン……」

　男の呻く声とともに、その光る筋がザワッと波のように乱れる。男の手が愛あい撫ぶしたのだ。

「ああう……！」

　髪の毛に触さわられたために、その女はまた思い出したように肉の奥から歓よろこびの息をあげる。密ひそやかな声なのだが、妖よう艶えんな香りが闇をも染めかねない。

　男の腰こしがまたグリと蠢うごめいたようだ。

「おうっ……！」

　女性の呻きが闇をほの青く色づかせる。

「……ガロウ・ランがいなければ……サラーン、もっともっと……」

　男の未練がましい言葉が闇のなかに揺れると、ボッとさきほどの赤い光がともって、さらにそれが大きな青い光に変る。

　ガスのカンテラらしく、かなり明るい。

「…………!?」

　その光のなかに、トレン・アスベアの横顔とサラーン・マッキの長い濃のう緑りよく色の髪が散っている白い背中が浮き上がる。

「なんとまあ……」

　トレンは、下着姿のままもう一度サラーンの背中を抱だきしめて、その耳たぶを嚙かんでやった。

「ウウッ……！」

　サラーンの全身におこりのような痙けい攣れんが走り、そして、トレンに背中を向けたまま、這はうようにして、前方の闇のなかに這いすすむ。その姿は当然、トレンに白い豊かな臀でん部ぶをさらすことになる。

「サ、サラーン！」

　トレンは、思わずその尻しりを追おうと膝ひざをすすめたとき、

「地ち上じよう人びとっ！」

　吐はき捨てるような男の声が、トレンの背中をうった。

「…………!?」

　トレンが、背後を気にした一いつ瞬しゆん、サラーンの尻が闇の下に消え、ドボッと低い水音がおこった。

「もう駄だ目めだ。これ以上は、危険だぞ」

　その声の主ぬしは、トレンの脇わきまで近づくと、脚あしでトレンの脇腹を蹴けるようにして立たせる。

「ギィ・グッガ様に、知られでもしてみろ。フェラリオの精気をみだりに乱して、地上人を呼べなくなったら、貴様、申し開きができるのか？」

　その論理的な弁舌は、ガロウ・ランのものとは思えない。

「わかったよ……」

　トレンは、青い光を発するカンテラを手に取ると、サラーンの消えた闇やみのほうに差し出してみる。

　しかし、そこには、闇の窪くぼみと、その窪みを遮さえぎるように、格子の横木があるだけだ。

　三人のガロウ・ランが、闇のなかに走り出て格子の横木に近寄り、格子の縦木を重ねていく。格子の間に、出入口があるようだった。

「わかったよ……フェラリオって……不思議なもんだ……」

　不思議な動物と言いたかったのだが、そうではないと思う。しかし、人間と断定するにしては、摩ま訶か不思議すぎる感かん触しよくがあった。つまり、空気のように男を取りこんでしまう包容力に、トレンは、人間の女性とは断定しきれないものを感じているのだ。

　あのエクスタシーは、麻ま薬やくだと思える。

　女の肢し体たいの律動は、激はげしくとも、静かであろうとも、男の性感のすべてを動員することを要求し、確実に引き出し受け入れていくという肉体の記憶は消すことができない。

「人の生気を吸い取るというが、違ちがうようだぜ……」

　トレン・アスベアは、ドーレブを見やってそう強がりを言った。

　まだ、全身にあの甘あまい感触がベッタリと残って、身体からだの深しん奥おうを震ふるわせている……。

「……ハァ……」

　ドーレブは低く応こたえてみせたもののなんの感情も見せない。彼は、ギィ・グッガの側近で、不ふ承しよう不ぶ承しようトレンとフェラリオの手引きをしてやっているのだ。

「なんとか、自分のものにならんのかな……？」

「……人じゃないんだぞ……？」

　ドーレブは、素そっ気けない。

「わかっているよ……」

　フッと嘆たん息そくをしたトレンは脚あしを止めて、闇を見み透すかすようにする。

「……？　地ち上じよう人びと？」

「ん？　どこか落ち着くわけにはいかないのか？」

「ラース・ワウを落したら、ギィ・グッガは、そこに陣じんを構える」

　ちょっと考え深げにしてから、ドーレブはそう応えた。

「そのためにも、機械を動かしてみせな。それまでは、ここを動かん」

「そうなんだな……」

　トレンは、憂ゆう鬱うつそうに応じて歩み出す。

　左右に数すう軒けんの家があるような場所にはいった。

　頭上に、星に似た光、燐りんの光が、銀河の光の帯のように天を横切っていた。その燐光が、山やま間あいの小さな村の輪りん郭かくを、かすかに浮うき立たせている。

「あハッ……ハハッ！」

「うっ！　おーっ」

　ガロウ・ランたちの歓喜の呻うめきが、家の陰かげから湧わき上がるのも、ギィ・グッガの陣らしい光景である。

　そんな声を耳にすれば、トレンは今しがた自分がしていたことを思い出して、恥はずかしくないでもない。が、あのフェラリオとなら、人の見ている前で愛し合ってもいいとさえ思いこめた。

　トレンは、数段さがった小屋の前に降りると、居い眠ねむりをしているガロウ・ランの兵の前をすり抜ぬけて木戸を開く。

「すまなかった。おやすみ……！」

　その声に居眠りをしていた警護の兵が、モゾモゾと起き出す。

　ちかくに川があるのであろう。虫の声とせせらぎの音が、ガロウ・ランの臭しゆう気きを消すように聞えた。




　翌日、ドーレブは、ギィ・グッガが本陣にしている屋や敷しきの裏の小屋で起き出すと、まず、彼の居室に向った。

　周囲を低い石いし塀べいで囲んだその屋敷は、薄うすく板状にした石で屋根を葺ふき、煤すすけた緑と紅色の土つち壁かべ、太い木の柱で構成された天てん井じようの低い家である。

　造りは素そ朴ぼくでも、それなりの由ゆい緒しよある風格をもった屋敷だったが、今は、ガロウ・ランの本陣と化して、まるで廃はい屋おくのように乱雑になっている。

　村を一望できる斜しや面めんを削けずって建てられているその屋敷の背後には、巨きよ大だいな樹木が林立して、左右には低い灌かん木ぼくが続き、その向うには、桑くわ畑ばたけに似た濃こい緑の光景が続いていた。

　しかし、山が緑と思うのはまちがいで、左右にせまる山は茶色の地じ肌はだをさらけ出し、緑があるのはその村を中心とした谷たに間あいだけである。

　南面の庭には、石塀はなく、野の草の群がななめに村に向ってひろがり、村の中央を走る谷川の流れをわずかに見ることができた。

　村の向うに見えるふたつほどの山を越こえると、ラース・ワウへ至る平野がひろがっている。

　平和な村のはずだった。

　しかし、街道から外れ、来る人も少ないこの村は、今は、ギィ・グッガの軍の中ちゆう枢すうとなる部隊の占せん拠きよするところとなっているのだ。

　すでに、ギィ・グッガ軍は、人を使し役えきするということを十分に学んでいて、彼らは、村を占拠すると同時に、三百人ほどの村人をすべて一角に収容して日常の使役に使いたて、老人と赤子以外は、殺すようなことはなかった。

　さらに、ギィ・グッガは、コモン人びとの男女に報ほう奨しようをあたえて、敵地に放つという芸当までやっていたのである。

　もちろん、それら高度な人の利用は、ギィ・グッガ自身が指図しなければならないことであって、まだまだ一いつ般ぱんの兵に理解されるところまでは至ってはいない。

　ギィ・グッガ自身も、平時の朝は、ガロウ・ラン的にやらなければ、やっていけないという部分が残っていた。

「アッぐっ！」

　女の苦痛に満ちた呻うめきが、ギィ・グッガの居室から聞えるのもそのためである。

　ギィ・グッガは、〝朝の気を抜ぬく〟遊びに興じているのだ。

　相手は当然、この占せん拠きよされた山深い村の年とし端はもいかない娘むすめである。彼女はうしろに廻まわされた手首を藁わら縄なわで縛しばられて、ギィ・グッガの腰こしに跨またがっている。

　広く開け放たれた居室の前は、村の景色が望めるベランダで、部屋の中央に、熊くまの毛皮を敷しきつめたギィ・グッガのベッドがあり、その上で上体をななめに起したギィ・グッガの白く巨きよ大だいな肉体が、少女の股こ間かんを割るようにして、彼のクレーンのような両りよう腕うでがガッチリと少女の腰を押おさえて、上下運動を強要していた。

「グフッ！　ゲッツ！」

　天てん井じようを向いた少女の口からは、そんな絶ぜつ叫きようしか洩もれない。

　全身を光らせる汗あせが、黒い髪かみをベッタリと両方の肩かたに貼はりつかせた少女は、わずかにふくらんだ胸と下腹部をゼェゼェと起き伏ふくさせて、その苦痛に耐たえる。

　しかし、背後から見える割れた臀でん部ぶには血が滲にじみ、左右にひろがる緊きん張ちようした大だい腿たい部ぶの筋肉は、ピリピリと痙けい攣れんしてとまることがない。

「アハッ……アヘッ……」

　少女の息づかいは、まるでおぼれる者が、息をするような音にかわる。

　背後から見れば、棍こん棒ぼうを挿そう入にゆうされているとしか見えない。腰の骨はくだかれ、内臓は押おしひしがれて、口から飛び出すのではないかと思える。

「フンッ！」

　片眼をギラッと光らせたギィ・グッガの最後のひと突つきが、少女の背骨を砕くだいたように見えた。

「アゲッ……ツツツ！」

　少女の全身がビリビリと鳴り、ギィ・グッガの全身も痙攣し、彼の女の声のような細い、しかし、硬こう質しつな呻きが漏れる。

「ヘッ……ヒャッヘヘヘッ……」

　ギィ・グッガは、ぬらりと赤く血に染まったおのれの逸いち物もつを抜き出すと、少女の身体からだを押し倒たおす。

　哀あわれな少女は、後うし手ろでにされた自分の手首の上に上体を落しながら、ドーレブの近くに倒れ、ひとつ呻いただけで、身体を動かすこともできず、体表を震ふるわせる。

「……ヘッヒヒ……」

　ギィ・グッガは、まだ佇ちよ立りつしている自分のものを両方の手でしごきながら、ドーレブに目をやる。

「……地ち上じよう人びとの件で……」

　ギィ・グッガがかすかに頷うなずいたので、ドーレブは、昨夜のトレン・アスベアの動きを報告した。

「……機械のほうは、どうだってぇ？」

　ようやく息をついだギィ・グッガが、少女の髪かみの毛を握にぎって、引きよせながら聞いた。

「今日か明日には、少しは動くということで……」

「フム……」

　ギィ・グッガは、少女の頰ほおをはたいて気づかせると、自分の佇ちよ立りつしたものを舐なめさせるようにしながら、

「ブラバは、女に逃にげられても、やることをやっているじゃねぇか。いいことだよ……」

「ハァ……」

「けどよぉ、女がいなくて、ブラバは、どうしてんだろうなぁ……」

　と、ケケケッと甲かん高だかい笑い声をあげて、

「ミュランも、仕事しているな？」

「はい、ハバリーを機械のように使うことを訓練しています」

「ならいいがよ。俺おれは、コモンからいろいろ勉強したんだぜ？」

　ギィ・グッガは、眼めを細くして、自分のものを舐めて清めてくれる少女を見下していう。

「はぁ……？」

「ン……知ち恵えということをだな。俺は、いろいろ研究したんだっ！」

　最後の言葉に力をこめると、ギィ・グッガは、またも、放ほう尿にようをするかのように、少女の口のなかに気をやり、少女は、ゲヘッと呻うめきながら上体をあとずさりさせた。







　２　ビダ・ビッタ







「モドドッ！」

　三角の天幕の入口を開いて怒ど鳴なりながら、男は、天幕の周囲をギロリと見回した。

　その周囲は、同じような天幕が十数個ならぶ小さな谷たに間あいで、ギィ・グッガの陣じんからは山ひとつ隔へだてた場所にある。

　なんの返事もなかった。

「チッ！」

　今度は、本当に腹を立てたビダは、天幕のピンを外すと、何かを引きずるようにして、下半身むきだしの恰かつ好こうのまま出てきた。ガレ場に引き出されたのは、女の裸ら体たいである。

　ビダもギィ・グッガのように、コモンの女をもてあそんでいたのだ。

　ビダは、もう一度、天幕にはいり、下した穿ばきと太い革ベルトを手にして出てくると、下穿きをつけ革ベルトを腰こしにした。ベスト状のものしか身につけていない上半身は、筋骨隆りゆう々りゆうとして衣装で身を飾かざる必要はないように見える。

　しかし、その形ぎよう相そうは、頭部は半分がツルリと無毛で、左半分にしか髪かみがない。眼はグリッとして、奇き妙みようにはっきりと窪くぼみをつくっているものの、眉まゆはあるかなしかで唇くちびるは異常に厚く大きい。

「テッテアっ！」

　もう一度、ビダは叫さけぶ。

　周囲は、シンとしている。ガロウ・ランのたむろする場所とは思えない。

「…………？」

　ビダは耳をそばだてて、かすかに聞える呻うめき声の方向を見て、ドスッと脚あしを踏ふみ出した。きわめて大おお股またである。速い。

「…………!?」

　低く地を這はうような呻きは、天幕ふたつほど隔へだてた場所から聞える。

　そこには、とりあえず木を組み合わせて造った檻おりに、数人の男女が手足を縛しばられて転がっていた。

　ガロウ・ランたちが、蹂じゆう躙りんした土地から拉ら致ちしてきたコモンの虜りよ囚しゆうで、すべてガロウ・ランの戦士たちの慰なぐさみものに供される運命が待っているのだ。まだまだ、ギィ・グッガの考えがすべてのガロウ・ランに浸しん透とうするのには時間がかかるというわけである。

　ここにも、誰だれひとりいなかった。

　周囲を警けい戒かいする必要がない場所だからこれでいいのだが、ギィ・グッガの直ちよつ轄かつ軍ほど統制のとれた集団ではないことも確かであった。ギィ・グッガから冷れい遇ぐうされているのである。

　テッテア以下のビダの部下は、アの国に最初に侵しん攻こうしたときにはめざましい働きをしたものの、オーラ・マシーンの働きに度ど胆ぎもを抜ぬかれたガロウ・ランの最初の部隊でもあった。

　ビダは、テッテア以下の部下にラース・ワウに潜せん入にゆうさせて、アリサ・ルフトを拉致し、それをギィ・グッガにしめした。

　それまでは、人質の有用性などガロウ・ランに認識できる作戦ではなかったのだが、ビダはそういったことを想像できた男である。

　しかし、アリサ拉致の結果は、無む残ざんであった。

　ジョク以下の奮起を呼び、それを契けい機きにギィ・グッガは敗はい退たいしたのである。それが、ビダを後方に置くことになり、次の戦いでは、冷や飯を食わされることになった。

　だからといって、ビダは、ギィ・グッガの軍と接せつ触しよくができないほど離はなれているわけではないし、ギィ・グッガが、人質作戦を嫌きらったわけでもない。

「フン……！」

　ビダは鼻を鳴らした。今は、怯おびえた眼めを向けるコモン人の虜囚に興味はなかった。

　気をやった後、彼らのことが頭をよぎったのは、この数日、気になっていたことを思い出していたからである。

　知性と呼ばれる種類のものが彼の行動を支配し、ビダは、次のまだ目に見えない事態を想像できるようになっていた。それは、ガロウ・ランにあっては、極めて勝すぐれた資質である。

　ガロウ・ラン、地に逼ひつ塞そくするものたち……。

　愚ぐ昧まいで、目の前にあるもの以外は反対することも賛成することもできないものたちである。

　オス・メスの衝しよう動どうだけは明めい瞭りようにあって、生死への恐きよう怖ふはないに等しい。

　もちろん、死への恐怖はあるようにみえるのだが、それは、死の恐怖を想像できるからではなく、死に至る痛みにたいして嫌けん悪お感かんがあるからにすぎない。自己の快感、快楽には貪どん欲よくでありながら、他者の快感と苦痛を想像することはない。

　しかし、ガロウ・ランのなかにあって、多くの部下を持ち、支配することができるものたちには、多少才があった。その一いつ端たんに、この男、ビダ・ビッタもいた。

「ビダ！」

　ビダは、焚たき火びのなかから焦こげた肉につ塊かいを取り出しながら、その声の主が近づくのを待つ。

「テッテアは、どうしたんだ？」

　ビダは肉の灰を払はらい、焦げた表面を剝はぎ取りながら、角つののある驢ろ馬ばに似た小型の馬を急せかして上ってくる若い女を見やる。

　その女は、遠えん慮りよ会えし釈やくなく馬の脇わき腹ばらを蹴けって、岩の多い坂道を登ってきた。

　彼女のヌメッとした肌はだは、好意的にいえば艶つやがあると表現できなくもないが、脂あぶらが滲にじんでいるというほうが適切で、髪かみの毛も針のような剛ごう毛もうで、それが大きくひろがって頭部を覆おおっていた。

「…………！」

　ビダは肉塊にかぶりつき、焚火の脇にあった素焼きの壺つぼにはいった水をガブリと飲む。

「テッテアは、後から来る……嫌いやな話を聞いた」

　ふくらんだ髪を振ふりたてて、女はビダのかたわらに飛び降りる。

「ギィ・グッガが、人質をとれって、ブラバに言ったらしい」

「ブラバにだと？　ブラバは、情けない戦士だ！　男じゃねぇんだぞ！　そんな者にギィ・グッガが口を利くはずがねぇ！　手て前めえだって、ブラバから逃にげたんだろっ！」

「ああ、そうだ。男じゃないからさ。けど、今、聞いたんだ」

「ギィ・グッガは、ブラバを一番にするのか？」

　ビダは、肉塊を焚火に叩たたきつける。

「聞いた。あたいが、言ったんじゃない！」

　ビダの剣けん幕まくにナラは、強きよ硬うこうに言いつのる。

　ガロウ・ランたちは自己保身の術すべに本能的にすぐれていた。負ける気配はよほどのことがないかぎりみせないのだ。ナラは、今話に出ているブラバについていた女なのである。

「誰だれから聞いたんだ！」

「下を、メッデたちが通った。食う物ももらった」

　ナラは、自分の馬の鞍くらのうしろに、山になっている青菜の前を叩いてみせる。

　ビダたちが、この山に籠こもってかなりになる。ギィ・グッガの本ほん陣じんと違ちがって、ビダたちは、食料などをコモン人から、随ずい時じ、略りや奪くだつしなければならない立場にいた。今日は、その襲おそう相手が同じガロウ・ラン仲間で、しかもギィ・グッガの軍の一員であったために、情報がとれたというのである。

　ギィ・グッガは、自分の軍の者たちに、いくつかのタブーを設けて、仲間同士の殺し合いが起らないようにしていた。でなければ、ガロン・ラン同士の殺し合いと略りや奪くだつは日常茶飯事なのである。それを、ともかくも統制ある集団に変へん貌ぼうさせたギィ・グッガの功績は偉い大だいであったが、まだ、ガロン・ランの世界で、その偉いぎ業ようの意味を理解する者はいないといってよい。

「ブラバをギィ・グッガは、可愛かわいがるか……」

　ビダは、呻うめいた。

　このように人の上下関係が集団のなかで認識されるのも、ガロウ・ランの社会関係が、緻ち密みつになってきた証しよう拠こである。

「俺おれたちも行かなけりゃならねぇ。人質は、ギィ・グッガが喜ぶ」

　しかし、ビダは、部下が戻もどってからでないとこの場所を出発できないことを思い出して、多少苛いら立だった。

　気にしていたことが的中し、早く実行しなかった自分が、墓に脚あしをつっ込んだのではないかと想像できたのである。

「ブラバが動いていたのを、早く教えねぇからよぉ！」

「怒おこんないでよ。やらしてやるからよー」

　ナラは、青菜を口に押おし込みながら、脚を開いてみせる。

　革かわ鎧よろいにちかい衣装は堅けん牢ろうであるが、今は戦せん闘とう時ではない。ナラは下した穿ばきなどは着けていない。まともにナラの股また座ぐらがビダの目の前にある。

「そんな時けぇ！」

　ビダがナラの股こ間かんを蹴けろうとしたので、ナラは素早く脚を閉じて、焚たき火びの上で焦こげ始めた肉につ塊かいに手を伸のばす。

「みんなが戻ったら、支し度たくをさせろい！」

「なんでだよ？　ここで暮すのでいいじゃないか」

「いいか？　いい女、いい男がゴマンといるのがコモンの世界だ。俺たちみんながよ、好きにできる男と女がここにいるか？　いつも同じチンポと、いつも同じクサレマンコでよぉ」

「あたしのが悪いってのか？」

「ちがうってぇ！　コモンの男は、うまくないだろ？　女もだ……まずいのは、意い気く地じがねぇってことだ。やれば、そのたびに、死んじまう」

「殺しているからだよ」

「そうだ。その後を心配するのは、つまんねぇ。今日はいいがよ、いつもは女日ひ照でり、男日照りだ。違ちがうか？」

「そうだねぇ。今は、一匹ぴきしかいねぇんじゃねぇ」

「そうだ。ギィ・グッガが、あの国をとっちまえば、毎日、コモンの男と女を好きにできるってもんだ。そのためには、手て柄がらだよ。手柄……。ブラバがギィ・グッガに認められれば、俺たちは、いつまでも、ここで暮さなけりゃならんのだ。それで、いいのか？」

「なにがいるんだ？　獲え物ものは、手にはいる。死ぬまでは、死にはしないじゃないか」

　ナラは、バリバリと青菜を食べるのをやめない。

「男はよ。やりてぇんだよ！」

「やらしてやるよ。ホレ……」

「そうじゃねぇって！」

　ビダは、またも股また座ぐらを開いてみせるナラの股こ間かんを、今度は、見事に蹴けり上げた。

「ガホッ！」

　ナラは口にした青菜を半分がとこ吐はき出して呻うめく。

「骨までは、壊こわしゃしねぇよ！」

　ビダは、ベッと唾つばを吐くと、

「モドド！　テッテァっ！」

　戻もどってくる男たちの群に声をあげた。







　３　遭そう遇ぐう戦せん







　ブブブッ！

　翼つばさ、というよりもトンボの羽根に似て、その数十倍の面積のある羽根がふるえる音が、コックピットにまで聞える。

　本来、正面にあるはずのハッチが装備されていない状態のために、その羽根の震しん動どう音おんが、コックピットに座るガラリア・ニャムヒーの全身を打っている。

　革のヘルメット、革かわ鎧よろいに身を固めた彼女は、真新しいゴーグルをしていた。

　そのゴーグルのフレームも革製で、それだけでこの世界の人々の好こう奇き心しんを十分に刺し激げきする新しん奇きな道具である。

「順調だ。さすが地ち上じよう人びとのつくったものだよ」

　ガラリア・ニャムヒー、まだ二十五歳にならない女性の戦士である。

　アの国の地付きの騎き士しではないものの、彼女は、秀すぐれた資質によってえらばれた騎士の仕事、人型の機械の操縦者──パイロット──女性でただひとりのパイロットになれたのである。

「よし、あと十分！　そのまま巡じゆん航こう速度を維い持じしろっ！」

　その声は、ひどく雑音の激はげしい無線機から聞える。

　無線とはいっても、地上世界にあるビデオ・カセットほどの大きさで、その実体は、鉱石ラジオレベルの無線である。

「了りよう解かいっ！」

　ごうごうとコックピットにふきこむ風圧も、シートの左右のベンチレーターから抜ぬけているので、なんとか耐たえることができた。

　ガラリアは、アクセル・ペダルに相当する右の神しん経けい索さくを刺激するペダルを押おしこみながら、自機の速度を増していく。つまり、無線の命令などは聞く気はない。

　シートの前には、速度計、高度計、水すい平へい儀ぎ、エンジンの温度計、大気温度計といった計器らしいものが、内壁を構成する筋のあいだに埋め込まれている。が、そのようなものは補助的な計器にしかすぎず、機体の飛行状態は体で知覚しなければならないものなのだ。

「三百キロか！」

　ガラリアは、計けい器き盤ばんのむこうに流れる地上を見つめて、あたかも自分の身体からだが飛んでいるかのような錯さつ覚かくを楽しんだ。

　彼女の操縦する機械はバイストン・ウェルの世界で革新的な機械、人型の機械、カットグラの四番機である。

　彼女は、前の作戦で、自機を戦場に放ほう棄きせざるを得ない事態に追いこまれて、今日、ようやく新しい機体を手にいれることができたのだ。

　その慣かんじ熟ゆく飛行テストを行なっているのである。しかし、ガラリアは楽しんではいない。

　彼女は、自分の不運が、自身の気の強さからきていることを知っていたし、いつまでも好きにして良い時期ではないということもわかっていた。

　カットグラと同じオーラ・マシーンであるオーラボム・ドーメのほうには、次々に新しい騎き士しがパイロットとして採用されて、訓練に励はげみ、ガラリアを追っているのである。

　ガラリアとしては、早く具体的な軍功をあげなければ、カットグラに乗る名めい誉よを、若い騎士たちに奪うばわれる立場にいた。

　しかもガラリアにはバーン・バニングスという追い落さなければならない騎士もいた。

　若くしてラース・ワウの騎士団のなかでその才覚を認められ、第一にオーラ・マシーンの操縦者に選ばれた騎士である。カットグラに乗るかぎり、彼に従わなければならないというのでは、ガラリアのプライドが許さないのだ。

　それが女ゆえの気き負おいから出ていることは承知していたが、騎士の世界が男の世界であるという事実に反逆したいという夢があった。

「そのためには、まだまだ、やらなければならない」

　地付きの騎士でないという劣れつ等とう感かんが思わせることである。

「ン……!?」

　ガラリアはカットグラの機首を大きくめぐらせて、アントバの山脈を左に見るようにした。

　前方、山の稜りよう線せん上の雲の上に物の影かげを見たように感じた。雲が、左右に走った。

　その一層の雲を、下にした。

「……オーラボムか……？」

　ラース・ワウのドーメ部隊が、訓練につかう空域からはかなり距きよ離りがあった。しかし、コモン界で空を飛ぶものといえば、鳥か、強きよう獣じゆうぐらいである。

「…………!?」

　新型のカットグラの慣熟飛行という意識が、ガラリアの警けい戒かい感を薄うすいものにしていたのだろう。ガラリアは、またも高度をとった。八百メートルといったところだ。

　バシュー！

　空を切る音が、機体の風切りの音のなかに、滑すべりこんで消えた。

「チッ!?」

　次の瞬しゆん間かん、ガラリアは、機体を横に振ふって、左の雲のなかに飛びこもうとした。

　その雲から、数頭の巨きよ大だいな鳥が湧わくように現れて、そこから放たれたものが、カットグラをかすめた。

「ガロウ・ラン!?」

　鳥の形をしたものは、強獣のハバリーだ。その首筋には、人の影かげが取りついて、弓につがえた矢を放ちながらカットグラをかすめて後方に飛び去る。

　もちろん、速度の上で彼ひ我がの差は歴然としていたのだが、彼らが使う弓矢には、強力な火薬が仕し掛かけられていて、その直ちよく撃げきを受ければカットグラといえども墜つい落らくする。

　ガラリアは、それで、前のカットグラを失ったのである。

「…………!?」

　ガラリアは、自分の運命を呪のろった。戦場で撃げき墜ついされたただ一機のカットグラを操縦していたのが自分で、またも、狙ねらわれるというめぐり合せを、である。

「…………!?」

　正面に目をこらした。ベットリと白い幕が視界一いつ杯ぱいにあったが、その雲のなかにもオーラの光が浸しん透とうして明るかった。

　ハバリーは速度が小さいので、彼らはひとつの空域に数を展開させて、カットグラを撃墜する予定のようだ。

「来た!?」

　影がゆらめいたようだったが、ガラリアは逃にげなかった。一直線にその影に向って加速する。その間に敵が矢を放って、直撃を受ければガラリアの敗北である。

　しかし、そうはならなかった。敵のほうが気がつくのが遅おくれた。

　一頭のハバリーをかすめたカットグラは、その風圧でハバリーにまたがるガロウ・ランの戦士を振ふり落す。

　雲が切れた。

　落下するガロウ・ランの影が、緑の大地に吸い込まれていくのが見え、主あるじをなくしたハバリーは、体勢を立て直してカットグラを追うようにする。

　ハバリーという獰どう猛もうな強獣は、そのような習性を持っているのだ。しかし、飛行速度が圧あつ倒とう的に速いカットグラは、強きよう獣じゆうを無視することができる。

「くそったれっ！」

　野や卑ひな言葉を吐はきながら、ガラリアはカットグラを急速にターンさせ上じよう昇しようすると、追いすがるハバリーの群に対たい峙じする。

「十頭はいるのか!?」

　その判断は不確かすぎた。雲が、視界の半分をさえぎっていたからだ。

「ハバリーだ！　ハバリーの群だっ！」

　ガラリアは鉱石無線に怒ど鳴なりながら、できることなら、なん頭かでも撃げき墜ついしたい衝しよう動どうにかられて、正面からやや下に位置した敵に向って、突とつ撃げきをかけた。

　テスト飛行のために、武器はカットグラが使う剣けんと、シートの背もたれの脇わきに置いた小しよう銃じゆうだけである。

　カットグラの速度からみれば、敵の放つ矢を無む駄だにさせることは容易だったが、敵の布ふ陣じんが見えないので、ガラリアは苛いら立だった。

　次に迫せまった雲のなかからも、あの強力な火薬ガダを装備した矢が、飛んでこないとも限らないのだ。

　ガラリアはホルダーから小銃を抜ぬくと、銃じゆう床しようのベルトを手首にからげて、その銃じゆ口うこうを正面に向ける。

　バババッ！　雲と緑の大地の間から三頭のハバリーが飛び出して、矢が飛んでくる。

　その矢の造りのディテールをはっきりと見ることができた。

「しゃら臭くさいんだよっ！」

　ガラリアは小銃を乱射し、カットグラに剣を振ふるわせる。

　バッ！　正面に頭に派手な羽根をふり立てたハバリーの首が揺ゆれ、その背中にまたがっていたガロウ・ランの男の姿が、ハバリーの背中から撥はねて落ちた。

　そのハバリーは、まっすぐに正面からカットグラに襲おそいかかり、そのするどい嘴くちばしをカットグラの頭に立てようとした。二本の脚あしの爪つめは、ガラリアを摑つかもうとするように、ハッチのない空間に襲いかかる。

「チッ！」

　ガラリアは右手でレバーを引いて、カットグラに持たせた剣を振る。

　ザバッ！　ギャッ！　ハバリーの叫さけびと剣がなにかに激げき突とつする音は同時だった。

　その刹せつ那な、別のハバリーが左横手から激突してきた。

「ウッ!?」

　両方の手が使えなかったことが、カットグラの動きを鈍にぶくした。ガラリアの身体からだが、シートの横に飛び、太ふと腿ももにベルトが食いこむ。

「クッ！」

　ガラリアの向こう意気の強さが、ここでマイナスに出た。ガラリアはシートベルトを外すと、小銃を構えようとした。

　カットグラが斬きり落したらしいハバリーの身体からだが、くるくると舞まい落ちるのが見えた。

　ドスッ！　ドッ！

　ハバリーが、カットグラに激突して、嘴くちばしを使うのがわかった。ガラリアは、数発の銃じゆ弾うだんを射うつことができたが、身体がシートから撥はね飛んでいた。ハバリーの巨きよ体たいもカットグラの不規則な動きで、大きくよろけて上に流れた。

「うわっ！」

　持っている小銃が、一度、コックピットの前のハッチ部分に引っかかったものの、ガラリアの身体を飛ばした反動のほうがはるかに大きい。

　ガラリアの身体がコックピットから滑すべり落ちて、先ほどのガロウ・ランやハバリーと同じように落下した。

「あああ……!?」

　スカイ・ダイビングの概がい念ねん等はまったくない世界である。ガラリアの身体は、縦に回転しながら、次第に速度を増して降下する。

　ハバリーの群は、パイロットがいなくなって直進するカットグラに向って、なおも襲いかかろうとする。

　ヒューッ！　ヒョー！

　人間の耳に聞えない高周波の笛ふえの音が、ハバリーの群を操作する。笛を吹ふくのは、ハバリーの使い手ミュラン・マズである。

　彼は、ハバリーの群の最上の空域に位置していたので、ガラリアがカットグラから落ちたのは知らない。ただ、カットグラの動きが直線的になったので、最後の一いち撃げきを加えるべく、その前方に位置する三頭のハバリーに指令を出したのだ。

「トロいからよぉ……！」

　ミュラン・マズの自分の部下にたいする感想だった。

　すべてのハバリーに、ガロウ・ランの手下たちを乗せはしたものの、彼らにハバリーを操らせることなどはできないと知っていた。ただハバリーに乗って、弓矢を使ってくれれば良いという期待だけで乗せているのである。

　訓練の時間はない。それは、ラース・ワウと同じ状じよう況きようなのだ。だから、今日も、偵てい察さつをかねながら編隊飛行の訓練を行なっていたのである。

　過去、何度かの戦いをとおして、ミュラン・マズは〝機械〟と戦うことを覚えていった。

　そして、なんとしてもハバリーを使える戦士を育てない限り、機械との戦いに勝つことはあり得ないとわかってきたのである。

〝機械〟との遭そう遇ぐうは、ようやくコモン世界に出てきたガロウ・ランにとっては、おもしろい事件ではない。

　地中の奥おく深く暗い世界で生きるガロウ・ランが、オーラの光り輝かがやくコモン世界に出てきた目的は、ただひとつ、コモンの人々を蹂じゆう躙りんする楽しみがあったからである。しかし、〝機械〟という想像を絶するものと出会い、その目的を達することが容易でないとわかったときから、地に暗く住む者たちの脳のう細さい胞ぼうは刺し激げきされ始めたのである。

　勝つということが、ひとつの目的として、一部のガロウ・ランの頭のなかを占しめるようになったのだ。

「手て前めえたちは、一体、何を考えて生きているんだよっ！」

　このような発想が生まれ、他人を使うということの苛か酷こくさがマズたちを苦しめるのだ。

　今も、布ふ陣じんが遅おくれた最後の三頭を直進する機械の前に前進させて、あとは、ハバリーに乗った戦士たちの攻こう撃げきに任せるしかないのだが、その手がいかにも遅い。

「なんやってぇーのぉ！」

　ミュランは罵ののしりながらもカットグラを追おうとして、別の機械が後方から接近するのを見つけた。

「ケッ！　落さねぇうちに、またかっ！」

　が、そのもう一機のカットグラは、上じよう昇しようせずに地上近くに高度を下げ、その速度を増していくのがわかった。

「…………!?　ケッ、ケケケ……」

　笑ったのは、怖こわくて攻せめてこないのだろう、というぐらいの思考が働いたからだ。

　後から戦せん闘とう空域にはいったカットグラは、ガラリアの無線を傍ぼう受じゆして、掩えん護ごに駆かけつけたジョクの二番機だった。

　ジョクは、その空域に接近し、上空に乱らん舞ぶするハバリーを見届けたが、別の妙みような〝気〟を察知して、上昇をかける途と中ちゆうから高度を下げていった。

「なんだ？」

　テレパシーといって良いような感覚が、ジョクの意思を叩たたいた。

「……落ちているのか!?」

　ジョクは、目を凝こらした。その前方に石のように落下するガラリアの影かげを見つけた。

「……ガラリアかっ！」

　ジョクはカットグラを加速させて、ガラリアに接近すると、カットグラの左手を差し出しながら、その肘ひじに装備している楯たてを上に向けて、ガラリアの落下速度に機体の速度を合わせていった。

「ジョクか!?」

　落下するガラリアは、ようやく接近したカットグラに気がついて、上体を上にねじまげようとする。

　そのため、ガラリアの落下方向が横に流れる。

「そのままだっ！」

　ジョクは喚わめきながらカットグラを前進させて、ガラリアの身体からだを楯で受け止める。目の前に緑と地面の色がバッバッと雪崩なだれのように走った。

「ジョクっ！」

　ガラリアは楯にしがみついた姿勢で、コックピットのほうに上体をねじ向けようとして、

「……カットグラは!?」

　ジョクはガラリアに答えずに、上空を索さく敵てきしながら機体の高度を上げ始める。楯たてをコックピットの前にゆったりともってきて、半透とう明めいのハッチを開く。

　バフーッ！

　高速で移動する空気が、ジョクの身体からだをシートに押おしつけた。

「恩に着るっ！」

　そんな言葉と同時にガラリアの身体が空気に押されるようにして、ドッとジョクの膝ひざにかじりつくように飛び込んでくる。

「おたがい様さ！」

　ガラリアが、シートの背後の隙すき間まに移動する間に、ジョクはハバリーの群が飛び去ろうとする方向に加速をかけていく。

「あった！　まだ飛行しているぞ!?」

　ジョクは、ガラリアが背後の壁かべに身体を固定したのを確認すると、さらに加速をかける。

「ううっ!?」

　ガラリアの身体がシートの下に滑すべりこむように小さくなる。

「ジョク！」

「地面に落ちるよりはいいはずだ」

　ジョクは、ハバリーの動きに神経を集中した。

「十二、三頭はいるな!?」

「二頭は、落したはずだ」

　ガラリアは、肘ひじ掛かけの下で身体を支えるようにしている。

「ギィ・グッガの軍は、よくやる」

「そうだ。手が早い。よほど頭が働くガロウ・ランたちだ」

　ヒュン！　ヒャン！　数本の矢が、ジョクのカットグラを狙ねらって降下する。

「ガダだ！　やられるぞ！」

「わかっている」

　ジョクは、下からハバリーに接近するのは危険だと実感して、カットグラの右手に持っているフレイ・ボンム・ライフルを上に向けると、矢の壁を掃そう射しやしながら、高速で突とつ破ぱする。

　ドヴッ！　バガーンッ！

　火か炎えんにぶつかった敵の矢が爆ばく発はつし、空中に黒い煙けむりの輪をつくった。それは、近代の空中戦そのままの光景だ。

　さらに、左右をフレイ・ボンムで掃射して、ハバリーから飛ぶ矢を牽けん制せいした。音もなく後方に移動する白い雲の壁が、カットグラをおおい、その白い壁の向うにハバリーの群が後退して行くように見えた。

「損傷はないか？」

　ジョクは、ガラリアの無人のカットグラに接近すると、その腕うでをとりおさえて平行に飛行しながら、その機体を観察した。

「かなり、へこんでいるところがある……」

　ガラリアは、いまいましそうに呻うめく。

「……敵は後退したのかな？」

「らしいが……連中は、白昼ラース・ワウを空くう襲しゆうするつもりだったんじゃないのか？」

　ガラリアは身体からだを立てると、レバーを摑つかむジョクの手を叩たたいた。

「だろうな……連中に戦略的空くう爆ばくの思想があるなんて、考えたくはないが……」

「ええ……？」

「地上世界の戦争の考え方のひとつだ。そのうちに説明してあげるよ」

「そ、そうだな？　頼たのむ。ジョク、本当によく間にあって来てくれた」

「いいさ。騎き士し同士だ！」

　ジョクはニッと笑うと、カットグラの機体をガラリア機の正面に向けて、コックピットの位置を合わせると、ガラリアは自分のコックピットにもどっていく。

「ありがとうよ」

　ガラリアの素直な声こわ音ねが、風を切る音をつらぬいた。







　４　機械の前のギィ







「やってみます」

　トレン・アスベアは、ハッチから乗り出していた身体をシートに引っこめると、アクセル・ペダルを踏ふんで、機体の運動神経を目覚めさせる。

　キュルルル……、トレンの背後から細く低い音がおこり、トレンの座るせまい空間を形成する肉にく壁へきに見えるものが広がって見えてから、震しん動どうした。

「おおっ……！」

「動いたっ！　来るぞっ！」

　その機械、カットグラを取り巻いた異い形ぎようの男女たちはドッと後退し、なかには谷川のせせらぎを飛びこえて行く者もある。

　ギシュ！　カットグラの右腕うでが前方に上がると、またも、カットグラを取り巻く人の輪が大きくひろがって、背後の桑くわ畑ばたけに伏ふせる者もあった。

　しかしギィ・グッガは、カットグラの正面に立って、ギロッとその片方の眼で凝ぎよう視ししつづけている。

　トレンは口をへの字に曲げたまま、左の筋すじと神しん経けい索さくがつくる瘤こぶの中央に埋め込まれたスティックを前におして、カットグラの右腕を真上まで上げてとめる。

「……行くぞ」

　機体の腕がドッと振ふり下ろされると、やや上体を震動させて停止する。

　トレンは、コックピットの前にある木の梯はし子ごの上に上体を乗り出して、

「ここまでしかできません」

　熊くま革がわに似た革ローブをまとった身長二メートルをこえるギィ・グッガは、頰ほおにナナメに裂れつ傷しようをのこした顔を歪ゆがませ、糸のように細い片方の眼をひらいて、白い肌をより白くする。

「……なんでだよ！」

「機械っていうのはこういうもんなのだ！　俺おれはこの機械の専門家ではない。動かせっていったって、機械の構造の全部を知らなければ、動かせるものではない！」

　ギィ・グッガを見下ろして、トレンは必死の思いで絶ぜつ叫きようした。ここで、納なつ得とくしてもらえなければ、命がなくなると思うからだ。

「その、なんだ……機械のことを書いた本とかいうものがあるんだろう……なんで、それで動かせねぇんだ！」

　ギィ・グッガは、操縦マニュアルのことをいった。

　それが、整備マニュアルや製造するためのものと違ちがうということは、ギィ・グッガが多少コモン界のことを勉強したからといって、理解できるものではない。

「このカットグラは、修理しなくっちゃならないところばかりなんだ。それに、ここには、直すための工具だってない。いいかね？　機械を直すということは、機械の本質的なところがわからなくては直せないんだ。わかってくれよ。機械にはいろいろな種類がある。空を飛ぶ機械、地面を走る機械、それだけではない……」

　トレンは、こうまくしたてる以外なかった。この話も、ギィ・グッガが戦場でガラリアのカットグラを捕ほ獲かくして、地ち上じよう人びとのトレンなら動くようにできるだろうと考えた時から、何度話したことかしれない問題なのだ。

　しかし、ギィ・グッガは、トレンが地上人なら直せると信じこんでいる。

　トレンは、この村にはいってから、ただひとつの手がかりである青焼きの紙を綴とじこんだ操縦マニュアルと、アの国の公用言語と一いつ緒しよに書きこまれていたショットの英語による補足的な説明を頼たよりにして、修理をこころみたのである。

　パイロット用のマニュアルでは、カットグラそのものの構造的な手入れなどは、できようはずがなかった。

「……洗せん濯たくをする機械、電気を光らせる機械、人間を昇しよう降こうさせる機械と、機械にはいろいろとあるんだ。しかも、この機械は地上にはない機械だ。それを理解して、使えるようにするためには、学ばなければならないことが一いつ杯ぱいある。それが、機械の世界だ。ここだけの考えが、通じるとは思わないでくれっ！」

　この時ばかりは、トレンは、この世界で伝わるテレパシー的な要素に賭かけた。言葉が通じなくとも、意思が伝わる部分があるのなら、真実をわからせる思考を羅ら列れつすれば、ギィ・グッガは理解してくれるだろうと信じるしかないのだ。

　ガロウ・ランのなかでもギィ・グッガの意思が混こん濁だくしていないということは、トレンも感知していたからである。

　しかし、トレンの意識が絶ぜつ叫きようしすぎて、彼の膨ぼう大だいな意思がギィ・グッガに感知されたときに、ギィ・グッガが他人の意思が大量に流れこむことをうるさがれば、トレンの首などはあっという間に胴どう体たいから離はなれてしまうのである。

　ギィ・グッガは、ムッとした表情をトレンに見せて、仁に王おう立だちしていた。

　トレンは一息いれると、怒おこったような顔を見せたまま、コックピット前の木製の梯はし子ごを降り始めた。その行動にトレンは命を賭かけたのだ。

　トレンの傲ごう然ぜんたる態度が、ギィ・グッガを怒らせて、部下に殺せと命令すれば、数十の剣けんと槍やりが襲おそってくるかもしれない。

「機械か……」

　トレンの脚あしが地についたとき、ギィ・グッガはそう呻うめいた。

「この脚が直せないんだ。損傷がひどい」

　トレンは、かすかに息をついて、カットグラの脚をしめしてみる。

「…………」

　ギィ・グッガはその長い脚をドッとトレンのほうにすすめて、トレンの背後にある装そう甲こうの半分がはがれた脚に向う。

　それはふくらはぎに相当する部分で、錯さく綜そうする数十の筋肉に似た筋によって形造られている。

　ギィ・グッガは、片方だけの眼めでギロリとトレンを見下ろし、カットグラのむきだしの筋をシミジミと観察して、ひとり唸うなった。

「腕うでも同じようなんだな？」

　ギィ・グッガは、今しがたトレンが動かして見せたカットグラの腕を見上げて、さらに脚の回りを一周する。

　周囲で上体を低くしていたガロウ・ランの手下たちも、おそるおそるカットグラのちかくにもどってくる。

　ガロウ・ランたちも、カットグラに畏い敬けいの念を感じて、いつものような乱雑で粗そ暴ぼうな挙きよ動どうを見せる者はいない。

　彼らの大半は、戦場でオーラボム・ドーメとカットグラの働きを目もく撃げきして、その威い力りよくを承知していたからなのだが、それでも、彼らは今は死んだ状態にあっても、機械というものは直せばまた生き返るという話は、信用してはいなかったのである。

　しかし、トレンがともかくもカットグラの腕を動かして見せたことで〝機械が生き返る〟という事実に、納なつ得とく顔がおを見せはじめているのだ。

　ギィ・グッガは、背にしたローブを空になびかせて、コックピットにつながる梯子を登り、一方に開かれた半透とう明めいのドアの脇わきのコックピットを覗のぞいた。

「ここが、操あやつる場所か……」

「はい！」

　ギィ・グッガは、半透とう明めいのドアの開いた入口をくぐろうとしたが、

「辛しん気き臭くせぇよぉ……」

　と、身を引こうとして、もう一度、上体をコックピットのほうに寄せたときだった。

　ググッ……！

「うおーっ!?」

　またもガロウ・ランたちから、どよめきがあがった。

「ギィ・グッガ！」

　トレンが梯はし子ごの下に駆かけ寄って、梯子を押おさえようとしたが、カットグラの右腕がギシッと上がってから、横に曲るように下りた。

　と、その腕は半透明のドアを打って、それがギィ・グッガの腰こしにぶつかって、カットグラの上体を震しん動どうさせる。

「うわっ！」

　その叫さけびは、ギィ・グッガとトレンのものだ。

　はね飛ばされそうになった梯子を押えようとしたトレンは、横に流れる梯子の震動でまともに身体からだを飛ばされた。

　視界に、コックピットに半身をつっこんだギィ・グッガの脚あしがバタバタするのが見えた。

　半透明のドアは砕くだけもせずに、ギィ・グッガの腰を押えこんでいた。

「う!?」

　梯子を抱かかえるようにして倒たおれたトレンは、ギィ・グッガの腰から下がグリッと動いてドアを押おし退のけたので、ゾッとした。

「ヌッ！　オオオッー！」

　ドアの陰から獣けものの雄お叫たけびに似た声が湧わきあがる。

　ドアと機体の間に隙すき間まをつくったギィ・グッガは、コックピットからスルリと身体をすべり落して、建物の高さでいえば三階の屋上といった高さから飛び降りて、スッと地上に立った。

「…………!?」

　トレンは顎あごをひいて、ギィ・グッガの巨きよ体たいを見上げるしかない。

「……なんだってんだぁ!?」

「腕うでを動かしたんだ。ギィ・グッガが、カットグラの腕を動かしたっ！」

　トレンは梯子を立てながら、カットグラの右腕を見ろとギィ・グッガにいった。

「……なんだとぉっ!?」

　ギィ・グッガは、トレンが梯子を外したのではないかと思ったのだが、カットグラを見上げたギィ・グッガは、カットグラの腕が胸を叩たたくように震動しているのを見て、トレンに視線をもどす。

「お前が、動かしたのか!?」

　吠ほえた。

「あんたが、あそこで、あの腕を動かしたんだ！」

　トレンは、本当に怒おこってみせた。

「ああ……!?」

　ギィ・グッガは、あらためてカットグラの腕とトレンを見くらべて、キッとまなじりを上げる。

「コックピットでなにかいじったんだろうっ！　それで、あの腕が動いたんだ！　それが、機械というものなんだ！　わかってくれよ。ギィ！　俺おれは噓うそはついていない。機械というものは、そういうものなんだ。ギィ・グッガが、コックピットでいじったものがあるだろう。それが、カットグラの腕を動かしたんだ。それが機械ってもんなんだよ」

　トレンは、梯はし子ごを抱だいたまま、ギィ・グッガにいろいろな言い方で呼びかけ、哀あい願がんする。

　両眼に涙なみだが湧わいたのも、訳がわからずに殺されるのはまだ早いんだ、というトレンの絶叫でもある。

「なんで、動かねぇんだ」

「……え？」

　トレンは、鉄の指に似たギィ・グッガの掌てのひらが岩のように自分の肩かたにのったので、眼をしばたいて涙を払はらうようにした。

　艶つややかな白い肌はだに似合わない醜みにくい剣けん傷しようと、片方の眼の裂れつ傷しよう。そして、もう一方の眼光は細いものの強きよう靱じんな光があった。

「ならよぉ、俺ぁ、手ぇ動かしたんだ。なんで、脚あしが動かねぇ？」

「機能が違ちがうんだ。損傷程度も違うっていっただろう」

「なんで、空を飛ばねぇ？」

「機能が違うんだよ！　駆く動どう系けいが根本的に違うようなんだ。何度いったらわかってもらえる！」

　トレンは、ギィ・グッガの手が首にかかって、ちょっと力がはいれば即そく死しさせられることがわかっていたから、身をひくようなことはしない。

　逃にげれば討たれるのが、狩かり人うどと獲え物ものの関係だからだ。

「主ぬしは、腕を動かした。直せた。脚も羽根も直せ」

「それは、直せない」

「なぜだ？」

「機能が違う。工具もない。俺には、オーラ・マシーンを直せる知識はない」

「……フム……！　どうしたら、直せるんだ!?」

　ギィ・グッガは、鼻のあなを大きくふくらませてから訊きいた。

「ラース・ワウだ。あんたは、ラース・ワウで機械を作ると言ったろう！　ええ!?　ラース・ワウしかない。でなければ、この機械を作った奴やつを連れて来るしかないんだよ！」

「……主はいらんというのか？　機械を直せたのに？」

　その瞬しゆん間かん、トレンは死を覚かく悟ごした。

「少しは直せた。しかし、この機械が教えてくれてんだ。この機械が、もっと大きな機械を持って来なければ、このカットグラは直せないってな！」

　トレンは、計算機能のついた自分の腕うで時ど計けいを、ギィ・グッガの目の前にかざして見せながら叫さけぶ。

「機械か……そいつが、そう言うのか……」

　ギィ・グッガにとって、腕時計の液えき晶しよう表示ひとつをとっても驚きよ異うい的なものに思えて、トレンの時計の液晶表示を覗のぞきこむ。それが、トレンの命を救った。

「これ以上の仕事は、ラース・ワウの技術者を呼ばなければならない。教えてもらえば、俺だって、こんな機械は作ることができる」

　トレンの最後の強がりで、ギィ・グッガは、トレンの肩かたに置いた手をどけた。

「ラース・ワウにいるか……」

　トレンから身を引いたギィ・グッガの眼に、ハバリーの編隊が帰ってくるのが映った。

「なんだ？　ミュラン奴め？」

　ギィ・グッガは、ミュラン・マズが、今日、独断でアの国の偵てい察さつに出たことは知らない。

「どうしたぁ、ええ？」

「こいつらぁ、まったく、使いものにならねぇ」

　背中半分ほどが前に曲ったミュランは、それでも顎あごを天に向けるようにして、ハバリーの頭の手た綱づなを押おさえて、ハバリーを静かにさせようとしている手下たちをののしった。

「そうか……簡単にはいかねぇか……」

　ギィ・グッガは、ミュランに、手下たちに強きよう獣じゆうを使わせるときに、あの白い薬を使うことは許していない。

「……何度やってもいい。慣れさせろいっ！」

　ギィ・グッガはそう吠ほえると、トレンの背中をつつむようにして、村の一番高みにある本ほん陣じんに連れていった。

　トレンは、次に待っているものがなんであるのかまったく想像できなかったが、とりあえず殺されることはないだろうと思った。

　しかし、もっと苛か酷こくな課題が待っているかも知れないとも想像して、トレンは絶望した。







　５　ラース・ワウ







「すごいものですねぇ……！」

　その少女の感かん嘆たんの声は、オーラ・マシーンを修理する喧けん騒そうのなかでも良くとおった。

　カットグラの肩かたにまたがる木のタラップにいたガラリアは、声のしたほうを振ふりかえると、叫さけんだ。

「ガキの来るところじゃないだろうっ！」

　ジョクは、ガラリアの声に、コックピットから這はい出してくる。

「……ガラリア？」

　ジョクは、その少女、リムル・ウルのあどけない姿が、オーラボム・ドーメのフレキシブル・アームの向うを歩いているのを見つけて、別の意味であきれた。

「関係者以外は、立ち入り禁止だろ！」

　ジョクは、少女の護衛に付いているふたりの近この衛え兵へいに怒ど鳴なった。

「……姫ひめ様さまであるよ！」

　前を行く若い兵が、負けずに抗こう弁べんする。

「あのね、あたしたちは戦争をやってんだ！　姫さんに見学させるために、こんなことをやってんじゃない！」

　そんなつまらないことに、タラップから飛びおりんばかりに怒おこるガラリアの気持ちはわかるのだが、ジョクはコックピットから出て、ガラリアを制しようとした。

　しかし、アリサの妹になるリムル・ウルを見て、ジョクはさらに呆あきれていた。

　彼女は、ガラリアの罵ば声せいなどは気にする風もなく、近衛兵の脇わきをすり抜ぬけるとガラリアの立っているタラップをトントンと上がってきたのだ。

「リムル様……！　駄だ目めです！」

　ジョクはコックピットの前のステップに立って、目の前を上って行く少女を呼びとめる。

「だって、見たいんですもの」

「騎士ガラリアは、自分の機体を整備するのに必死なのです。後にして下さいませんか？　王女様が好き勝手できると思うのは、下しも々じもに対してしめしがつきません。身勝手な王女と思われて嫌きらわれます。それで良いのですか？」

「お前は、誰か？」

　十一歳になったというリムル・ウルは、ムッとした表情を見せる。

「ご想像なさい。人の言葉だけを聞くようでは、よい大人にはなれません」

「……なんなの？」

　ジョクのいったことがわからなかったらしい。好こう奇き心しんいっぱいの瞳ひとみをパチパチとさせてから、

「あなた、地ち上じよう人びとね？」

　と訊きいた。

「え？　ええ？」

「降りるんだよ！　子供は邪じや魔まなの！」

　ガラリアが、リムルに顔をつきだして怒ど鳴なりつける。

「守ってもらわなくっていいってんなら、いいがね？　しかし、あんたがどういおうが、こっちだって、死にたくないんだから、やることはやっておかなくっちゃならないんだよ？　ええ？　姫ひめさん？」

「……でも……！」

「後で見せてやるという約やく束そくで、ここは、ガラリアのいうことを聞いてくれないか？」

「地ち上じよう人びと！　姫様のお望みなんだから……」

「へつらうのはやめろといっている！」

　ジョクは、大きな声を出した。

「なんだと！」

　若い近この衛え兵へいは剣けんの柄つかに手をかけんばかりにして、コックピットの下に駆かけ寄る。

「姫様、あなたの我わが儘ままで、あなたを守ろうという下々の者がいさかいを起します。いいのですか？」

「……お前たちは……みんなで、私が好きにできないようにする」

　プイッとガラリアに背をむけたリムルは、ピンクのローブをふくらませて、タラップを降りて行く。その聞きわけの良さは率直な少女に見える。

「よろしいのですか？」

　ご機き嫌げんうかがいをする若い近衛兵の声に、ジョクは手にしたスパナを投げ飛ばしたくなる。

「ガラリア……」

「ああ……」

　ふたりはかすかに微び苦く笑しようをかわして仕事に戻もどるしかない。ドレイク・ルフトの後妻が連れてきた娘むすめの性格たちを知っただけで良しとしなければならない、と了解したのだ。今は、ガラリアの新しいカットグラの修理と調整を急ぐので、ジョクだけでなく、ほかのメカニックたちも多た忙ぼうなのである。

「戦士ジョク！」

　今度は、バーンだった。

「おう！」

「時間をもらえないか？」

　カットグラ部隊の責任者であるバーン・バニングスは、手にした書類をヒラヒラさせながらタラップを見上げる。オーラ・マシーン部隊全体の編成について、ジョクの確認をとりにきたのである。

　それには、ガラリアのカットグラ四番機が遭そう遇ぐうした強きよう獣じゆう部隊ハバリーとの戦せん闘とう報告も含ふくまれているので見ないわけにはいかないのだ。

「……戦闘の手順を組み立ててみた」

　ジョクとて戦闘の専門家ではないのだが多少の経験もつんだし、なによりも時代感覚が根本的にバーンとは違ちがうためにアドバイスをあたえる隙があるのだ。

　バーン・バニングスという進取の気象に富む若い騎き士しは、自分と違うジョクの考え方を理解して、それを利用しようとする度量があった。

　コモン界は、地上でいえば市民戦争以前の世界で、そこに、突とつ然ぜん、空を飛ぶ機械が現れたのだから、どう使いこなしていくかを考えるのは難しい。

　その意味で、現代的な思考とセンスをもつジョクの存在は、貴重なのだ。

　ジョクは、多少、読めるようになったアの国の文字をながめた。技術的なテーマの場合は文法が繁はん雑ざつではないので理解することができるようになっている。

「……いいと思うな。あとは、ショット・ウェポンがどういうかだ。彼と俺おれとは国が違うし、年代も違う。彼は、近代戦についての専門的なセンスをもっているからな」

「しかし、ショット様はオーラ・マシーンのパイロットではない。オーラ・マシーンの戦闘方法を開かい拓たくしていくのは我々パイロットだよ」

「そうだな……そうだ」

　飛行機好きのジョクはそういわれて初めて、自分の特別な立場が理解できて、胸をつかれるような感かん慨がいが走る。ジョクはこの世界に降りてから生きることに必死で、こんな感慨にとらわれたことはなかったと思い出せた。

　つまり、ジョクは、今の自分は、航空史の黎れい明めい期の先せん駆く者しやたちと同じ立場にいるのだ、と思い当たったのだ。

　ジャンボ・ジェットで旅行することが当り前になった我々は、飛行機の歴史が浅いのを忘れているが、第一次大戦のヨーロッパ戦線で飛行機械に乗ったパイロットたちは、一機討ちを戦いの基本と考えたものである。

　それは、彼らパイロットが騎き兵へい隊たい出身の騎き士しであったからで、まさに、今のアの国の騎士と同じ精神構造を持っていた。

　だから、彼らは発明されて間もないパラシュートを使うことを嫌きらったのは、飛行機械を馬と同じに考えて、墜つい落らくする飛行機械から乗り手だけが逃にげることを拒こばんだのである。

　そして、飛行機械乗りたちは、空中でレンガや手て榴りゆう弾だんやライフルを使って決けつ闘とうをした。

　しかし、地上の戦闘の膠こう着ちやく状態に業ごうを煮にやした将軍たちは、飛行機械の力を地上軍の攻こう撃げきに利用しようと考えて、フランスでフレシェットという鋼鉄のエンピツほどの矢を地上にバラ撒まくことを考えついたりした。

　一九一五年（大正四年）は、ジョクのような飛行機好きには忘れられない年である。

　フランスの戦闘機がホッチキス機き関かん銃じゆうを搭とう載さいし、やや遅おくれてドイツの戦闘機フォッカー機が機関銃を装備して、自機に個人の紋もん章しようを描えがいた空のエースが出現した年だからだ。

　一方、日本の陸軍と海軍は、青チン島タオ攻こう略りやく戦せんで九十三回出しゆつ撃げきしながら、その飛行時間は延べにして百六十時間という時代であり、それでも、世界で初めて艦かん隊たいに爆ばく弾だんを落したりした。

　個人と機械の最後の蜜みつ月げつ時代だった。

　しかし、機関銃の出現以後は急速に技術が進歩して、騎士や武士精神を持ったパイロットたちは、機械の狂きよう暴ぼうな性能の拡大によって押おしつぶされていった。

　そして、技術基き盤ばんのすそ野が拡ひろがりすぎた現代では、個人の資力では、ひとつの発明もできなくなって、特許権者として企き業ぎよう名が登録されるようになって、ひとりのエースは戦術的にも社会的にも邪じや魔まな存在になったジョクの生きる時代になる。

　バーンの言葉は、ジョクになににあこがれていたのかを思い出させてくれた。

「戦術を開かい拓たくするか……」

　まして、ショット・ウェポンが、オーラ・マシーンという名で呼ぶからには、それは個人の力そのものを認める機械である。

　これは、人にとってもっとも刺し激げき的な事態といえた。

「あとは、オーラボム・ドーメのパイロットたちが、我々カットグラ部隊の動きを、どのように補ってくれるかだ。単独の戦闘をさせないようにしなければ、ハバリーにも勝てない」

「そうだな……」

「いいか？　バーン。問題は、将兵にどうわからせて実じつ践せんさせるかだぞ？　軍事行動では、オーラ・マシーンの性能などは問題じゃないんだ。一番の問題は、将兵の質の問題だ。騎士一人一人の働きは忘れなければならないんだ」

「……集団戦だからな」

　ジョクがしつっこいほど近代の集団戦闘の説明をすれば、バーンは理解したような口ぶりで応じるのだが、真実、納なつ得とくしているのではない。

　もちろん、ジョク自身、なにかの小説などで知った考え方で、身についている知識ではないのだが、装備の性能がどんなによくても、それだけでは戦争には勝てないぐらいのことは、テレビや出来のいいコンピュータ・ゲームで知っている。

「馬も装備の一種で、乗り手次第で臆おく病びようにもなれば強くもなる。それと同じだ」

　ジョクは、そうも説明する。

「まったくだな。ガロウ・ランへの対処の仕方にミスを犯し続けたのは、オーラボム・ドーメ、カットグラの使い方をまちがっていたせいだと認める。騎士の時代は終ったのか？」

「地上でも同じような歴史があったから、良く知っているんだ……」

　ジョクはテーブルに座りこんで、強きよう獣じゆうのハバリーが編隊で攻せめてきた場合の迎げい撃げき戦闘の図をえがきはじめる。

　まず、オーラボム・ドーメ三機を左右と上に展開させて、その中央をカットグラが侵しん攻こうするという四コマ・マンガである。

「上に一機ドーメを出すのがミソじゃないかな？　それができなければ、カットグラがこの一番機に代らなければならない」

「なぜだ？」

「わかるだろう？　空中戦では、上に出たほうが勝つ」

「そうか……となれば、ハバリーをいかに早く発見して、ドーメを上に上げるかのタイミングの問題になるな？　フム、どうしても、集団の力を借りることになるか……」

「騎士としては、おもしろくないのはわかるが、空中戦で強力な飛び道具が使われるようになれば、こうなるさ」

「これが、近代の戦争というわけか……？」

「残念ながら、そうだ。地上だって百年ほど前までは、パイロットはみんなバーンのような騎士上がりだった。しかし、一機対一機で戦うのは十年とつづかなかったよ」

「理り屈くつではわかるが、それでは、騎士の名めい誉よもなにもないぞ？」

「しかし、敵を撃げき墜ついするのはカットグラに乗ったバーンだけだ。ドーメが敵を撃墜することはまずない」

「初めに敵に接せつ触しよくしてもか？」

「そうさ。初しよ弾だんで撃墜することは不可能だろう。ハバリーが、強力な火薬を仕込んだ飛び道具を使うようになれば、簡単に敵に接近するのは不可能になるからだ……そうだ。このことが一番重要なことだ。ガラリアが攻こう撃げきを受けたのは、彼女がうかつだったからじゃない。この教訓を正確に伝えておかないと、オーラボム・ドーメ部隊は、あっという間になくなっちまうぞ？」

　ジョクは、最初のコマ、敵と接せつ触しよくする前の編隊の図を描かき直しながら断定する。

「だから、三機のオーラボム・ドーメの編隊は、水平面に展開するのではなくて、先頭の一機を上におく」

「カットグラは、敵の編隊を発見してから上じよう昇しようをかけて、三機のオーラボム・ドーメのうしろ上から、俯ふ瞰かんするということだな？」

「そうすれば、好きな敵から狙そ撃げきできるはずだ」

「ン……理り屈くつだ。これで講義してくれ。あすからは、これで徹てつ底てい訓練だ」

「仮想敵機の役は、俺おれがやろう」

「いいだろう。装備より人が先らしいな。やはり……」

「古来変らない原則だろう？」

「ああ……！」

　戦争の仕方の原則といっても、しょせんは、人なのであると説いたものをジョクも読んだ記き憶おくがあるのだが、それが小説なのか別の種類の本なのかは覚えていない……。

　バーンは、ジョクの描いたものを手にして、

「これは、大きな紙に絵師に清書させよう……」

「頼たのむ。夕方の講義で、使う」

　ジョクはやれやれと息をついて冷めきったチャムという茶を口にする。バーンは手にした紙を気にしながら扉を押し開いて、

「……おや？　リムル様？　いけませんな？　機械の館やかた周辺は、軍人以外の出入りは禁止ですぞ？」

　リムルがまだウロウロしていたのは、リムルを案内する近この衛え兵へい三人のほうが、オーラマシーンを見学したかったからとわかった。

「……ハマダ……聞いているのか？」

　先刻、ジョクが怒ど鳴なった男にバーンが念押しをする。

「ハッ！　申しわけありません。しかし、リムル様のお供でもしないと、ここの見学ができません。退出いたします」

　リムルは、バーンとジョクのいる部屋に特別なものがないので、入口からはいろうともせずに城のほうに戻もどろうとする。

　ハマダとふたりの近衛兵は、きらびやかな衣装を光らせてそれを追う。

「子供らしくない娘こだな」

　ジョクは、その一団を見送ってカットグラを見ようとした時のリムルと印象が違うと感じる。

「アリサ様がいらっしゃっているので、城にいるのが厭いやだと言っていたな」

　バーンがジョクにそう説明してくれる。

「ハンダノからアリサ様がいらっしゃっているのか？」

「知らんのか？　亭てい主しゆになる男が迂う闊かつだな？」

　バーンは苦笑しながらも、ジョクを無視して馬のほうに向う。

「いつ……？」

　反射的に口のなかでいってしまった言葉を吞のみ込みながら、自分が忘れられている存在、でなければまだまだこの世界に同化していない自分を感じながら、ジョクも自分の馬をつないでいる馬うま溜だまりに向う。

「ということは、ヤエーも来ているのか？」

　ジョクは、オーラボム・ドーメの編隊飛行が頭上を通るのを見送ってから城に戻もどると、自分にあてがわれている個室に向った。

　案の定、ジョクの居城ハンダノの財政官、ヤエー・ウーヤが待ち受けていた。

「問題があるのか？」

「……はい、新しい畑の開かい墾こんの問題で、領地の線引きが不ふ明めい瞭りような点がございまして、ラース・ワウの管財課の者との打ち合せがございました。しかし、なに、問題はありません。ジョク様がハンダノにはいられて、前より収しゆう穫かく量が上がり、ラース・ワウは聖戦士の威い光こうであると喜んでおりますので、有利に線引きされるでしょう」

「俺は、何もしていない。お前の働きのおかげだ。感謝している」

「もったいないお言葉で……」

「この報告書を読んでおけばいいのだな？」

「左様でございます。サインは、最後の書類に……」

「いつ、帰るか？」

「明朝になりますので、それまでに……」

「やっておこう」

「では……」

「いや、ヤエー。お前の家も苦しかろう？　麦一ガタットの増役をしたらどうか？」

　ヤエーは疑わしそうにジョクを見上げて、ターバンに似たかぶりものをちょっと持ち上げるようにした。

「ハンダノの家計では不可能なのか？」

「……戦争はつづきましょう？　騎き士し殿どののお支し度たくに金がかかりますので……」

「それは、お前の家でも同じだろう。嫁よめに出す娘むすめだっていると聞いている」

「可能ですが……」

「わかった。月に二ガタット増役しておけ。俺に何かあったら、助けてくれればそれで良い。俺にとっても、貯金みたいなものだ」

「ハッ！　では、来月からいただきます」

「今月からにしておけ」

「ありがとうございます。聖戦士殿」

「ン……後は、頼たのむ」

　ヤエーが退出するのと、入れ違ちがいにはいってきたアリサ・ルフトは髪の毛が乱れるのも構わず、花模様を刺し繡しゆうした顎あご紐ひもつきの帽子をとった。

「ご無ぶ沙さ汰たです。騎士殿」

「お元気そうで……アリサ様も？」

「ン……ハンダノにはいつ戻れるのです？」

　ビロードで縁ふち取どられた堅かた胴どう着ぎがアリサの腰こしから下にふくらむ丈たけの短いスカートに上品なふくらみをあたえて、長い白い靴くつ下したがアリサの足首の細さを可愛かわいくみせた。

「当分……ギィ・グッガは、あらたに戦力を整備しているという情報がはいっておりますので……」

「そうか……」

　アリサはローブを外すと、窓ぎわのカウチにドッと身を横たえるようにする。

「ドレイク様にお会いなされましたか？」

「ああ……」

「昼食を用意させましたが？」

「つき合います……」

　アリサは背中でそういった。後妻のはいったラース・ワウが嫌いだといっているのだ。

　ジョクは埃ほこりまみれになった革かわ鎧よろいを脱ぬぐと、シャワーで身体からだを流して着き替がえをすませると、アリサのいる居間にもどった。

　アリサは座った姿勢のまま中庭の形良く整えられた植木を見つめていた。

「…………」

　ジョクはお茶をいれると、それをアリサの手にもたせてやる。

　アリサは鷹おう揚ように受け取り、顔をジョクに向けることもしなかった。

　怒おこっているのではない。王女として育てられた気位の高さが時に態度に出てしまうのだが、それだけではなく、自分の居場所がなくなってしまったラース・ワウにいらだっているのは、ジョクにもわかる。

　躾しつけの良さからくる何気なさを、ジョクは嫌きらいではない。育ちの良さは、理り屈くつやある年ねん齢れいになってからの学習で身につくものではないし、アリサの場合は、家事一いつ般ぱんについては、母親から厳しく躾られていて、安手の女子学生以上に働くことができた。

　しかし、今のアリサの素そっ気けなく見える態度は、久しぶりに帰ってみた実家の父、ドレイク王やその周囲の人々が昔とは違っていることを実感しているからなのだ。

「……機械の館やかたで、リムル様に会いました。元気の良い王女様で……」

「……子供のうちは良い。何を見てもおもしろいのだし、環かん境きようが変っても、受け入れるだけの適応力があります。しかしな、わたしの年齢としは、自分でも厭いやになるくらい感じやすい。自分でもどうしたら良いのかと、迷ってしまうのです……。ルーザとて悪い女ではないのでしょうけど、父と結けつ婚こんできることをどこかで自じ慢まんしているようで、謙けん虚きよさがないのです」

「……ドレイク様の新しい奥おく様さまでいらっしゃるから……」

「まだ、婚こん礼れいの儀ぎはすませてはおりませんよ！」

　アリサは初めて膝ひざを廻まわして、ジョクを見た。

「そうです。が、自分の言いたいことは違います。ルーザ様のお育ちは違います故ゆえ……」

「そういう話ですか……。けど、そういうことはわたしに言う分には構いませんが……ジョクはそういうことに気をつかいすぎてはいけません」

「そうですか？」

「このコモン界に、慣れないのですか？」

「そりゃ、アリサ様のような方の判定をいただかない限り、自分ではわからないことです」

「……そうか……この茶は、ジョクがいれた？」

「はい……」

「そうか……」

　アリサはカップを見つめた。その姿は、逆光のためもあってひどく老けて見えた。

「ジョクは、いつまでも地ち上じよう人びとか？」

　あげた顔にも、生気がないようだった。

「……そうですね。時間が解決してくれるでしょう……」

　ジョクは、どうして、と聞くのはやめていた。

　ドレイクの再さい婚こんについて、アリサはどうしても承しよう諾だくしきれないものがあるのだ。しかし、アリサは、今日まで決してそのことでジョクに愚ぐ痴ちをいうことはなかった。

　アリサがジョクのハンダノ城に寄留したことで、ジョクと結婚するのではないかという噂うわさが公然のものになっても、まだまだジョクとアリサの間に、それほど深い理解があるわけではない。

「母方の者が住んでいた街は、ギィ・グッガによって全ぜん滅めつさせられ、わたしが身を寄せるところはない。本当にお前のところに引っ越すが、構いませんね？」

「光栄です。アリサ」

　ジョクが、〝様〟をおさえた気持ちをアリサは感じてくれて、はじめてニッと白い歯を見せてから茶をすすり、

「前にもいったことがある。わたしが知らないところでは、好きにしていいのですから」

　アリサは冗じよう談だんのように言い、食事の支し度たくができたようだ、とカウチから立ちあがった。

　ジョクは、アリサの手からカップを受け取ると、その頰ほおにキスをした。

「優しいのですね？」

「……そうですか？　アリサが疲つかれていらっしゃるから、そう感じるのでしょうし、そう感じられるのは、アリサもお優しいからです」

「ありがとう」

　アリサはジョクの腕うでをとって、入口のほうに向った。

　二人を迎むかえる下働きの者が、ドアをノックするのが聞えた。







　６　トレンの発進







「…………？」

　トレンは、数人の女戦士たちの怒ど声せいに、馬の脇わき腹ばらを蹴けって馬首をめぐらした。

「フェラとやったってのか!?」

「やっちまえっ！」

「見たんだな!?」

「見たよ！　水のなかからフェラリオを出して、やってやがった」

　ふたりの男を前にして、十数人の女戦士たちがひとりの男を地に押おし倒たおして詰きつ問もんしているところだった。

　サラーン・マッキの水みず牢ろうがある脇わきだ。

「やってねぇ！　はめようとしたら手て前めえ等らがきたんじゃねぇか！」

　地に這はった太ったガロウ・ランは、下半身を剝むき出しにしたまま、それでも逃のがれようとして脚あしをバタバタやった。

「なに言ってやがる！」

　ふたりの女戦士が髪かみの毛をふり乱してかがみこむと、その股こ間かんのものを引っぱるようにしたらしい。

「フェラの臭においがするよ！　いれやがって！」

「そんなこったねぇ！　フェラは股またを拡ひろげただけでも、臭いがつくんだ！」

「うるせえんだっ！」

　サラーン・マッキを清水のなかに漬つけておくと精力を回復して、また、地ち上じよう人びとを呼べるという。

　トレンは、彼女のおかげでバイストン・ウェルに降りてきた男で、もともとサラーンとは縁えんがある関係ではある。

「トレン！」

　その女の声は、トレンの背後から聞えた。

「……？　ミハ？」

　彼女もまたがる馬をつぶすのではないかという大きな身体からだである。革の胴どう巻まきの下からはみ出た腹の肉が、部厚く下のパンツに垂れさがり、腕うでなどはトレンの大だい腿たい部ぶほどあると見える女じよ丈じよう夫ふである。しかし、黒の髪かみといいそれなりの器量といい、ガロウ・ランのなかでは美しい部類にはいった。

　その上、トレンに見せる気の良さは、ガロウ・ランのなかでトレンが話ができるただひとりの女性ではある。

「なんだ？」

「リンチ！」

　ミハは肉につ塊かいそのものといった胸を張って宣言したが、トレンはそれを無視した。

　無視すればミハの鞭むちが飛んでくるかもしれないという危き惧ぐがあったが、トレンにもガロウ・ランの世界で生きるコツは多少わかってきていた。

　仲間と見なされれば、こちらに断固とした意思がある限り、彼らは黙だまって引き下がるのである。

　しかも、トレンは、ギィ・グッガの承認という圧あつ倒とう的な鑑かん札さつをぶらさげていたので、ミハはブスッと頰をふくらませはしたが、トレンの威い勢せいに馬の尻を震ふるわせるだけで黙った。が、

「ゲヘッ！」

　その男の声は、その次のボドッと堅かたい物が落ちる音でおわった。

　わーっと女たちの歓声が上がり、トレンは、女たちの輪の外に落ちた男の生首を見ていた。しかし、女戦士たちはそんなことは気にもせずに、

「下もだ！　斬きっちまえっ！」

　そんな掛かけ声で女たちの身体が、またも一点に集中する。

「まだ、動いていやがる！」

「こんなチンポッ！」

　なかの背せ丈たけがきわだって高い女が、その手につまんだものを、ほかのふたりの男に見せびらかしながら、

「フェラとやるとお前たちのも、こうしちまうからな？」

　言いながら、それをサラーンの沈しずめられている窪くぼみのほうに持っていく。

「…………!?」

　トレンは、生首が転がっているのも忘れて、馬を走らせた。

「なんだよ？」

　女戦士のひとりが、見慣れないトレンに眉まゆをしかめたが、制止はしなかった。

「ホーラッ！」

　背せ丈たけの高い女戦士は、つまんだものを横木を伏ふせてある窪みに放ほうりこむ。

　暗い窪みの下でポチャンという音がした。同時に、ザワッと水が鳴り、薄うす暗ぐらい窪みに白いものがゆらめくと、次に水音が激はげしくなってサラーンの半身が現れた。

　その姿は何度見ても、幻まぼろしのようだ。

「…………!?」

　窪みの脇わきに馬をとめたトレンには、怯おびえた声をあげるサラーンの両手が格子の横木にかかって、這はいあがろうとしているように見えた。

「あがんじゃない！　手て前めえが股またにくわえこんだチンポだろう」

　女戦士たちが、格子にかかったサラーンの白い手を蹴けり、踏ふみつけて下に押おし戻もどそうとする。

「捕ほ虜りよが水責め……？」

　トレンは、何度かサラーンと逢あい引びきをしたものの、すべて夜中だった。この光景は知らない。

　白昼に、半はん裸らの女性が窪みの水みず溜たまりのなかに閉じこめられて、格子をかぶせられているのを見て、トレンは中世の魔ま女じよ裁判の光景を連想した。

　女戦士が放りこんだものなどは見えはしないのだが、サラーン・マッキは、その異物が自分の呼吸する水のなかに放りこまれたので、ひどく怯えたのだ。

　トレンが伏せられた格子にかけよろうとすると、

「なんだい？」

「地ち上じよう人びとだ。触さわらないほうがいい」

　女戦士たちはやることが終ったのと、トレンの存在がわかったので、あっという間にその場を退散した。

　興味をそそるものがなくなった瞬しゆん間かんに、そのことを忘れるのがガロウ・ランの習性である。そして、危険なものには、絶対に近寄らないという習性ももっていた。

　このばあい、トレンもサラーンも女戦士たちには、危険というか面めん倒どうな存在なのである。

　トレンは格子の間から、まだ上半身を水面上に出して震ふるえているサラーン・マッキを覗のぞき込んだ。

　その姿は、ただただ愛いとおしく切な気に見える。

「サラーン。なんとか早くこんなところから出してやる。もう少し待っていろ」

「……トレン様……？」

　フェラリオは本能的に哀あい願がんの色合いを濃くして肩をくねらせたりする。

「ギィ・グッガと約やく束そくをしたんだ。待っていな」

「いつまで……待つのでしょうか……？」

「それは……」

　いいかけて、トレンはかたわらにミハがきたので口を噤つぐんだ。

「フェラは、汚きたねぇよ」

　ミハの憎ぞう悪おは、トレンに明確にわかった。

　ガロウ・ランの兵士レベルの意思が、このように明めい瞭りようにトレンのなかに飛びこむのは、めずらしいのだ。

「俺おれを地上から呼んだ女なんだ。こいつ……」

「…………!?」

　ミハの混こん濁だくした意思がトレンに感知された。

　トレンがフェラリオの仲間ではないかという疑ぎ惑わくと、ギィ・グッガが大切にする地ち上じよう人びとという概がい念ねんが混乱して、情念の揺ゆれといった力をトレンの意識に直撃する。

「俺は、フェラリオの住むもっと上の世界の人間なんだよ。あの女が呼んだんで、俺はここに来たんだ」

「フェラが、また仲間を呼ぶか……？」

「そうだ。機械を作る人間をな」

　ミハの混濁は、渦うずを巻いた。

　トレンは勇を鼓こして、またサラーンを覗のぞきながらその手に触ふれて、ミハには邪じや魔まをするなと意思表示をした。

「お前が地上人を呼ぶときは、俺が、機械を直したとき、だ」

　トレンは、期限の話を思い出させるようにゆっくりとしゃべってみる。それはサラーンには安心しろという意味であり、ミハに対しては難しい仕事をギィ・グッガから請うけ負おっているのだぞと伝えたつもりだ。

「ああ……！　でも、こんなんじゃ、地上人は呼べません……」

　サラーンは、ミハの存在を意識して怯おびえの色を濃こくしていったが、その視線はトレンの瞳ひとみにしっかりと据すえられている。

「……そうだ。フェラ、そうすりゃ、放してやれる」

　ミハの言葉に、サラーンは真白な額ひたいと、濃のう緑りよく色の髪かみを貼はりつけた肩かたをブルと震ふるわせる。

　その長い濃緑色の髪は水中で藻ものようにひろがって、下半身を隠かくしていた。

「地上人のお方……努めましょう……」

「そうだ。その美しさは、まったくこの世のものとは思えないのだから……」

　トレンの言葉に、サラーンは水面から上体をあげるように身じろぎをして、豊かな乳ち房ぶさをフワリと水面上に浮うかせて見せた。明らかにトレンに媚こびる品しなだ。

　そして、スルルルと全身を水面下に沈しずめていくのだが、そのときも、下半身が濃こい緑りよ藻くそうから抜ぬけて、トレンを誘さそうようにするのを忘れない。

「地ち上じよう人びと！　退さがれよ」

　さすがに見張りの男たちふたりがトレンを追い出しにかかる。

「わかったよ」

　トレンは立ち上がり、ミハがジロッとトレンを睨ねめつける。

「ミハッ！　汚きたないものを水のなかにいれられたおかげで、フェラリオが地上人を呼べなくなりそうなんだ。この話、ギィ・グッガに伝えておいたほうがいいぞ！」

　トレンは、取り繕つくろうように大声をだす。

「ああ!?　そうか、そう言ったな」

　ミハがうろうろとそう答えたとき、その背後に、数すう騎きの騎馬が接近するのが見えた。

「ミハッ！　地上人はっ！……いるじゃないか？」

　ビダ・ビッタの一行だった。

「あれが、ビダか？」

「ああ、あんたを呼びに来たんだ。ビダと行くんだろ？」

「そう命令されている」

　ミハは、ビダに頼たのまれて、トレンを呼びにきたのを忘れていたのである。

　ガロウ・ランは、いつもこうなのだ。

　ビダたちも、サラーンの水みず牢ろうがあるのを知って、ひとしきり騒さわぎ出してくれたので、その隙すきに、トレンは、ドーレブにサラーンの件を伝える。

「あんなものを水牢に放ほうりこまれては、怯おびえるのもわかるというものです。あれで、地上人を呼べなくなるとサラーンはいっています」

「……そうか……それはそれで気をつけさせよう」

「俺だって、ああされたんじゃ、気が離はなれるというものだ」

　そうもドーレブに耳打ちした。

「わかる。地上人。機械を直せる男たちを連れてくれば、あの女はお前のものになるように、わたしから御おん大たい将しように申し上げよう」

「……大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「ガロウ・ランと言えども、軍を指揮なさるお方だ。功績があれば報ほう奨しようはお考え下さる」

　ドーレブは、まるでコモンの策士のような口のきき方をした。

　そして、トレンが半ば疑わしそうな顔を見せながらも、ビダたちの騎馬に囲まれて谷間を下っていくうしろ姿を見送りながら、ドーレブはギィ・グッガに言ったものだ。

「あれで、あの地上人は、裏切ることはしますまい」

「フン……地上人とフェラリオ、使いようだな……」

　白面の巨きよ人じんはせせら笑うと、居室に逆さ吊づりにしておいた女たちのほうに巨きよ軀くを向けると、その棍こん棒ぼうをそそり立たせた。







　７　刑けい場じようにて







「なんで急ぐ！」

「急ぐ！」

　トレンの質問にそう答えるのがビダ・ビッタだ。説明は億おつ劫くうがってしてくれない。それに続くガロウ・ランたちも、黙もく々もくと馬を駆かるだけだ。

　そのガロウ・ランたちの乗馬技術は、近代の馬術にくらべて粗そ暴ぼうながら実戦的ではある。

　トレンも趣しゆ味みの乗馬とはいえ、かなりラフに乗りこなす自信があったのだが、半日ぶっとおしで走るとさすがにいつまでも膝ひざで乗馬するということを忘れて顎あごを出した。

　角を持った驢ろ馬ばのような馬も強きよう靭じんで、全身に汗あせをかいても、その脚きやく力りよくは衰おとろえることを知らない。ナラやミハのような女たちを乗せていてもそうなのだ。

「ブラバはラース・ワウにはいったらしい！」

　すでにオーラの光は薄うすくなり、天頂に星に似た燐りん光こうが輝かがやきはじめた頃になって、先頭のビダがようやく説明してくれた。

　その時には、トレンは、返事ひとつできない状態だった。

「ヘッ！　ヘヘヘヘ！」

　この一行についてきたミハは、そんなだらしのないトレンを笑った。

　コモン界の昼夜を分けるオーラ光が暗くなってまたたく星の光は、コモン界の上の界、ウォ・ランドンの海底に生息する魚たちの鱗うろこの光だという。

　夜半ともなるとその光は、地上で見る星そのものと思える輝きを見せた。

　……空気が冷たい……。

　小さな谷間に水の流れを見つけると、ビダ・ビッタは、食事の支し度たくを命じた。

　いままでは必死に馬を駆っていたガロウ・ランたちは、忘れたように静かになって、馬から飛びおりると、飼かい葉ば用の枯かれ草を集める者、水をくみに行く者、馬の身体からだを藁わらでこすってやる者と、命令された仕事を黙々と始めた。

　その間、ビダは、ひとつの岩の上に腰こしを下ろして八人の部下の動きを監かん視しする風だったが、ふつうに言うような気配りを見せているのではない。

　ただ呆ぼう然ぜんと空と山と前方の地平を眺ながめているだけなのだ。

　トレンだけは、下した働ばたらき任務は命令されていない。ビダに庇ひ護ごされているのである。

　彼は、息をととのえるために、ビダの岩の下に仰あお向むけになって、ゼェゼェといつまでも激はげしい息をついていた。脚あしはまだ閉じることができず、鞍くらに跨またがったままの恰かつ好こうで、天に向けているのだ。

「それで地ち上じよう人びとけぇ？」

　ビダが一度だけ岩の上から笑った。

「すまないな。俺おれたちは、車輪のついた機械に乗ることができるから、馬はいらないんだ」

「コモンの女も、半日やりゃあ、股または閉じられねぇもんなぁ……ケケケケ……」

　笑う時に膝ひざを合わせて両りよう腕うでで抱だくという癖くせは、トレンにはガロウ・ランの粗そ野やな性格にあわないような気がした。ビダの腰にさげた鎖くさりのついた鉄球がジャラジャラと揺ゆれるのがガロウ・ランらしくはある。

「……ケケケ……」

　ビダが笑い終った時には、もうその話題を忘れて、鼻をほじりながらまた周囲を見回しはじめる。

　意思が伝わるだけ、まだビダという男はインテリジェンスをもっているのだろうが、今は、呆ぼう然ぜんとした空くう虚きよな意思が感知されるだけだ。

　トレンは寝ねたまま顔をねじむけて、異い形ぎようのガロウ・ランたちがそれぞれの仕事をするのを見やった。

　ミハも両手に水をくんだ革のバケツをもって、川から上がってきた。

「たいしたものだ……」

　トレンは、この世界が大きく変りはじめているのだろうと思う。

　軍隊という組織的な動きを学習することによって、文化を持たないとされるガロウ・ランたちが、近代的な社会を建設する下した地じを手にしはじめているという認識である。

　しかし、個人としてのガロウ・ランはまだまだ粗そ暴ぼうである。言ってみれば、北ほく欧おう人のベルセルク気質が、日常でも持続しているというのが彼らなのだ。

　トレンとしても、逃にげ出せるものならば逃げ出したいのだがあてがないのだ。ラース・ワウに到とう着ちやくするまでは、堪こらえるしかない状態なのだ。

　しかし、その間に、ビダの気が変ったりして、殺されることだってあり得る。

「……それに、サラーン・マッキだ……」

　トレンはラース・ワウの軍がギィ・グッガの軍を殲せん滅めつしたとき、サラーンを救出する英えい雄ゆう的な自分の姿を思い描えがいてみたが、あまりに子供じみた発想に取り憑つかれてしまう自分に呆あきれる。

『……どうかしている……！』

　ミハが自分の馬の鞍くらから木片を取り出して火をおこしはじめたのだが、棒を錐きりのようにつかって簡単に炎ほのおを出した。

「たいしたものだ……！」

　トレンは自分の妄もう想そうを忘れて感動した。

　彼の懐かい中ちゆうには、安いライターや十数本のマッチがまだ残っていたが、もうそういうものを簡単に見せびらかすことはしなかった。ギィ・グッガが興味をしめしても、壊こわれている、故障しているといって、使おうとしなかった。

　いつまで生きられるかわからない状じよう況きようなのだが、長く生きれば、ライターひとつにしても使いようがあるのは事実なのだから……。

「……メシだ……」

　焚たき火びができたので、ビダは岩からヒラリと飛びおりて、トレンの脚あしを蹴けった。

「ナラッ！」

　飼かい葉ばの用意をしていた女戦士を呼んだ。

「アアッ！」

　ナラとミハは、その頑がん丈じような身体からだつきに似ず、まめに食事の用意をした。大だい豆ずに似たものを銅製のコップで煮にて、あとは肉の燻くん製せいひと切れである。中世の農民の食事と同じだと思えば、食べられないことはなかった。

　食事がおわると、トレンに我が慢まんできない光景が展開された。

　ビダとナラが、仲間が見ている前でまぐわうのだ。それを見て楽しむ者、自分ですませる者もいて、その猥わい雑ざつな光景にはつきあっていられるものではない。

　ミハまで鼻を鳴らして、トレンの股こ間かんに手を伸のばしてくる。

「勘かん弁べんしてくれ。疲つかれている」

　トレンはやんわりとミハの手をどけると、焚火の火が届かない場所に移動した。

　しかし、そこにも、ナラの歓喜の声が狼おおかみの遠とお吠ぼえのように聞え、ややあって、ミハの歓喜の声もまじってくる。

「まったくっ！」

　人間のかたちをしたものが、よくもこんなことができるものだと感かん嘆たんはしても、容認できるものではない。

　ほかに楽しみがないのだから仕方がないという考え方もあるし、太古の人間はガロウ・ランのようなものであったろうと理り屈くつではわかっても、別の文明を身につけた者にとってはひどい光景という以外なかった。

　革ベストをジャケットの上に羽織ったトレンは、乗馬で十分に痛んだ内うち股またをマッサージしながら眠ねむろうとした。疲れと恐きよう怖ふが息をつく間というものは、人をまたたく間に眠りに導くものだ。

　しばし、まどろんだ。

　と、トレンは、ザクッと地をうつ音に眼を開いた。数人のガロウ・ランが、彼を見下ろしているのが目にはいった。

「死ぬぞ！」

　ミハがいった。

「馬ば鹿かなんだ！」

　別のガロウ・ランもトレンのことをそういった。

　トレンが上半身を起した時、別のガロウ・ランが剣けんを振ふった。

「なんだ……!?」

　剣を振ったガロウ・ランは、トレンの脚のすぐ脇わきにその剣先を突つきたてた。

「…………!?」

　その剣先には、さそりに似たものがビクビクと尻しつ尾ぽを震ふるわせていた。

「死んでたぜ！」

　ペッと唾つばを吐はいたミハは、トレンの腕うでを摑つかむとヒョイと引きあげる。

「出るぞ！」

　彼らの背後からビダ・ビッタが怒ど鳴なってきた。

　その号令を聞いて、トレンはガロウ・ランを見直さなければならないと感じた。まさか、夜の行軍があるとは考えていなかったのだ。

「……なんで!?」

「ブラバが気になる。負けたくない！」

　ビダは厳然と言い放ち、腰こしの厚い革ベルトに鎖くさりと鉄球のついたものをからげると、ナラを馬に跨またがらせてから、自分の馬に向った。

　一行は、闇やみの平原を疾しつ駆くしはじめた。トレンは、ただ遅おくれまいと懸けん命めいについていくだけだ。
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「ヘッ！　ヘヘヘ……うめえ？」

「うめえ……うめぇよ……」

　その小さな男は、背中の羽根をブルブル震ふるわせると、キャップにそそがれた米の研ぎ汁じるのような酒を吞のんで、ヒックと大きなしゃっくりをしてから、ドタッとカウンターの上に仰あお向むけになって、自分の腹を両手でさする。

「ヘヘヘ……」

　ブラバはその羽根つきの男のだらしない恰かつ好こうを、うすら笑いをうかべて見ているだけだ。

「飽あきないのねぇ？　そんなの相手にすると、馬ば鹿かをみるよ」

　奥おくから出てきた小こ柄がらな女は、洗い桶おけで手を洗っていたが、羽根つきの男の寝ねているカウンターに手を伸のばすと、その男の身体からだを払はらう。

「痛ぇっ！」

　羽根つきの男はバタバタと羽根をふるわせると、フラフラと飛んで梁はりの一角にかじりつくようにしてとまり、梁の上に姿を消した。

「……どこで会ったかねぇ？　あんた？」

「……あ？　ヘヘヘ……」

　ブラバは卑ひ屈くつに笑いながら、言葉がよくわからないというふうに口を指差してから、足下の麻あさ袋ぶくろから油紙に包んだものを取り出して、それをカウンターの上に置いた。

「……売るんだ」

　紙包みを開きながら、それだけは、言えた。

「あら、いい陶とう器きじゃない？　水差しだね」

　小柄な女は、七しつ宝ぽう焼きに似た水差しを手にして、

「そうか、こういうの売っているの？　怖こわそうな人だからさ、何かってさ……」

「ブラバだ。ヘヘ……」

　ブラバは自分の顔を指差して、あとは笑いでごまかすと、カウンターに粗そ末まつな銅貨を置いて立ち上る。

「あら？　もう帰るの？」

「……商売、商売……」

　ブラバはそういいながら、ドアを開いてかがむようにして、外に出ていく。

「あ！　これ！」

　小こ柄がらな女があわてて油紙に水差しをくるもうとすると、ドアの向うでブラバが手を振ふってみせ、ドアを閉じる。

「フン！　こんなことで、コネをつけようってさ！」

　小柄な女はそんなことを口先で言いながらも、水差しをガス灯にかざしてニタリとする。

「バーン様に鑑かん定ていしてもらうかな？」

　女はニコッとすると、それをゆっくりと油紙でくるみはじめた。

　この店はジョクがこの世界に降りてきて、はじめて食事し、寝ねた場所である。

　女は、ステラ……。

　ガロウ・ランのブラバは、警戒が厳重になったラース・ワウの城下街に潜せん入にゆうして数日たっていたが、ステラの店にきたのは、今夜がはじめてである。

　彼は、トレンとサラーン・マッキを拉ら致ちしたとき、ステラとは闇やみのなかで一度顔をあわせていた。

　そのことがブラバを、この店に来させることになったのだ。

　彼は、この数日、漫まん然ぜんとラース・ワウの城の周囲を徘はい徊かいしてみたのだが、穏おん当とうにラース・ワウに潜入する方法は思いつかなかったのである。

　だからといって、以前のように力ずくでラース・ワウに忍しのびこむことは、今のブラバにはできない事情があった。それもこれも、ブラバが、ガロウ・ランとコモンの人間の違ちがいについて研究に研究を重ねた結果である。

　彼は、オーラマシーンがラース・ワウの街の上空を飛ぶのを見て、いってみればカルチャー・ショックをうけた。そして、ギィ・グッガの軍の強きよう獣じゆう部隊が、アの国のオーラマシーンに殲せん滅めつされるのを見て、ブラバにもショックの実体がかすかに理解できた。

　戦後、ブラバは、何人かのコモンの商人を襲おそい、彼らをすぐには殺さずに、コモン世界の習慣、考え方、人づき合いの方法を教えてもらった。

　用がすめばあとくされがないように殺すのだが、そのブラバのやり方を見て、彼の手下は彼をうとんじ、逃にげだしていった。彼の女であるはずのナラも逃げだして、ビダ・ビッタについた。

　つまり、ブラバは、戦士という尊敬される立場を失ったのである。

　しかし、ブラバは自分のやり方は間ま違ちがっていないように思えて、ギィ・グッガにひとりでラース・ワウに行く許可をもらったのである。

　一軍を指揮するギィ・グッガは、ブラバのやる事が成功するとは思えないまでも、可能性のある仕事だと判断してくれた。

　それがブラバにとって、ただひとつの救いだった。

　そういう経いき緯さつがあるから、今のブラバには部下はいない。

「昔からのガロウ・ランのやり方では、機械には勝てねぇんだ」

　それがブラバの考えである。

「トレンって野郎もいっていた。機械をつくる人間を、機械もろとも盗ぬすんでくるしかねぇんだ」

　その機械をもってして、戦うしかないというのがブラバの発想なのである。

　幸いというか、そうであるからこそ、ブラバは、思考を変えることができた。

　彼の容よう貌ぼうはガロウ・ランのなかでは、かなりコモンにちかい。それが、彼に次のステップをのぼることを可能にしたのであろう。

　彼は、以前、ラース・ワウに潜入するのに使った街外れの小屋に腰こしをすえた。

　しかし、以前とまったく風体が違っているために、周囲の人は、ブラバを野や盗とうづれとは見なかった。

　商人の恰かつ好こうをして、陶とう器き商人から奪うばった木の鑑かん札さつを携けい帯たいし、数頭の馬に恰好だけの荷を用意していたし、その荷物のなかに武器をひそませるぐらいのこともしていた。

「疲つかれるもんだぜ……」

　ブラバはいつになく重く感じる身体からだを藁わらの山のなかに横たえて、闇やみを凝ぎよう視しした。

　戦いで感じる以上の疲れがブラバを責めさいなむのだが、それはそれでブラバに優ゆう越えつ感かんを感じさせるものだった。

　その後、ブラバは、日中は商売をしている風に見せて、夜ごとステラの店にかよい、何日目かにステラからいい話を聞きこむことができた。

「あの水差し。バーン様が褒ほめてくれたんだよ。コントバのものだってねぇ？」

　と。

「バーン様？……騎き士しバーン？」

　それは、ラース・ワウの城下町でよく耳にする名前だった。

「そうだよ」

　ステラは小こ鼻ばなをふくらませて、得意そうにいったものだ。

　ブラバはいつものように酒をのみながら、待った機会が来たと感じたが、いつもの無口を続けて、そして、いつもの小屋に帰っていった。

「バーン・バニングスか……」

　オーラ・マシーンのカットグラを操縦する騎士。

　狙ねらうには、いい相手だった。

　しかし、ステラとバーンの関係がどうであれ、ステラを拉ら致ちしただけでカットグラが手に入れられるとは思えなかった。

「どうする？」

　それ以上の事は考えられないブラバである。またも、疲れて寝ね入いった。考えるということは、体力を消しよう耗もうするとつくづく感じる最近のブラバである。

　その翌日……。

　ブラバは、ラース・ワウの刑けい場じようで、ガロウ・ランが吊つるされるという話を耳にして、街の人々に交って見物に出で掛かけた。

「ヘ……？」

　街の外れの刑場には、数百の人々が集まっていた。

　一方には、街の最外縁部の家が一軒ポツリとあって、そのバルコニーには数人の高貴な人々が見物していた。

「……城の者か？」

　ブラバは人の群の間を気づかれないように移動して、バルコニーをあおぐ。

　しかし、近づくことはできない。家の周囲には城の兵が警戒線を張って、一いつ般ぱんの人々を寄せつけないようにしているのだ。

「騎士様が？」

　そんな娘むすめたちの嬌きよう声せいもあがったので、ブラバは、バルコニーの若い男たちや老人夫婦を観察していった。

「バーンとか、地ち上じよう人びとがいるのか？」

　しかし、識別できる距きよ離りではなかったし、それだけの知識もブラバにはなかった。

「うわーっ！」

　人々の一角で喚かん声せいが起り、騎き馬ば隊たいが囚しゆう人じんをひいて広場に現れた。

「……ビダの手下じゃねぇか？」

　三人のガロウ・ランがうしろ手にギリギリに縛しばられて、人々の罵ば声せいのなかを刑場の中央の絞こう首しゆ台だいに追いたてられていく。

「ガロウ・ラン共への見せしめである！　ガロウ・ランは、ラース・ワウに近づくことなどはできないことを思い知るがいい！　ラース・ワウを望むナア・バァで召めし取られたガロウ・ラン！　生きながら千切られ、焼かれる姿にほかのガロウ・ランよ！　恐おそれおののくがいいっ！」

　刑けい執しつ行こう人にんの宣言のあと、三人のガロウ・ランが絞首台の上に引き上げられた四輪車の車輪に手足を拡ひろげてくくられると、その四輪車はガラガラと絞首台の階段から落されていった。

「ウゲーッ！」

　すさまじい悲鳴が、生きながら手足を砕くだかれた三人のガロウ・ランの口から漏もれ、その四輪車は牛に引かれて刑場を数周した。

「…………！」

　その残ざん酷こくな刑を見物する人々は歓かん声せいを上げてはやしたて、ガロウ・ランを罵ののしりつづけた。

「チッ！　ビダ奴め……」

　ブラバは、その場を出たかったが刑が、続いていれば動くことはできない。

　ほかの人々と違ちがった動きをして怪あやしまれるのは、得ではないとわかるからだ。

　手足を踏ふみ砕くだかれた三人のガロウ・ランは、まだ死んではいない。三人をくくった四輪車がふたたび絞こう首しゆ台だいに押おしあげられ、絞首台は血で汚よごれていく。

　その台上で、刑執行人は鉄のバケツから真赤に焼けた鉄てつ鋏ばさみを取り上げて、その赤い爪つめでガロウ・ランたちの脇わき腹ばらをつまんでいく。

「ひでえぞっ！」

　ブラバが呻うめいた。

　そのブラバと同じかそれ以上の嫌けん悪お感かんで刑の執行を見ている者がいた。

　ジョクとマーベル・フローズンだ。

　ふたりは、刑場に面した建物のバルコニーにいたのだ。

　しかし、ジョクはとっくの昔に刑などは見ていなかった。刑場を背にして、部屋の中央のテーブルでこれも肩かたを丸くしているマーベル・フローズンの背中を見つめた。

「そりゃ、気持ちのいいものではない」

　バーンは苦笑したものの、見なければならない、とはさすがにいわなかった。

「察するに、地上世界は天国であるのだな？　このような刑が必要でないというのなら……」

「そりゃ、中世のヨーロッパにもこんなことはあったけど、現代よ！　今はっ！」

　マーベルは眉まゆをしかめ口元をおおって、ようやくバーンを見返す。

「しかし、ガロウ・ランは人間ではない。地ち上じよう人びとの方が感じるほどに、むごいことではないのだがな……」

　バーンはムッとした様子で、「ニー！」と隣となりの部屋で見物をしていたニー・ギブンを呼ぶ。

「ハッ！」

「マーベル様を城までお守りしろ！」

「ハイ……！　騎き士しバーン」

　ニーはマーベルの脇わきに立って、手を差しのべる。

「臭におうわ……」

　マーベルは、肉の焼ける臭いのことをいった。

「しっかり……」

　ジョクは、いろいろな意味をこめて言ったつもりだったが、マーベルは何も答えずに、ニーにともなわれてドアに向った。

　外では、ブラバがとどめを刺さしてもらえないガロウ・ランの囚しゆう人じんたちが、刑けい場じようにさらされたままになっているのを確かめ、何人かの人々が刑場を立ち去り始めたのを見届けると、そこを後にした。

「……ナア・バァの森といっていたか……？」







　８　ブラバとビダ







　その日の午後、ブラバは市し門もんにいた。彼にとっては難しい芝しば居いをうっているところだった。

「街を出るのではないのか？」

「ヘヘヘ……ここで陶とう器きに合う土を捜さがす……」

　つまり、午後は夕方まで土捜しに行きたいから、出してくれといったのだ。

「陶器の商人か？」

　市門の番兵たちは、空馬を引いたブラバの恰かつ好こうをジロジロと観察して、

「メットゥール・メット。ヘド・ンバラの者だな？」

「ヘド・ンバラン！」

　ブラバは、大きく頷うなずいてみせる。

　番小屋の奥おくで出入りの者の書類を照合した番兵の長が、なにごとか書きこんでから、

「暮れ前には、門は閉じるぞ！　そしたら、商人の鑑かん札さつがあっても門は開けねぇ！」

　兵のひとりが偉えらそうに言うと、ブラバを解放した。

　これだけのことだが、ブラバにとっては大仕事だったのだ。馬に跨またがるとフッと息をついてから、ナア・バァの森とおぼしき方向に馬首を向けた。

　ガロウ・ランなら、噓うそは得意かもしれないと想像するが、それは違ちがう。噓をつくためには、噓をつくための知識が必要なのだ。

　ブラバには、まだそれだけの知識はなく、つけ焼やき刃ばの知識であるために苦労するのだ。

　単純な出入国なら黙だまって鑑札を示して、行く方向に身体からだを向けておけばことが足りるのだが、この場合のように、ちょっと出てまた帰ってくるという意思を伝えなければならないという時には、ブラバに緊きん張ちようを強いるのだ。

「……ビダ・ビッタ奴め……」

　彼とちかい関係ではないが、知らない顔ではない。

　ギィ・グッガの軍で初めて、ラース・ワウに潜せん入にゆうしてアリサ・ルフトを拉ら致ちしてきた男である。ブラバがトレンとサラーンを拉致したのも、ビダに倣ならってのことであった。

　ブラバは、ガロウ・ランの習性に従って、ナア・バァの森からまっすぐにラース・ワウを離はなれる方向に馬を走らせた。同じ習性を持つ者であれば、どのような方向に走るか、逃にげるか見当がつくというものである。

　森から湿しつ地ち帯たいを抜ぬけて、数すう軒けんの農家が無事であるのを見ながら、進路を山の方向にとった。

　さらに、小一時間、走る。

　コッコッ！　鶏にわとりが木々のあいだに走るのを見て、ブラバはその鶏を追った。

　そこにも一軒の家があった。炭を焼いている小屋の脇わきに、そまつながらも人が住む小屋があった。

「…………!?」

　その小屋の裏手には、水が流れる音があった。

「水か……！」

　ブラバは、またもコモン人びとから教えられたことを思い出して、馬をその小屋の脇に乗り入れていく。

「すまない！　水が欲しい！　すまない！」

　小屋のなかに人の気配があったが、ブラバは平静を装って、炭焼き小屋の煙を見やったりする。

　住いのほうの小屋の戸がゴトッと鳴った。

「水なら、お好きにどうぞ？」

　ドアの隙すき間まから覗のぞいた老ろう婆ばがボソボソといった。

　ブラバは女の顔を見て、『手て前めえなんかの股または覗きたくもねぇ！』と思った。必死でコモン人びとを装う相手ではないとわかった罵ののしりだ。

「ごめんなさい」

　ブラバは、知っているアの国の公用語のひとつで言葉をならべたてる。

「怖こわいことがあったのか？　最近？」

　ブラバはそう言いながら馬の手た綱づなをとって、清水の音のする裏の方に移動する。

「娘むすめが殺されましてなぁ……」

　ボソボソした老婆の声がブラバを追いかけてくる。

「いつ？」

　その聞き方でも、外国人であれば相手は怪あやしみもしない。

「昨日なんですよ。ガロウ・ランが娘夫婦をメチャメチャにして……」

「…………！」

　後の言葉は聞えなかった。ブラバは、清水が流れ出る木の樋といの前で、ニタリと首を頷うなずいてみせる。

　ブラバは悔くやみ言葉のひとつも言わずに馬に跨またがると、一路、山のなかに分け入っていった。

「ヒューッ！　トロットロッ！」

　口の先をすぼめて両方の手で口の左右を囲んで、ブラバは、鳥の鳴き声の真ま似ねをした。その声は山々にこだまして消えていく。

　そして、左右に山を見ながらポクポクと馬を歩ませる。

「ピョョョ……！」

　応答があったのはそれから間もなくだった。明らかにビダの手下の者は、かなりの間、ブラバを観察していたのだ。

　右手の下の熊くま笹ざさに似た平へい坦たんなしげみが風もないのに鳴った。そして、そこにふたりの顔がポッカリとうかんだ。ミハとモドドだ。

「ビダの手の者だなっ」

　ブラバは自分の名前を告げて、ビダを呼べといった。

「手前がギィ・グッガのもんだって、わからねぇ！」

　ミハが怒ど鳴なった。

「すまねぇ。コモン人びとに化けているから、こんな恰かつ好こうをしているんだ。俺おれは、同じ言葉をしゃべっているブラバだぜ！」

「待ってな！　動くんじゃねぇ！」

　女のほうがそういうと、風のように熊くま笹ざさの繁しげみのなかに消えていく。残ったモドドは、パカンと口を開いて、ブラバを見つめていた。

　そのモドドを馬ば鹿かだ、と感じないのがブラバである。

「……ヘヘヘッ！」

　笑いが熊笹のなかから聞え、山の景色を背にして、ビダ・ビッタがヌーッと姿を現すのにたいして時間はかからなかった。

「なんだ！　ブラバ！」

　ビダは、自分がブラバに先を越こされずにすんだらしいことが嬉うれしいのだ。その背後から、ミハ以下、数人のガロウ・ランの手下たちが上半身を現した。最さい後こう尾びにトレン・アスベアとナラがいる。

「…………!?」

「地ち上じよう人びとを連れていたのか!?」

　ブラバは、絶句した。

　ビダのような男が地上人を連れてラース・ワウの近くまで来ていたことに啞あ然ぜんとしたのだ。

　ブラバの姿に、ナラはおよび腰ごしのように見えたが、だからといって、恥はじもしなければ馬鹿にした風も見せない。前の男だということを忘れているのかも知れない。

「……難しい話があるんだぜぇ」

　ビダが嬉しそうにいった。

「フン！　昨日、ラース・ワウの兵隊に、手下が三人もやられたな！」

「そんなこたぁ、ねぇ！」

　ビダが気け色しきばむ。

「いいんだよ。俺は見たんだよ。三人は、コモンに手足をメチャメチャにされて殺された。リンチだ」

「本当か？」

「見世物になっていた。コモンのリンチは、ひでえのを知っているだろう？」

　ブラバが説明すると、さすがにビダの一統はうむーっと唸うなって、コモンなどは叩たたき殺すしかねぇ、といきりたった。倫りん理り観が違ちがうのではなく、人はやり方が違うと残ざん酷こくに感じるのだ。

「待ちな！　あんたらだって、人をさらうのが目的で来たんだろ？」

　ブラバはビダの手下たちを制して、背後にうずくまっているトレンに目をやる。

「地上人、俺を覚えているか？　手て前めえをラース・ワウから連れ出したのが俺なんだぜ」

「覚えている。あんたの話すことはよくわかる」

「いいことだな……ええ？」

　ブラバは、ビダが見ている前で、トレンにすり寄って肩かたを抱だいて、

「手て前めえは、ラース・ワウに行って、何をしようっていうんだ？」

「機械を盗ぬすみ、機械を直せる男を盗む」

「それはできねぇだろう？　ラース・ワウにはいっちまえば、もう戻もどって来ねぇよな？」

「そんなことをしたら、あんたたちに殺される。約やく束そくは守る」

「冗じよう談だんいっちゃあ困るぜ。ラース・ワウにはいれば、お前は機械に守られる。俺たちには手が出せねぇよ」

「そんなら、ここで殺しゃあいい」

「そうかよ？」

　ブラバは、懐かい中ちゆうの短たん剣けんを引き抜ぬくと、

「やってやろうじゃねぇか！　ヘッヘヘヘヘ……」

　と、恫どう喝かつした。

「ブラバ！」

　ビダの鉄球が、ブラバの足下に飛んで土をえぐった。

「やめねぇかっ！　この仕事はギィ・グッガが命令しているんだぜぇ！　手前の好きにさせるわけにゃあいかねぇ」

「ビダよ！　なら、地ち上じよう人びとをラース・ワウにいれようっていうのか？　今の俺の話、わからねぇはずはねぇ」

「…………」

　ビダは、ズリッと鉄球を引き寄せながら、考えている風だった。

「……だから、ラース・ワウにはいって、俺たちが機械をつくっている奴やつをさらって、こいつと会わせようって考えたんだ。が、やられちまった」

「フフフ……知ち恵えをさずけようぜ。機械をつくっている男は、ラース・ワウにはいねえってことだ。それに、ショット・ウェポンをさらうのはちょっとばかし骨だぜ」

「誰だって？」

「まったく。そんなことも知らねぇで、何ができる！」

　ブラバはズッと立つと、前方のかすんで見えるラース・ワウの街を見やって、

「ここは俺と手を組むこったな」

　そう宣言した。







　９　マーベル・フローズン







「戦士ジョク！」

　ニー・ギブンが、礼れい儀ぎ正しくジョクを呼んだ。そんなときは、何か困こん惑わくしているか、頼たのみ事があるからだ。

「なにか……？」

　ジョクは机を前にしてヤエー・ウーヤの決算書類に目をとおしているところだった。

　ニーは、ドアのところに立ったまま動こうとしない。

「……マーベル様はわたしの話を聞いてくれません。ジョクなら通じるでしょうから……」

「……なんでだ……？」

　言わずもがなの問いを発したが、ジョクは書類を読むことにうんざりしていたので、立ちあがっていた。

「マーベル様がふさぎこんでいられまして……あれでは、この世界で暮くらすことが苦しくなります。早く慣れていただかないとお気の毒です」

　ジョクは、長身のニーを見上げる恰かつ好こうになった。そうするとますます身体からだが大きくとも何もできないのだな、と笑いたくなる。

「俺おれが行けば、邪じや魔まになるような問題なんじゃないのか？」

　意地が悪いな、と意識しながらもそう言ってみる。

「そんなことはありません。マーベル様は、まだまだ心を開いて下さいません」

「わかったよ」

「申しわけありません」

　ニーはホッと息をつく。

　ニーに先導されて暗い回かい廊ろうを歩んでいた。反対側のガス灯の下に人ひと影かげがあったが、うずくまったまま動きもしない。

『そうか……』

　ジョクは、マーベル・フローズンのことで思い当ることがあった。学識があるだけに、カルチャー・ショックを乗りこえるのが難しいのだ。

『日本の大学生は、気楽だものな……』

　ジョクは、このバイストン・ウェルの世界で生きることに比べたら、自分の学生生活はいかにも甘あまっちょろいものであった、と思い返していた。だからと言って、この世界の基準を地上世界にあてはめるのはまちがっている、とは承知している。

『自然に帰ろうなんてキャッチフレーズは、ＣＭの世界のものだものな。ほこりとドロにまみれていれば、プラスチック板の滑なめらかで清潔な質感にあこがれちまうのが、現実なんだ……人間なんていつもいつも隣となりの芝しばがきれいに見えるんだから……』

　ラース・ワウの夜は、暗い。

　中庭に面した回かい廊ろうは、ガス灯があるところだけがほんのりと浮うきたって、周囲は闇やみに包まれている。しかし、そのほのかな光のなかに、たえずうごめく人影やうずくまっている人影が認められるのだ。

　その影が、警備の兵のものであれば当然と言えるのだが、それだけではない。いろいろな種類の人々が夜中でも起きていた。明日の朝のための用意をしなければならないから、祈いのりの時間が欲しいから、やり残した仕事があるから、という人々は多いのだ。

　つまり、やるべきこと、やりたいことが沢たく山さんあると言うのである。

　ジョクには、それらの人々は、ひたすら時間が過ぎるのを待っているとしか思えなかった。

　城というものは、必要な人々しか入れないはずなのに、一いつ般ぱん人じんと思われる人がウロウロしているのである。

　しかし、それは、ジョクという現代の価値観にまみれている青年の観察であって、この地の人々は、そんなジョクの批判じみた見方を笑うだけだった。

　だが、ジョクは何度も観察していた。一日、何もしないで城の一角の日ひ陰かげやら、軒のき下したで寝ている人の姿を……。

　おそらく、ジョク自身、気がつかないうちに、効率論的な価値観に汚お染せんされてしまっていて、どこかに無む駄だを許せない生理があるのだろう。

『最近は、日中寝ている奴やつを見ても腹はたたないものな……』

　こんな光景になれるのにさえ、ジョクには時間が必要だったのである。

　となれば、この世界での戦争経験もないマーベルが、白昼、中世期の残ざん酷こく刑けいそのものを見せられて、精神的に打だ撃げきを受けたのもうなずける。

「マーベル・フローズン……」

　マーベルにあてがわれた小部屋には、あかあかとガス灯がともっていた。コモン人がふつうに使う以上のガス灯が部屋一いつ杯ぱいにともっているのだ。

　それで暑かった。

「……なにか？」

　カウチに身体からだを横たえたマーベルは、手にしたグラスを放そうともせず、ジョクを目の端はしで見た。

　ジョクは、入ってもいいか？　と訊きくのを忘れて、入口の脇わきの椅い子すに腰こしを下ろしてしまった。

　ニーは、ドアの外で待った。

「別に、用はないけど……」

　マーベルは返事もせずに、グラスを口にした。

「…………」

　ジョクはガス灯がいくつあるのか数えながら、こうして、アメリカ人と称する女性の部屋に座っていることを、不思議に思う。

　美み井い奈なのことが、ふと意識をかすめる。

『……美井奈が無事でいてくれれば……』とは思わない。そう思えば、あの美井奈の無残な最さい期ごを思い出してしまう。だから、ジョクは、美井奈の記き憶おくを封ふう印いんしようとする。

『だから、アリサに冷たいのかも知れない……』

　はっきりと意識してそう考える。

　そして、マーベルに意識をもどす。

　マーベルの赤毛の髪かみがたっぷりと肩かたにかかっている。ジョクはうつくしいと思った。その髪のような豊かさを精神面でも持てば良いのに、とも思う。

　彼女は、裾すそのほうに花の刺し繡しゆうのあるたっぷりとした長いワンピース、古代ローマのガルマティカ風の衣装に身を包んでいた。

「…………！」

　手にしたグラスをあおったマーベルは、そのグラスをカウチの前のテーブルに置き、そして、口に含ふくんだものをブッと窓の外に吹ふき出した。

「…………!?」

　ジョクは、別に驚おどろきは見せない。

「……許いい婚なず者けの方は、引ひつ越こしなさるんですって？　あなたのお城へ？……あなたのお城は素す敵てきですものね」

　多少、ろれつが回っていないように聞えた。

「ありがとう……」

　ジョクは、かすかに頷うなずく。

　彼女は、二度ほどジョクの城を見学していた。アの国に降りた当初、ニーの案内で来たことがある。

　その後、彼女は、ラース・ワウから外に出ることはなかった。機械の館やかたにも顔を出さずに、ほとんどこの部屋の周囲で暮くらしていたようなのだ。

　ドレイク・ルフトが、ガロウ・ランに地ち上じよう人びとが拉ら致ちされることを恐おそれて、警備を厳重にしたこともあったが、マーベルが、自じ閉へい気味になっていたのだ。

　バーン・バニングスが、そんなマーベルを刑けい場じようの見学に連れ出したのは、気晴らしをさせて地上人としての力を発揮してもらいたかったからなのだ。

「ただ飯を食わせる余よ裕ゆうは、ラース・ワウにはない」

　バーンの言葉に、ほかの人々の生活のさまを見ているジョクは苦笑するのだが、鬱うつ病びようにかかっているマーベルが元気になってくれるなら、バーンの指図に従わせるのも良いと思ったのだ。

　ジョクも、あんな光景になるとは思ってもいなかった。刑場の見学といっても、鞭むち打ちとか、尻しり叩たたきであろうとかってに想像していたのだ。街の女子供だって見学するというのだから……。

「こっちにいらっしゃらない？」

　マーベルは、ややあって、そういった。

「偉えらいのね。わたしがあんな不ぶ躾しつけなことをやっても、驚かなかったわね」

「ああ、今のですか？」

　ジョクは、ゆったりとあたたかい空気を押おし分けながら、微び笑しようを見せる。

「……この世界に降りてから、いろいろなものを見たし、また知りました。初めて外国に行った時にも感じたことだけど、人間にはいろいろな作法があるんだなってわかってきたんですよ……このバイストン・ウェルだってそうです。我々の生体力、オーラ力ちからが通じるというのなら、同じ人間じゃないかって思えるようになった……多少あったカルチャー・ショックもそれで薄うすらいだのです……だから……」

「…………？」

「そうなれば、あなたなんかは、まったく上品な人間に見える。どんな意味でもきれいだってね」

「……らしいわね？　やさしいのね……」

　マーベルは笑いもしないで言うと、膝ひざを引いてそこに座れと手でしめした。

　ジョクはまだマーベルの脚あしのぬくもりが残っているカウチに、尻しりを引っかけるようにする。

「フフ……」

「…………？」

「日本人をこんなに間近で見るのは、はじめてなのよ」

「そうですか？」

　ジョクは、英語を使っていた。

「ボストン出身でしたね？」

「そう、古くて、新しくなろうって、大おお騒さわぎをしている街だわ」

「歴史的な街かと思っていましたけど？」

「トーキョーみたいに、高層ビルだってできているのよ」

「日本に来たことあるんですか？」

「いいえ……テレビで知っているだけ」

「そうでしたね……」

「聖戦士ジョク、なんでこんな世界に同化できたの？」

　ワッと上体を揺ゆらせたマーベルは揶や揄ゆするように唇くちびるをゆがめて訊きく。

　ジョクはムッとした。

　その気分をマーベルは感知したはずだが、彼女は笑った唇の形をかえなかった。神経が内向している証しよう拠こだ。

「同化なんかできませんよ。死にたくなかったから、戦士をやっただけです」

　マーベルが、初めてジョクを覗のぞくような眼めをした。

「そう……？　好きそうに見えるけど？」

「皮肉だな……」

「そうでもないって、わかるわよ」

「……こういうの嫌きらいなんですね？」

「仕方ないでしょ、と言うんでしょ？　日本人は」

「日本人に対しての偏へん見けんだな……ぼくは、カミカゼ、ハラキリなんて知りませんよ」

「そうなの……？　フーン」

　マーベルは、本当に精神が飽ほう和わしているように見えた。

「マーベル。ここは我々の住んでいた世界じゃないんですよ、アメリカも日本も、ヨーロッパだってない世界なんですよ」

　ジョクは、膝ひざにのったマーベルの手の甲を叩たたいてやる。手の甲の筋が硬い。

「……わかっているわ。今は、あなたとわたしのことを話しているのよ」

　マーベルは、背筋を伸のばしてジョクを見下ろすようにする。

「ならいいけど。いいですか？　我々は、まだ地上世界に帰る方法を知らないんです。あのショットにだって……」

「あの人は嫌いよ。わたしと会っている時は、いつも猥わい雑ざつなことしか考えていないんだから」

　マーベルは唾つばを吐はくような気分で、ジョクから目を外し、話を逸そらす。まだ、まともとはいえない状態だ。

　ジョクは、マーベルに合わせることにした。

「……ショットが？」

「そうよ。まるで、安物の映画の悪漢みたいなのよ」

「……そう……でも、ニーも心配しています。すこしは元気を出してここで暮くらす覚かく悟ごをしなければ、今度ガロウ・ランにさらわれても、誰だれも助けてはくれませんよ、マーベル」

「わかっているわよ！　けどね、けど……あのバーンのやり方は、許せないわ」

　マーベルはジョクの手を退どけ、膝の上に両りよう肘ひじを置いて床ゆかを睨にらみつける。

「…………？」

「……バーンは、ジタバタすればあの刑けい場じようのガロウ・ランのようになるから、覚悟してオーラ・マシーンを操あやつって、戦士になれと言っているわ。地ち上じよう人びとのオーラ力は強いから、良い戦士になりましょう！　地上人ならば聖戦士になれる！　だから、わたしにも戦えと言っている！　そんな話は、御ご免めんだわ！」

　ジョクは、そういう考え方もあるのかと思えば、黙だまるしかなかった。

「あんな残ざん酷こくな刑が残っている国で、なんであたしがやっていけて？　厭いやよ！」

　マーベルは、両手で抱だくようにした頭をはげしく振ふった。

「しかし、このままでは、ラース・ワウにだって、いつまで住めるか……」

「わたしはねっ！　あなたほど無神経ではないわっ！」

　マーベルは顔をあげて、

「いいっ？　ヨーロッパの中世にだって、ああいう残酷刑はあったけれど、まず、宗教上の理由があったのよ。罪を犯したものを裁くというのは、贖しよく罪ざいに手を貸すことだっていうね。刑を執しつ行こうする側に、罪を犯したものを神に近づけてやるという考え方があったわ。見せしめだけではないのよ。でも、ここの人たちのやり方は違ちがうでしょう？　残酷な刑を楽しんでいるところがあるわ。宗教らしい宗教もなくって、あんなことをするなんて、ここの人たちは、ああいうことをするのが好きなのよ。野や蛮ばんなのよ！　いいえ、もっとひどいわ。残酷を好むサディストの集団じゃない！」

「マーベル」

　ジョクは、思わず彼女の肩かたに手を置いて、浮ういた腰こしを座らせた。

「英語でいう宗教ってどういう意味か知らないけれど、ここにだって宗教はあります。アニミズムがね。神という偶ぐう像ぞうはないらしいけど、絶対者としての自然の存在を認める姿勢はあるんです。聖戦士思想もそのひとつだし、死者を弔とむらうという習慣だってあります。その意味では、宗教は存在してますよ」

「あなた日本人でしょ？　ならいうけれど、仏教は宗教ではないという考え方だってあるのよ。あなた、知っている？」

「え……？」

「死んだ者の骨に祈いのって、なにになるの？　ってね。それは宗教でも哲てつ学がくでもなくって、邪じや教きようだって考えるバラモンだっているのが世界よ」

「なんだよ……？」

　ジョクは、立ち上がった。

「怒おこったの？　仏教徒だったの？　若い日本人はシントーだって知らない、無宗教者がほとんどだって聞いたけれど？」

「信者ではないけど……なにも自分のことで怒ったんじゃない。この世界を狭せまい視野で見るだけで、生きることまで拒きよ否ひするマーベルの考え方に怒っているんです。大体、あの刑けい場じようのやり方だって、ヨーロッパの車くるま裂ざきの方法とは違ちがうはずです。この世界は、なにも君たち祖先の嫌いやなやり方を思い出させるだけのものじゃない。それはわかって欲しいな」

「……？　なにさ……？」

「あなたが仏教のことを持ち出すから、多少、いいたくもなる……」

「死し刑けいの歴史的な意味って知っている？　生者の贖しよく罪ざいが重なるものが死刑だって……」

「ああ……生活苦、社会的なプレッシャーの捌はけ口がない時代に、残ざん酷こく刑けいが成立したってね……しかし、ヨーロッパ中世の車裂きの方法は、違っていた。ドイツとかフランスでは、縛しばって地面に転がした犯罪者の上に車輪をのせていって、手足を潰つぶすってやり方でしょ。その上でとどめを刺さして、その後で、その車に死体をのせて掲かかげる。なぜだかわかります？」

「車輪は、太陽の象しよう徴ちよう。犠ぎ牲せい者しやを太陽に捧ささげるという意味と、太陽によって贖罪させる……」

「そう、それって、アニミズムの延長ですよ。太陽って……しかし、このコモン世界には太陽はありません。アニミズムの発生があったにしても、起源が違うとなれば、やり方だって違うでしょ？」

「よく知っているのね？　正しいわ」

「違う世界で生きていくための勉強は、多少しておかないとフラストレーションに陥おちいりますよ。それができない時は、全面的に事態を受けいれる。咀そ嚼しやくするのは、その後でいい。でないと死んでしまう……」

　マーベルは、溜ため息いきをついた。言葉を探そうとしたが、諦あきらめて、ジョクを見つめる。

「そうだ。だから……今は、考え方をかえて、生きていくために、この世界にどう対処するか、考えるしかないんですよ……ぼくはマーベルに生きていて、そばにいて欲しいんです。地ち上じよう人びとがショットだけなんてのは嫌ですから」

　ジョクは、立ち上がった。

「……日本人か！」

　マーベルがそう言ったようだが、その意味は不明だった。

　ジョクの頭はマーベルの思考をかすかに受信したが、それは、〝人種〟を持ち出すことで自分を納なつ得とくさせようとするもののようだった。マーベルは、どこかに人種的な偏へん見けんを持っていたようだ。

　マーベルは〝人種〟ではなく〝人〟そのもの──つまり、ジョクと自分との違いを問題にしているのだ、と、ジョクは思いたかった。

「おやすみ」

　ジョクは答えずに、ドアを開いた。外の冷たい空気が気持よかった。

「戦士ジョク？」

　ニー・ギブンの不安な表情が、闇やみのなかにあった。

「すまないが、当分、マーベルには会いたくないな」

「ジョク……？」

「地上世界にだって、いろいろな種類の人がいる。ちょっと、彼女は、俺おれにはハードだ」

「そうですか……」

「今夜は、黙だまって寝ねかせてやれ。時間が解決してくれるよ……」

　ジョクはニーの腰こし回まわりを叩たたいて、自分の部屋にもどっていった。







　10　ステラの店







「あら……？」

　ステラは、がなりたてる客たちの向うに、入口をかがんではいってきた男を認めると、パッと明るい顔をつくった。そして、何気ない風にカウンターから出て、奥おくの方にはいっていく。

　男は、フードつきのマントを羽は織おって、不ふ愉ゆ快かいそうな顔を隠かくそうともせずに、カウンターにならぶ客たちの背中と壁かべの間を滑すべるように奥に向う。

「ヘッ！　騎き士し殿どのが、こんな店に来るのかい？」

　目め敏ざとい客のひとりが冷やかしたが、声高に話す客たちの声にかき消されてしまった。

　しかし、入口にちかい椅い子すに腰をかけていた男、ブラバは、その冷やかしを耳にとめ、奥に消えていく男の背中を凝ぎよう視しする。

　飲んでも酔ようことはない。飽あきずにステラの店に通ってくるブラバの根性を、あなどることはできない。

　ブラバは、何度か意識して目をしばたいて、今、酔すい漢かんが吐はいた言葉から、〝どうして騎士なのか〟ということがわからずに、考えているのだ。

『騎き士し……この店の女ステラ……この女は、バーンといっていた……陶とう器きの価値を聞いたと言った……それがバーンだ……騎士……バーン……』

　ステラが口にしたバーンという名から、騎士バーン・バニングスに思い至ったからこそ、ブラバは、この店に入りびたっていたはずなのだし、ビダとも手を結んだのではなかったのか？

　しかし、ブラバは、総合的にすべてを把は握あくしていたのではない。だから、ブラバは、今、なぜ俺おれはここにいるのかと考えるのだ。

　このブラバを笑うことはできない。人はおおむね、きわめて大おお雑ざつ把ぱな感覚でもって、物事を遂すい行こうしているのだから……。

　ブラバは、物事を考える力があまりないからこそ、確率の高い場所を選えらんで飽きずに網あみを張っていられたのである。これは、ほめられるべきことである。

　ふつうの人々は、少ない知恵や狭せまい洞どう察さつ力りよくでもって、勝手に想像を逞たくましくして、何もしない場合のほうが多いのであるから……。

「フンム……」

　ブラバは、素焼きのコップのなかの白はく濁だくした酒を口に含ふくんでゴクリと吞のみこむ。そして、ステラの丸っこい身体からだが、奥の狭く暗い通路から出て来るのを見ると、立ち上がる。

「あら？　もうお帰り？」

「小便だ……」

「そう……」

　ブラバは呻うめくようにいうと、奥に向って身体を横にして移動する。

　外でしなよ、とステラにいわれるのではないかとブラバは恐おそれた。かなりの想像力である。

　ステラはカウンターの陰かげで忙いそがしく手を動かしていた。ブラバの動きは、別に怪しいものではなかった。

　店のランプの光が届かない、暗い空間に階段とトイレがあった。その向うの粗そ末まつなドアの隙すき間まから、奥の部屋のランプの明りが筋になって洩もれていた。

　ブラバは、そのドアをノックする。

「ン……！」

　部屋から声が聞えたので、ブラバはドアを開く。

「…………？」

　白はく面めんの騎士が、マントを脱ぬぎ、私服に近いくつろいだ恰かつ好こうになったところだった。

　騎士は、部屋にはいってきた見知らぬ男を目にすると咄とつ嗟さに腰こしを引いて、腰の剣けんに手をかけた。その速さは尋じん常じようでない。

「騎士……バーン？」

　ブラバは、はっきりと質問口調でいった。

「……そうだが？」

「……俺は、トレンを知っている。トレン・アスベアだ」

　ブラバはそう言いながら、何も持っていないというふうに、両手を前に差し出すことを忘れなかった。

「なんだと？」

　ドハハハッ！　ブラバの背後で、店の客が笑う声が聞えた。

「トレンと会いたい」

　ブラバは、もちろん、会わせたいと言ったつもりだった。そのブラバの言い回しでバーンは了りよう解かいしていた。

「トレンがどこにいるか知っているのだな？　他所よそのお方」

「ああ……連れて行く」

「条件は……なんだ？」

　それは、ブラバにとって難しい質問だった。

　額ひたいに縦にシワをつくって、ブラバはバーンを凝ぎよう視しして低く唸うなる。頭を使うことに慣れはじめたとはいえ、まだまだ言葉とそれが指し示す内容を瞬しゆん時じに理解するのは、難しいのだ。つい、感情的になってしまう。

　ブラバは、懐かい中ちゆうに吞のんだ短たん剣けんを握にぎりしめたい衝しよう動どうに駆かられた。力ずくで、バーンひとりを拉ら致ちしたほうが早いと感じる。

　ブラバの暗い色の瞳ひとみに危険なものを感じて、バーンが先回りをする。

「つまり、わたしが何かしないと、トレンに会わせてはくれないのだろう？」

「……そうだ」

「トレンに会うためには、わたしは何をしなければならないのだ？」

　ブラバは、うっすらと納なつ得とくする。

「機械だ」

　吠ほえるようにいっていた。

「……機械？」

　バーンは、きっとブラバの全身を観察し直して、腰こしの剣に手をやった。ブラバが、それを見み逃のがすはずはなかった。

「ヘヘ……それならば、俺は強い」

「そうか？」

　そのとき、ブラバの背後のドアからステラがいきおいよくはいってきて、ブラバの背中にぶつかりそうになる。

「おーっと！」

　ブラバは、ステラに何も言わせなかった。ひとつまばたきをする間に、ステラの首はブラバの腕うでに巻きこまれて、その頰ほおにブラバの山刀に似にた短剣の刃はが押しあてられる。素焼きの壺つぼがステラの手から落ちて、酒が土ど間まに散る。

「女の命はなくなるぜ？」

　ブラバは、久しぶりに女の体たい臭しゆうと体温を感じたが、任務を忘れない。ガロウ・ランとしては異常なほどストイックになっていたのだ。

「ガロウ・ランにしては、やるな……」

　バーンは、剣の柄つかから手を離はなして、両方の手を背中にまわして組もうとした。

「手は、前に出しておけっ！」

　バーンはニタッと笑うと、その手をテーブルの上に置く。

「で、どうしろと言うのだ？」

「機械、持ってくれば、トレンと会う。機械、直す人いれば、トレンに会わす」

「会いたくない。トレンなどは殺せ！　敵にいる地ち上じよう人びとなどはいらん」

　バーンは、ブラバの狙ねらいがわかったのでそう恫どう喝かつしたが、次には、ステラの首から血ち飛沫しぶきが飛ぶだろうと覚かく悟ごした。

　こんな場合、愛人を犠ぎ牲せいにすることができるのがバーンである。

「…………？」

　案に相そう違いして、ブラバは瞼まぶたをふるわせて眼球を左右にウロウロさせてから、バーンを見み据すえた。

　バーンは、ブラバの反応がガロウ・ランらしくないので、おやっと思うと同時に、この男は本当にガロウ・ランかと疑っていた。

「ガロウ・ランの使いの者か？」

「ガロウ・ランでなんでいけねぇっ！」

　ついに、ブラバは、怒ど声せいを発した。

「怒ど鳴なるな。店の者が来るぞ。いいのか？」

「…………!?」

　ブラバは、あわててステラの首を絞め直したので、

「ゲッ！……バ、バーン……」

　ステラが呻うめいた。

「……その女を殺しても、わたしはトレンに会わん」

「なんだと？」

　ブラバは、完全に混乱した。

　自分の予定どおりにものごとがすすまないとただ動どう揺ようするだけなのは、まだまだ知的に現状に対処する能力が欠けているからだ。

「フ……面おも白しろいガロウ・ランだな、こんな手を使うことを考えているとは」

「なんだよ？」

　ブラバは、呻く。

「トレンに会おう。ただし、今じゃない。明日だ！」

「明日？」

「そうだ。明日だ。明日、お前のいうところに、わたしを連れて行け」

「本当か？」

「いいか？　トレンが死んでいたら、機械は渡わたせない。生きていれば、機械を渡す。だから、トレンに会う。そして、機械を渡す。トレンが死んでいれば、機械は渡さん！　わかるな？」

「トレンは、生きている！」

　ブラバの怒いかりをバーンは手で制して、

「わたしは、トレンが生きているのを見ていない。だから、見る！」

「フーム……」

　ブラバの頰ほお髭ひげがビリビリと震ふるえた。ステラは顎あごを上げて、金魚が水面に口を出して呼吸するような恰かつ好こうをした。

「明日、トレンに会わせろ。今夜は、貴様に渡す機械の用意をしなければならん」

「フム……明日まで、この女を預かる」

　ブラバは考えてから、そういった。

「い、厭いやだよ！　バーン！」

「……その女の股また座ぐらに手をつっこむことをしないと約やく束そくするなら、預けよう」

「…………」

　ブラバの表情が、一いつ瞬しゆん、苦痛に歪ゆがむ。

「……なんもしない。預かるだけだ。お前、来なければ、この女は、殺すぞ」

「やむを得んな」

「バーン様……」

「安心しろ。死なせはせん。ステラ、明日の朝、オーラの光が息をついたら、ここにいろ」

「ここだと？」

「フフフ……軍を連れて来ることはしないさ。ガロウ・ラン」

「ブ、ラバだ。ブラバ」

「そうか、ブラバ。わたしはバーン・バニングスだ」

「憎にくい敵だ！」

「そうだ。貴き様さまも憎い敵だ」

　マントを手にしたバーンは、店内に戻ると、

「店は閉めるようだ」

　バーンは店の客を追い出しながら、トロゥがいないのに気づく。

「肝かん腎じんな時にいないのが、あれだ……」

　バーンは苦笑をつくりながら、奥おくの部屋から覗のぞいているブラバと、顎あごをあげて脚あしをバタバタさせて抵てい抗こうの風を見せるステラに、

「安心していろ。その男は礼れい儀ぎ正しい男だ。食事ぐらいはさせてやれ」

「い、いやだよー！　バーン！」

「大切なことだ。我が慢まんしてくれ。これはアの国のためであり、わたしの出世にもつながる。ステラだって、市民になれるチャンスだ」

「で、でもっ！」

「行けっ！　支し度たくを急げ！」

「ああ……騎き士しブラバ！」

　バーンは世辞をいうと、ステラの店を出た。







　11　夜からの刻とき







　オーラ・マシーンの製造工場は、なるべく森の木々を伐きり倒たおさないようにして建設されていたが、やむをえず木を伐った跡あとには、網あみを張って工場を隠かくすようにした。

　工場の煙えん突とつも森のなかの煙道をとおして、煙けむりそのものを地中に排はい出しゆつさせるような工く夫ふうがされていた。

　しかし、今は、灯火管制が実じつ施しされているわけではなく、道々には、それなりに灯火がかかげられて、拡張工事も続けられていた。いつ終るとも知れないようである。

　ラース・ワウにあった機械の館やかたの移転は、ギィ・グッガ麾き下かの戦士ミィによるドラゴ・ブラーを使っての空くう襲しゆうなどがあったことから決定されたのだが、工場をラース・ワウの外に移い築ちくするべきだというショット・ウェポンの進言は、なかなかアの国の人々に納なつ得とくしてもらえなかった。

　城を中心にした攻こう防ぼう戦せんか陣じん地ち取とりという発想しかない人々には、巨きよ大だいな戦力を生む工場を城の防ぼう衛えい線せんの外に移すという考えは、理解できなかったのである。

　それに、経済的な理由もあった。工場を移せば、その防ぼう御ぎよのための防ぼう壁へきや兵員もよぶんに必要で、それをまかなうだけの経済的な基き盤ばんはまだアの国にはなかったのである。

　しかし、ギィ・グッガの軍は、二度までもアの国の軍によって撃げき破はされたにもかかわらず、撤てつ退たいの気配を見せなかった。その執しつ拗ようさは、かつて語られたガロウ・ランの習性とは違ちがうという認識がアの国の人々のあいだに生まれ広がっていた。その不気味さが、工場の移築を決定させたのである。

　かつて、ガロウ・ランは獰どう猛もうではあっても飽あきっぽい種族であると語り伝えられ、なによりも、組織戦などはまったくできない単純な人々と信じられていた。

　しかし、それは、コモン人が自分たちの恐おそれるものを希望的に観察した願望的な伝説でしかなかったのである。

　ドレイクは、新規に召しよう集しゆうされたウルの国の兵をすべてこの工場の警備に廻まわし、かつ建設要員を確保するために自国内でもかなり無理な動員をかけた。

　そして、数日前からこの工場では、ようやくオーラボム・ドーメの生産とカットグラを補ほ充じゆうする仕事も再開されたのだった。

　ラース・ワウ内の古い機械の館は改装され、オーラマシーンの指揮所および整備工場として使われるようになっていた。

「ショット様は！」

「ハッ！　中のお館にお帰りになりました」

「至急の面談である。注進していただきたいっ！」

　数人の部下を引き連れたバーンは、工場に至る道の検問の横棒を上げさせ、木々におおわれた暗い道を走る。

　その間に、衛えい兵へいが電話でショットの館やかたに連れん絡らくをとる。鉱石無線を補完するための有線通信施し設せつで、これもショットが開発したものとされていた。

〝中の館〟といっても、二階建ての小さな田舎いなか家やである。その周囲にはロクな警備の兵もおいていないのは、工場区画全体を警備させているからだ。

　それでも、ショットは、その田舎家の玄げん関かん口ぐちにふたりの兵を張りつけている。

「バーン様だけこちらへ。家来衆は、あちらの離はなれの居間でお待ち下さい」

「ン……」

　バーンは馬の手た綱づなを部下のひとりに預あずけると、玄関の網あみ戸どを開いてドアを開けるとドアにつけられた鈴すずが鳴った。

　そこは小さなホールで、正面には丸くカーブを描えがく階段があり、左右に居間と食堂のある造りになっている。

「騎き士しバーン、こちらへ」

　ショット自身が、二階のベランダから呼びかける。

「おお……！　こんな夜分に……」

　バーンは最後まで言わず階段を軽い足取りで登り、ショットが右手の部屋のドアを開いてバーンを招じいれた。

「なにかな？」

「ガロウ・ランが接せつ触しよくして来ました……トレンと会わせると……」

　バーンがステラの店でのことを説明した後で、ふたりは、その対策をどうするか密ひそやかに協議した。




　翌日……。

　アリサ・ルフトは、下働きの者たちを指揮して自分の部屋から必要なものを運び出していた。とはいっても、我々のいう引ひつ越こしとは違ちがう。

　身の回りに必要な細こま々ごまとしたものを納めた幾いくつかの荷に箱ばこを運び出させるだけで、家具調度を運うん搬ぱんするというのではない。それでも、小型の荷馬車二台分の荷物である。

　アリサは、最近はきなれた乗馬ズボンにジャケットを羽は織おって、下働きの者たちの動きを馬上から見守ってみせるのは、自分でも釈しやく然ぜんとしない思いが心にわだかまっているからだろう。

「元気そうなので安心しました。アリサ……」

　ジョクが手伝うことなど何もない。ただ、そんな馬上のアリサを見守ってやるだけである。

「……ジョク、軍務のほうは良いのですか？」

　ジョクがまだくつろいだ姿なのに気づいて、アリサは怪け訝げんそうな顔を見せる。

「お見送りの時間をもらいました。ドレイク様のほうはよろしいんですね？」

「もちろんです。兵たちもつけてくれるということですから」

「ハンダノまでつけてくれる？」

「いえ、わたしがハンダノにいる限り、護衛をしてくれる部隊です」

　アリサは、王家の暮しぶりの規準をまるで知らないジョクに教える。

「ちょっと待って下さい。外に二、三十騎きの騎士がいました。あんな頭数はハンダノでは養えませんよ」

「大だい丈じよう夫ぶ、ラース・ワウの予算でやってくれるようですから……まだ、わたしはラース・ワウの人間でしょう？」

「そりゃそうですが……困りましたな……」

「地ち上じよう人びとの面子メンツですか？」

「面子もなにも、人を養うというのは大変なことです。そんなことをしていただいて、ハンダノとの……」

　ジョクは、何を言おうとしているのか不ふ明めい瞭りようになった。本当は、ハンダノとラース・ワウの経済上の関係、自分とアリサについてのことなど、ドレイクと詰つめなければならない話が一いつ杯ぱいあるような気がしたのだ。が、今さらそんなことを話し合っている暇ひまはない。ハンダノへの引ひつ越こしは始っているのだから。

　サラリーマンが貴族の娘むすめを嫁よめに取るのは、物理的に無理な話である。ジョクは、それに似たプレッシャーを感じながら、何もできない立場にあらためて呆ぼう然ぜんとするしかない。

「それは、前の馬車につんで下さい。そう、その肘ひじ掛かけ椅い子すはすぐ使うものですから、最後に載せなさい！」

　アリサは、時折そんな指図をしながら、いつしか手た綱づなをとって下働きのあいだを動くようになった。

　そんな少女の姿はジョクにとっても救いになる。ジョクは、まだまだ対等にアリサと接するだけの器量というか、自信をもつまでには至っていない。継まま母ははが来たことで父王とのあいだに生じた溝に鬱うつ々うつとされていたら、どうしようもなくなってしまうのが、現在のジョクである。それを知ってか知らずか、アリサは自ら動くことでそんな鬱うつ積せきした気持ちを晴らしていく。

　そのような強さは、まちがいなく実母アシリアから受け継いだ気き性しようであろう。

「……!?」

　馬上のアリサは、フッと中庭に面したバルコニーの一方を見上げる。ジョクも、アリサの視線を追って、そこにふたりの侍じ女じよに伴ともなわれたリムル・ウルの姿を見つける。

「こんなところまでノコノコと出てくるなんて！　なんでも珍めずらしい年とし頃ごろなんだから、遠えん慮りよというものがないのよ」

　アリサは鞍くらの上から身体からだを横にするようにして、ジョクの耳元に囁ささやく。

「早く結けつ婚こんしちゃいましょ、ね？」

　アリサのお茶目な表情に誘さそわれるようにして、ジョクはその可愛かわいい唇くちびるにキスをする。

「……クククク……！」

　アリサは、嬉うれしそうに身をひくと、馬腹を軽く蹴けって馬首をめぐらせる。

「まさか、馬に乗りっぱなしで、ハンダノに行くのではないでしょう？」

　ジョクは、そのアリサの背中に訊きく。

「いけません？　騎き兵へいにも負けないつもりよ？」

　思いきり腰をまわして振り向いたアリサは、しなやかになっている。

「護衛の兵の迷めい惑わくにならないように！」

「はい」

　アリサは素す直なおに答えると、二台の馬車の周囲をまわってロープ掛かけや幌ほろの様子を見ていく。

「ドレイク様です」

　ジョクの背後に従っていたミハン・カームが囁ささやきかける。ジョクが視線を向けると、ドレイク・ルフトが供もつれず、気楽な恰かつ好こうで近づいてきた。

「おお、見送りか？　ご苦労だな」

「はい、ドイレク様も」

「アリサ、行くか？」

　ドレイクは、ジョクに笑顔を見せて、中庭のアリサのほうを覗のぞくようにした。それは、王ではなく、ただ娘むすめの身を心配する父親の姿である。

　ドレイクのそんな姿を見て、ジョクは安心すると同時に、その娘ひとりの安全と幸せを保障できるかどうかわからなくて、心配するのである。

『……深刻にはなるまい。どうにでもなるさ』

　ジョクは、努めてあかるく振ふる舞まう親子の姿を見つめて、そう思い切る。

「女が身につけるものなのか？」

　バルコニーの上で、リムルが侍女に訊くのが耳にはいった。

「リムル様！」

　リムルは手すりに摑つかまって、無ぶ遠えん慮りよに中庭のドレイクとアリサの別れを見下ろしていたのだ。侍女ふたりが、あわててリムルの身を手すりから引かせ、

「……地ち上じよう人びとの御夫人方の姿だそうでございますよ」

　悪いことを教えるといった雰ふん囲い気きで、リムルに声こわ高だかに囁いている。

「はしたないというよりも、奇きつ怪かいであるな……なんであのような姿を許すのであろう？」

　そう応じながらも、リムルはようやく高いところからドレイクを見下ろしている無礼に気づいて身をひるがえす。そして、自分にあたえられた居室にもどりながら、義理の姉になるアリサの姿を見たショックをどう整理したらいいのかと、迷っていた。

　アリサのズボンは、膝ひざから上がたっぷりとした乗馬用のもので、身体からだの線を浮うき出しているようなものではないのだが、リムルの眼には、ジャケットとズボンというファッションは、すっきりしすぎて、身体の線がむき出しになっているように見えるのだ。

　なによりも、男おとこ風ふうの恰かつ好こうをする姉の姿に異和感を覚えた。が、リムルはそれを嫌けん悪おしているのではない。その自分の感性の迷いをリムル自身がわからなくなっているのだ。

『あんな姉なら、認めても良い……』

　そう思う自分があるのを知って、驚いているのだ。

「この国は、不思議じゃ……」

「アの国は地上とつながっているというお話もございます」

　侍女は、リムルの言葉を別の意味にとって、怖おそろし気げに口にする。

「そうか……そうだな」

　リムルは城内の中庭に出たところで、上空を見上げた。

　ブブッ、ルルル……。

　カットグラが低く飛んでいた。

　そのエンジンの震しん動どうは大きくないのだが、どこかリムルの生理を刺し激げきしていた。オーラの光をとおすカットグラの羽根が、輝かがやいて見えている。

「そうだねぇ……こんな強きよう獣じゆうのようなものを作ってしまった地上人がいるのだもの……」

　リムルは、城じよう壁へきの向うに消えていくカットグラを見送って、ひとり納なつ得とく顔がおになった。




「では、父上……」

「ああ……行ってこいとも言わんし、帰ってこいとも言わん。主ぬしは、まだこの城の王女なのだからな」

　ドレイクの言葉の意味は、アリサには良くわかる。しかし、これでドレイクは、自分のことを忘れるだろうとも思っていた。

「はい……それはもう！」

　アリサは、ジョクの前に回りながら、先行する馬車を追うように馬首を向ける。

「…………？」

　リムルの見たガラリアのカットグラが、中庭の上空を通過していった。その影かげは、アリサの周囲を一いつ瞬しゆん、暗くして、上じよう昇しようしていくように見えた。

「……ガラリア機だ。なんで飛行しているのか聞いてこい」

　ジョクは顔を向けずに背後のミハンに低く命令すれば、ミハンは風のようにその場を去って、機械の館やかたに走った。

　その間に、アリサの馬も中庭の門を出て、ジョクの視界から消えていた。

「騎き士し、ジョク」

「ハッ！　ドレイク様」

「厄やつ介かいをかけるが、頼たのむぞ？」

「ハッ！　自身の光栄、心から感謝しています」

「世辞はいい。あれに辛つらい思いをさせるのが忍しのびない。好きにさせてやりたい。あれの多少の我わが儘ままは、聞いてやってくれ」

「はい、そのためにも、自分がハンダノで暮くらせるような世にすべく、ギィ・グッガのこらしめを急ぎましょう」

「そういうことだ。戦士ジョク」

「編隊作戦が実じつ施しできるようになりましたら、オーラ・マシーンによるゲリラ戦を活発にさせるのが肝かん要ようと存じます」

　ジョクは、急ぎすぎを承知で、上じよう申しんする。

「らしいな。貴き公こうの考えはわかる。気になること、思いついたことがあれば、何事も儂わしに上申してくれ。重じゆう臣しんたちのなかには、取り次ぎの手順を気にする者がいるが、そんなことは無視して良い。儂に直接面談を申し入れるのだぞ」

「はっ！　気をつけます」

「貴公は、まあ、婿むこ殿どのだ。頼む」

　ドレイクは、ジョクの瞳ひとみのなかを覗のぞき込んできた。ジョクはまた身分不相応なプレッシャーをかけられたのだ。

　しかし、男ならこれを利用して出世しなければならないと思う。また、出世などあてにできなくとも、やって見せなければならないことだということもわかっていた。

『問題は、俺おれにそれだけのオーラ力があるか、だ。しかし、オーラ力は、育てることもできる……！』

　そう自己催さい眠みんをかけるしかないジョクである。ジョクは、トーキョーもロスも本当に遠くなったと実感した。







　12　ガロウ・ランたちと







　ガラリア・ニャムヒーが操縦するカットグラは、ラース・ワウの城下街一帯を掃はくように低空飛行している。

「こんなことをやらせて、バーンはどういうつもりだ？」

　ガラリアはいぶかしく思いはしたが、一応、バーンの説明に納なつ得とくをして、飛行しているのだ。

　この飛行がおわれば、機械の館やかた前の広場に引き返して、この日の通常任務につくことになっていた。




『ブラバというガロウ・ランを威おどして、トレンに会う必要はあるな』

『はい、しかも、事を成すには、まず、味方を騙だまさなければならないというのは、真理であります。まして、これは一いつ般ぱん的な作戦ではありません。朝、街の上空低くカットグラを飛行させることを、ガラリアにどう納得させましょう？』

　これが、昨夜、バーンとショットが会った時の最後の会話であった。

『ウム……こういうことこそ、難しいな』

　ショットは瞑めい目もくしてわずかに考えてから、言葉を継ついだ。

『騒そう音おん調査をすると言って、飛行をさせろ』

『騒音調査でありますか？』

　バーンは、ショットの考え方がわからない。

『ン……。大衆というものはな、自分たちの暮くらしを脅おびやかすものは嫌きらいだ。今までは、馬と馬車の騒音、大きな音といっても大たい砲ほうの音ぐらいが精せい一いつ杯ぱいだったろう。しかし、将来、オーラ・マシーンが大量に飛行するようになれば、人々は、この音を恐おそれ嫌うようになる』

『しかし、オーラ・マシーンは、軍のものであります』

　ここが、バーンにはわからないのである。騎士にとっては、軍のやることに一般市民が反対したり異議を唱えたりするなどということは、想像できることではない。

　ショットは、公害という概がい念ねんなどもちあわせていないバーンに、嚙かんで含ふくめるように説明してやった。

『つまりだ、朝の時間にカットグラを飛ばして、住民たちの非難が起るか起らないかを調査するのだ。地上世界ではやっているのだ。この騒音調査は、今後のためにしておく必要がある。そう、ガラリアには説明してやれ』

『ふむ、妙みような考え方でありますな？　わかりました。ガラリアはそれで納得させましょう』

　そうは応こたえてみせたものの、バーンは半ば納得しきれないという顔を見せた。

『地上世界は、進歩した文明の機械のために人々が脅かされて暮しているのだよ。機械が進歩して良い面だけということはないのだ。地上世界は天国ではない。音楽ひとつにしても、ここの人々が聞いたら、轟ごう音おんに聞えるようなものもある』

　苦笑まじりのショットの説明に、バーンはますます首をひねったものだ。

　ともかく、そういうわけで、ガラリアは、城下街上空を低空飛行しているのである。

　その城下街のラース・ワウの城じよう壁へきにちかい路ろ地じ裏うらのステラの店の前には、数すう騎きの兵がひっそりとたたずんでいた。

　バーンの姿は、すでに店の奥おくにあった。

「バーン様！　わたしのために、ガロウ・ランのいうことを聞いたのですか？」

　ステラは、ブラバから猿さる轡ぐつわを外してもらった時、信じられないというふうに首を振ふった。

「怖こわい思いをさせたようだな？」

「いいえ！　いいえ！　ありがとうございます」

　ステラは、上体を縄なわでキリリと縛しばられているために、ブラバの前から動くことはできない。その縄なわ尻じりを握にぎっているブラバは、窓から隣となりの家の壁かべとの間に見える狭せまい空を見上げて呻うめいていた。

「人ひと型がたの機械が、飛ぶか……」

　ブラバは、ステラの肩かた越ごしにバーンを見やる。

「お前が考え違ちがいをして、ステラかわたしを殺せば、あのカットグラが、お前を殺す」

　バーンは、この恫どう喝かつでブラバは確実にこちらのいうとおりに動くだろうと読んでいた。

「俺おれは、お前を待った」

　ブラバは、ステラの両りよう腕うでをうしろにまわした縄なわ尻じりを離はなさない。

「そうらしいな。ステラに手を出さなかったことは感謝する。貴き公こうは、紳しん士しのようだ」

「シンシ？　俺は、戦士だ」

「そうだ。だから、トレンが生きているのなら、貴公に機械を渡わたす」

「機械をくれるか？」

「そうだ、しかし、トレンに会わせてくれなければ、渡す約やく束そくはできない」

「連れて行く」

「トレンに会わせてくれれば、機械は、明日には、渡す」

　ここで、ブラバは、またもわからないという風を見せる。ブラバは、トレンを見せれば、すぐに機械は手にはいるものだと信じている。新しい条件がついたことが、思考を混乱させるのである。

　ブラバは唸うなり声をあげながらも、バーンの言ったことを理解しようとし、バーンは、用心するように身を引く。このような時に丸まる腰ごしというのが、どうもバーンには落ち着けなかった。

　バーンには、新たな条件を出せばブラバの思考が飽ほう和わするのではないかという危き惧ぐが十分にあったから、その場合、ブラバというガロウ・ランが荒れ出すかもしれないと用心していたのだが、素手では、ステラを楯たてにして外に逃げ出すしかないという覚悟はする。

「……よーし！」

　ブラバは、ステラの縄尻を握ったまま、バーンに先に店の外に出ろと命令した。

「了りよう解かいだ。ブラバ。しかし、ステラの縄をすこしゆるめてやってくれまいか？　手首が死んでいる。それに、縛しばった女を連れて外に出ると、我々が怪あやしまれて、トレンのところにも行けなくなるぞ」

　バーンはゆっくりと言った。

「トレンのところに行けなくなる？」

「そうだろう？　縛った女を連れて行くのを、街の人やほかの兵たちに見られたら、兵たちは私の命令を聞かずに、女を助けに来る。それが、コモン人だ」

「そうか……」

　ブラバは、またも新しい条件というか、考えなければならない事じ項こうを列挙されて、険しい表情を見せる。そして、まず、ステラの手に触さわってみて、

「死人の手だな……」

　ひとり納なつ得とくするとステラの縄をゆるめはしたが、それでも巧こう妙みように手首だけはくくったままにする。

　バーンは、壁かべにかけてあったステラの大きな肩かた掛かけをとるとブラバに投げてやる。

「それで、縄目が見えないようにしろ」

「フン！」

　ブラバは鼻を鳴らして、バーンのいうとおりにすると、ステラの背中に身体からだを密着させるようにし、懐かい中ちゆうの短たん剣けんを使えるように身構えて、店の外に出た。

「この兵隊たちは、手て前めえのものか？　いうことは聞くのか？」

　ブラバは、店の前に待機している数すう騎きの騎兵に、気け色しきばむ。

「ヒッ！　バーン！」

　ブラバがステラの首に短たん剣けんを押おしあてて、左右をねめ廻まわしたのだ。

「ブラバ、これから行くところには、貴き様さまの仲間がいる。わたしが、ひとりで行けると思うか!?」

　バーンは、自分が剣を持っていないのをあらためて示しながら言った。

「貴公のための馬も用意してある」

　バーンは、一頭の空馬を顎あごで示す。

「うーむ……」

　ブラバは、その馬の脇わきに立つとステラを跨またがらせて、それから自分がそのうしろからステラを両腕のなかに抱かかえこんで、手た綱づなをとった。

「それで安心したか？」

「お前たちが、前を行け！　うしろから合図する」

「了解だ」

　そのようにしてバーンたちは、ラース・ワウの城下街を出た。もちろん、市門の検問などのいさかいもなく、彼らは馬の歩をすすめることができた。

「次の道を左だ」

　ブラバは、道中、指令をするだけである。

　バーン以下六騎の屈くつ強きような兵たちは、なにも考えることなく、ブラバがビダ・ビッタと合流する予定の場所に辿たどりついた。

　そこは、ブラバがひとり、ビダを捜さがしに行った時に、水を飲みに寄った田舎いなか小屋……。

　周囲はしんとして、人の気配はない。

　鶏にわとりは、あいかわらず庭先で寝ねていた。鶏を殺さずに、そのままにしておけと命令したのは、コモン人に怪あやしまれるのを回かい避ひするためのブラバのアイデアである。

「ここだ！」

　ブラバの言葉に、バーンは、さすがにいぶかしむ。

「こんな道沿いの家か？」

　そうはいっても、庭にあたる部分のスペースはかなりあり、左右は木々に囲まれて、背後には山の傾けい斜しやが迫せまっていて、見通しが効くという処ところではない。面している街かい道どうとはいっても、主要な街道でもないのだ。

「ヒョーッ！」

　ブラバが口くち笛ぶえを吹ふくまでもなく、小屋の裏口から、テッテア以下のガロウ・ランの影かげが滑すべり出て、左右の繁しげみのなかに身を潜ひそませながら、裏に行けと手て真ま似ねをした。

　バーンたちには、その姿はあきらかにガロウ・ランとわかる獰どう猛もうさと猜さい疑ぎ心しんの塊かたまりに見える。

　騎き士したちは、ザワッと腰こしの剣けんを鳴らす。

「動くな！　俺だけが行く！」

　バーンは言いつつ、周囲を見ろと手真似をした。

　小屋の陰、木の上、繁みのなかに、数人ずつガロウ・ランの戦士たちの影があった。彼らは、物の影そのものになりながらも、弓矢を構えていた。

　数でいえば、ガロウ・ランのほうが圧倒的である。

　バーンは馬を降りて、騎き乗じようしたままのブラバに従って、小屋の裏口にまわった。清水が裏山から流れ出て、庭を横切っていた。

　物置小屋があり、藁わらを干すための木組が物もの憂うげに立っていた。裏山の木こ陰かげには、人の脚あしがぶら下がっているのが見えた。老ろう婆ばのものらしかった。

「……ン！」

　ブラバが、ステラを馬上に残したまま、馬から降りて、田舎家の戸口を叩たたこうとすると、ドサッとそのドアが開いた。

「あれか？」

　ビダである。

「ラース・ワウの騎士だ。機械を操る騎士だ」

「フン……？」

　その醜しゆう悪あくな顔をバーンに向けたビダに、ブラバが声こわ高だかに言う。

「面めん倒どうな話がある。すぐに機械はもってこれねぇ」

「なんでだぁ！」

「ここは任せろっ！」

　吠ほえるビダにかぶせるようにブラバはいうと、バーンにはいれと手招きをする。

　バーンはブラバの陰に隠かくれるようにして小屋に足を踏み入れて、信じられないものを見ていた。

「騎士、バーン！」

　ベンチから立ちあがったのは、トレン・アスベアその人である。多少汚よごれてはいるものの、ラース・ワウから拉ら致ちされた時のままのものを着、手足も自由で、真まつ直すぐにバーンに向って歩いて来たのだ。ガロウ・ランに捕われて無事な人間がいるということが、バーンには信じられない。

「バーン・バニングスさんが直じき々じきに来るとはな！　こりゃあ……！」

　バーンに握あく手しゆを求めるトレンは、さすがに安心したという表情を見せた。バーンは、挨あい拶さつの言葉も忘れて、周囲のガロウ・ランたちを見まわし、

「これは、なんだ？」

　バーンの驚おどろきは、ブラバに直接つたわったようだ。

　ブラバがバーンの質問に答えた。

「ガロウ・ランは、卑いやしくない。考えもする」

　そう言うブラバの表情にはあきらかに余よ裕ゆうがあって、コモン人がみせる自信に溢あふれていた。

「認めよう。貴公たちは、ほかのガロウ・ランと違ちがう。秀すぐれた人々だ」

　言いながら、バーンは何かすべての考え方を変えなければならない時代がきているのではないか、と直感した。

　トレンは、ガロウ・ランの要求をあらためてバーンに説明し、バーンもまたガロウ・ランの要求を受け入れるために、ここまできたことを説明した。

「……しかし、明日まで待ってくれ」

「なんでだ？」

「こちらだって、数少ないドーメを一機調達しなければならんのだ。ドレイク様も苦く慮りよされている。それに、どこまで飛ぶかもわからんのだ。補給物資を、どこかで搭とう載さいしなければならんはずだ。その用意も必要だろう」

　そういわれれば、トレンは黙だまるしかない。

「俺のために、リスクを背負うのだな？　アの国は……」

「そうだ。しかし、黙って整備兵までつけて、そちらに送り込む本当の意味は、想像できるな？」

　バーンは、いわずもがなのことを訊きいた。

　そうでもして確認しておかなければならないのは、トレンが地ち上じよう人びとだからである。バーンは、まだトレンなど信用はしていない。

「そりゃ……俺だって、興味のある人と出会った。カットグラが直ったら……な？」

　トレンはウインクを見せてから、満まん面めんの笑えみをうかべる。生命いのちが保障されたという安心感からだ。

「では、トレンが生きていることがわかったので、機械を一機、貴公たちに渡わたそう」

「おーしっ！」

　ビダが呻うめいた。そのビダを制して、ブラバが訊く。

「いつだ？　明日のいつだ？」

「そうだ。明日の昼。場所は……」

　バーンは、持参した地図をひろげて、ブラバとビダにしめす。

「この森の境、ハラン河のこの曲った場所だ。ここからはかなりあるが、移動できるな？　ここに故障したと見せかけて、オーラボム・ドーメを一機着陸させる。それを持って行け」

「故障とは、なんだ？」

「飛べなくなったと見せかけることだ」

「飛べんのでは、話にならん！」

　ビダが、大声を出す。

「ビダ！　いいのだ。飛べるのを一度、地に降ろすのだ」

「そういうことだ。そうでもしないと、貴公らに渡すことはできん。いいか？　そのドーメに乗ったパイロットと兵は、殺すなよ。彼らがカットグラを直す。そして、なによりも、パイロットを生かしておけば、ドーメには十人以上の人が乗れる。貴公らは、一気に空を飛んで住すみ処かに帰れるだろう」

「空、飛ぶか？」

　ビダが、ギロッと眼めを動かし、言葉にしたことを想像しようとする。

「なるほど、機械に乗っているコモンを殺すと、機械は動かんのだな」

　ブラバは呻うめくように頷うなずくと、ビダとその一統に、同じことを言い渡わたした。

「まだ難しい問題がある」

　と、バーンは、たたみかけるようにして、補給問題を出した。

「どこまで飛ぶのか知らんが、ドーメという機械もカットグラも、飛ぶ距きよ離りが限られている。この場所を選んだのは、諸君たちがラース・ワウの兵に捕ほ捉そくされない場所であるからだ。この山のためにラース・ワウとは無線が使えなくなる。だから選んだ。貴公たちがカットグラを修理する時間をあたえるためだ」

「なるほど……」

　その話は、トレンにしかわからない。しかし、なぜかガロウ・ランたちは、バーンの話に黙だまって聞き入っていた。

　知識の暴力というものがあるのだ。知識を列挙されても、理解できない者はそれによって打ちひしがれてしまうという情じよう況きよう……あれである。

「で、補給物資をここに隠かくして、それを補給して、次の飛行を実じつ施しするのだ。このためにラース・ワウの軍が今夜から、明日の午前中に動く。それには、手を出すな」

「フーッ！　なんていったんだ？」

「トレンから、詳しよう細さいは聞け」

　バーンは、つっぱねた。

「機械を飛ばすためには、いろいろやることがあるんだ。わかった。あとでゆっくり説明する」

　トレンは、その言葉の意味をゆっくりと思考してブラバに投入してやるようにする。

「わかった。機械をここに持ってこい」

　ややあって納得してみせたブラバが、バーンの地図で場所を指さして、吠ほえた。

「よし、帰るぞ！　ステラは離はなしてくれるか？　秀すぐれた者、ブラバよ」

　バーンは、大おお仰ぎようにブラバの顔を見上げる。

「いいだろう。お前は、まちがいなくやってくれた」

「ン……！」

　バーンは、ステラの縄なわ尻じりを受け取ると外に出る。

「バーン！　ショットに言ってくれ。俺が戻もどったら、オーラ・バッテリーの開発を研究したいと言っていたってな」

「オーラ・バッテリー？」

「そう言えば、わかる。そちらも作戦を急いでくれ。それと、明日のドーメには、俺の着き替がえを用意してくれないか？　カミソリとさ」

　トレンは、きれいな人々と出会え、気持ちが楽になったのだろう、はしゃいでいるように見えた。

「我々は、貴公を忘れてはおらん。身体からだを大事にな」

　バーンはニッコリと答えると、ステラの縄なわ目めを解いて、街かい道どう側にまわる。

　繁しげみの陰かげを走るガロウ・ランたちは、バーンの帰るのを確認するまで、監かん視しを続けるつもりなのだ。

『……連中の統制ある動きは、今後の脅きよう威いだな』

　バーンはステラが馬に跨またがったのを確かめると、一気にその場を離れた。

　この後すぐにここを襲しゆう撃げきしたにしても、ガロウ・ランがとどまっていることはないであろう、とバーンは思っていた。
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「ですから、いつ、ギィ・グッガを駆く逐ちくして、周辺の国々を平定なさるのです……？」

　ルーザ・ウルの言い方には、棘とげなどは一切ない。その優しさは、アリサが城を出たからだと解釈したくなるが、それほど、あからさまでもない。

　ルーザも夫をなくした後、小さいとはいえ領地ひとつを統治してきた女性である。今回、ギィ・グッガに対するためには……と、領民の支持を取りつけて、アの国に嫁とついできた身である。

　ウルの領地では、式も挙げることなく軍事同盟を樹立するために、ドレイクの許もとに行ったルーザは、殉じゆん教きよう者しや的に語られて敬われているのだ。

　なまなかの決心でできることではない。それ故、ドレイクが選んだ女性でもある。

「……お口に出さずとも、予定を持たねば、戦争はだらだらと長びき、いつまでも領民を苦しめることになりましょう」

「そうだ……そうだが、今回のガロウ・ランは、妙みようでな。歴史的に見られるガロウ・ランと違ちがう」

「だからこそ、です。ギィ・グッガとの一戦に勝ったとて、我が国が得るものは何もないのです。領地も金銀も……こんな利益を生むことがない戦は、一挙に決着をつけませんと……」

「そうなのだ。海運業が拡大するとか、金山銀山が手に入るということはない。ただ蹂じゆう躙りんされる民がなくなるというだけだ。しかしな、ルーザ、ギィ・グッガを駆く逐ちくすることができれば、領民は絶大な自信をもって、海外に出て行くだろう。機械という最も新しい技術をもってな……さすれば、我が国の隆りゆう盛せいは目に見える。これが儂わしの目もく論ろ見みだ」

「はい……」

　ルーザは立つと、ドレイクの前のコップに茶をそそいだ。これがラース・ワウの流りゆう儀ぎである。食後のこの時間だけは、召めし使いはいない。

「でも、不思議でありますな？　地ち上じよう人びとのショット殿どのが降りた頃に、ギィ・グッガが北から攻せめ寄せてくる……殿とのの御運でありましょう。これらを従えて、バイストン・ウェルの世界を平定せよという……」

「ああ……悪い運勢ではないと思っている」

「世界が殿に与あたえたものでありましょう。でなければ、わたしとて苦労は買いませぬ……」

「そうだな……では、仕事に戻もどる。奥おくの仕切りは、くれぐれも頼たのむぞ」

「はい、それにつきましては、アリシア様のご配はい慮りよには、本当に頭がさがります。わたしは、それを引き継つぐだけでございますから、易やすいものです」

「ン……」

　ドレイク・ルフトは、生返事をして居室を出た。

　ドレイクは、ルーザに一いつ切さい借りはないのだが、ルーザに精神的に負けている部分があることを自覚していた。

　と言うよりも、ルーザがそのような種類の女性であるからこそ、先妻のアリシアの後の妻としては、彼女しかいないと選んだのである。

　遊ぶ相手には不自由しないのが、この国の王である。となれば、妻とする女性は、ドレイクを鼓こ舞ぶする女でなければならないのである。

　ドレイクは、そういう妻なら、自分の野心を育ててくれるだろうし、また、自分は王であることに満足して無む為いに過ごすこともなかろうと考えたのである。そういう女性を選ばなければ、古来、王たるものが国を食いつぶすという愚ぐを、自分もくりかえすだろうと自覚しているのでる。生き真ま面じ目めといえた。

　その意味でいえば、アリシアは、ドレイクにとって危険な女性であったのは、彼女があまりにできすぎていた女性であったからだ。

　家事一切を切り盛もりし、城全体の経済一いつ般ぱんにも気を配って、適切な忠告をしてくれた。彼女に任せておけば、アの国全体が安心できたのである。

　それは、ドレイクに平和時の治世のあり方を教え、ドレイクの評判もあがった。

　しかし、ギィ・グッガに代表されるガロウ・ランの跳ちよう梁りようが始まってからは、ドレイクも軍の前に出て、防戦することを余よ儀ぎなくされた。

　このような時代には、アリシアの温和で思し慮りよ深ぶかい性格は、ドレイクの腰こしを折る結果を招く。

　つまり、軍事行動によって勝利を得なければならない時には、往々にして、強きよう攻こう策さくをとらざるを得ない。そんな時代には、アリシアの優しさは、時に優ゆう柔じゆう不ふ断だんな決定につながった。

　つまり、アリシアの存在が亡国を呼ぶと、ドレイクは感じはじめていたのである。

　それで、ルーザの気の強さと進取の気象を、ドレイクは自分のものにしようとしたのである。ドレイクに野心が出てきた証しよう拠こでもある。

「ご苦労」

　ドレイクは執しつ務む室で、まず待たせておいたショットと謁えつ見けんをした。

「首しゆ尾びはどうだ？」

「これから、オーラ・マシーン部隊が訓練に出ます。その時、一機のドーメをガロウ・ランと接せつ触しよくさせます」

「ン……全員が惨ざん殺さつされることはないだろうな？」

「それはありますまい。ギィ・グッガが、カットグラを修理したいと考えているのは、信じて良いことでありましょう」

「カットグラの奪だつ還かんを期して、ギィ・グッガの本ほん陣じんをたたく用意はさせているが、問題は、ギィ・グッガの本陣の場所だ。これが摑つかめんな……」

「はい、カットグラのあるところにギィ・グッガの本陣があったにしても、彼の全戦力ではありますまい……いかがなさいます？」

「ギィ・グッガのことは、カットグラ奪還部隊に任せて、見ていろというのか？」

「ハッ！」

「わかった。貴き公こうの考えは聞いたが、戦略を立案して実行するのは、儂わしの仕事だ。以後は……」

「ハッ！　口が多かった分については、ご容よう赦しやを……」

「いいさ……さて……」

　ドレイクは大おお様ように答えてから、つづいてオーラ・マシーンの生産についての報告を聞き、戦術面についてのショットの協力を促うながす。

「……兵の迅じん速そくな輸送が急務であるとの仰おおせはごもっともであります。自分も前々から考えておりますが、もう少し、時間が必要であります」

「輸送機の図面の作成だけは、すすめてくれ。現在のオーラボム・ドーメを輸送用に改造する手段はあろう？　武ぶ装そうを外せば、小隊を移動させることはできるはずだ」

「問題は馬であります。これを移動させることに、かなりのエネルギーが必要です」

「そうだ。そうだ……。しかし、急ぐ。少ない軍を広く展開させるわけにはいかんのだ」

「はい……」

　ショットが退出した後、ドレイクは、会うべき人々に次々に面談していった。

　地方にまで広く軍を展開させているので、それによって起る領民との問題が多くなっているのである。それらの解決策を指示することをはじめ、仕事は山ほどあった。

　軍のほうには、ギィ・グッガの軍の動きについての情報収集を督とく促そくしなければならない。

　今日の秘密の作戦は、あくまでも隠おん密みつにすすめなければならないのだが、これは、バーンとショットに任せておけば良い。

　ギィ・グッガが本ほん陣じんをすえている村は、国境を深くはいった山間部にあったのだが、いまだ、ドレイク軍は、その所在を摑つかんでいない。しかし、ガロウ・ランが接せつ触しよくしてきたからには、ギィ・グッガが国内のどこかに潜ひそんでいるという推測が成り立つのだが、人心にあたえる影えい響きようを考えれば、この情報は公表できなかった。

「強きよう獣じゆうの動きが目もく撃げきされた点をつないでいけば、敵の主要な部隊の所在地がつかめるはずである！」

　その日もドレイクは、何度か将官たちに大きな声を出して、隠おん密みつ作戦を覆おおい隠かくす配はい慮りよをした。




「マーベル様」

　ニー・ギブンのひそやかな声を聞いた時、マーベルはまだ乾かわき切っていない髪かみにイライラしていた。

「ご用？」

　わざわざドアの前に立って、マーベルは訊きく。

「いえ、別に……」

「なら、後にして下さいません？」

「…………」

　ドアの向うに未練がましいニーの気配がのこる。動こうとしない。

『こんな朝早くから……』

　タオルといっても、それほど吸きゆう湿しつ性せいの良いものではない。マーベルは、髪を挟はさんだタオルをパタパタと叩たたきながら、

「なんなのです？」

　と、またドアに振り向いて聞いてしまう。

「すぐに訓練飛行が、始まりますので……」

　ニーの関係のない言葉がドアの向うで揺れる。

　マーベルは、自分の室内着が乱れていないのを確かめてから、タオルで髪をつつむようにしていく。そのあいだも、ニーはドアの外に立ったままでいるのがわかって、マーベルにかすかな喜びを感じさせる。

　マーベルは彼の声と姿がどこか記き憶おくにあったために、抵てい抗こう感かんがなかったこともあるが、それよりも、自分が鬱うつ々うつとしているのが厭いやになりはじめていたので、ドアを開いたのだ。

「……ああ……！」

　ニーが感かん嘆たんの声をあげる。

　マーベルは、それには微び笑しようなど見せない。

「こんな恰かつ好こうなんです。失礼でしょう？」

「申しわけありません。本当に……しかし、当分、お会いできなくなると思いまして……お元気で……」

「訓練で、遠くに？」

「はい……当分……お達者で……」

　ニーはまたそう言うと、両手をフラリとさせて、背中を向ける。

「ニー……？」

　マーベルは思わず身を乗り出して、ニーの腕うでを取る。

「会えなくなるのですか？」

「わかりません。任務です」

　マーベルは、ニーの前にまわって、

「会いたくなるわ。きっと……ご無事で！」

「あ、ありがとうございます。マーベル様……」

「いいから。マーベルで……きっとよ！」

「はい！　そう言っていただくと、勇気が湧わきます。行ってまいります」

　ニーはマーベルに微笑を見せると、無理矢理腕を払うようにして離はなれていく。

　ニーのうしろ姿を見送りながら、マーベルは自分に別れの挨あい拶さつをしてくれるような異性がいたということに、胸のつかえがとれたような気がした。理屈で考えると妙な感触なのだが、

『わたしは……バイストン・ウェルで生きる覚かく悟ごがついたのかしら？』

　そういう納得感に、円柱の陰に見えなくなる瞬間のニー・ギブンの姿に思いを投げ掛けられたのだ。




　ニーは、自分がおかしいほど興奮しているのがわかる。

『マーベル様が、ようやく自分に声をかけてくれた……』

　それだけのことが、こんなにも自分を興奮させるのかと思うと口惜くやしい気がしないでもない。しかし、これで良いとも思う。

「絶対に任務を果して帰ってくるぞ！」

　ニーの独ひとり言ごとは、声が大きかった。

「どうしたんで？」

　マッタ・ブーンが、憂ゆう鬱うつそうに訊きいてくる。

「覚悟をする以外ない。勢いをつけなければ、ガロウ・ランに負ける」

　そう低く断定してみせながらも、ニーは弾はずむ心に大きな上体を揺すった。

　この日の早朝、ニー・ギブンのクルー、マッタ・ブーンとキチニ・ハッチーンは、バーンに呼び出された。そして、もうひとり、機械の館やかた付きのメカニックマン、イットー・ズンという新進の技師もいた。

　彼らは、バーンから、ガロウ・ランに接せつ触しよくして、カットグラを奪だつ還かんする作戦を命じられたのである。

　ニーたちは、ジョクを含ふくめたほかの将兵に、この作戦を教えることを禁じられた。

「ほかの騎き士したちに動どう揺ようを与あたえるのは面おも白しろくない。それと、ニー、貴公の罪は、まだまだ払ふつ拭しよくされているとは思えぬ。ゆえに、この任務をあたえるのは、ドレイク様の御ご配はい慮りよである。この作戦が成功すれば、貴公は真実潔白の身になり、今後の憂うれいはなくなろう」

「ハッ、ありがとうございます」

　ニーは、黙って答えざるを得ない。

　バーンは、先に、ニーがラース・ワウに報しらせることなく地ち上じよう人びと、田た村むら美み井い奈なを匿かくまったことをいっているのである。

「墜つい落らくと見せかけて、ハラン河のこの曲ったところに着陸する。そこに待つガロウ・ランと合流して、カットグラのある場所に移動。そこで、カットグラを修理したら、機を見て脱だつ出しゆつしろ」

　そのために今日の訓練には、メカニックマンのエキスパート、イットーを同乗させるというのである。

「行くぞ！」

　ニーは、ブリッジに立つコ・パイロットのキチニのコールを待って、ドーメのプラットホームから発進のコールをかけた。

　先行するドーメ部隊を追って、ニーのドーメが離り陸りくすると、バーン、ガラリア、ジョクのカットグラが、十二機のオーラボム・ドーメを追って飛ひ翔しようした。

　麦の穂ほをそよがせる風を乱しながら、田畑に立つ人々の喚かん声せいをうけて上じよう昇しようしていくそれらの機械の光景は、すでに、ラース・ワウの日常的な風物になっていた。

　ことに、ヒトデに似た四本のフレキシブル・アームを揺ゆらしながら飛行するオーラボム・ドーメの姿は人気があった。

　海を知らない人々にとっては、海に住むヒトデに似ているというドーメは羨せん望ぼうの対象になっていたのであろう。

　アの国、強し！　ギィ・グッガ、なにするものぞ！

　その風説は、すべてこの機械の飛行する姿によって証明されていると人々は信じていたし、ほかの国々の商人や軍人たちにとっては、偵てい察さつするだけの価値のある光景になっていた。

　しかし、これらの機械を操縦する騎き士したちから見れば、決して満足できる結果を手にいれているわけではない。

　そのために、訓練飛行は、苛か酷こくを極めた。今日の訓練飛行も正規の教科のものである。

「調子がいいだろう？」

　マッタが、カットグラの製作にもあたっているメカニックマンのイットー・ズンに振ふり向いた。

　中年以上のスタッフがいないのが、この国のメカニックマンの現状である。若いイットーは、口も動かさずに、ただ頷うなずくだけだ。

「……貧びん乏ぼう籤くじなんだよな……」

「言うなよ！　騎士ジョクが、厄やつ介かいになった騎士なんだから」

　キチニが不満そうなマッタに、ニーのことをいった。

「こっちだって、こんなものが発明されなければ、もともとはガロウ・ランと斬きり合う覚かく悟ごをしていたんだ。機械に乗れただけでも、ありがたいって思わなくちゃな」

　キチニは、ジョクに世話になっていたから、そのジョクが剣けん術じゆつを指し南なんしてもらっているニー・ギブンには礼を尽つくさなければならないと肝きもに銘めいじている若者なのである。

「俺のような鍛か冶じ屋や上りが、なんでガロウ・ランに会いに行かなくちゃならんのです……」

　それでも、イットーは愚ぐ痴ちを言う。

「そんならさ、なんで、オーラ・マシーンをつくる仕事なんかしたんだ？」

「そりゃ、機械に興味があったからで……」

「それがおたがい様って奴やつじゃないの？」

　彼らを乗せたドーメは、訓練空域に来ると編隊飛行から、カットグラを中心にした戦せん闘とう隊形の訓練にはいっていく。ジョクが提案した隊形からの侵しん攻こうと、戦闘パターンの訓練である。

　三機のカットグラは、それぞれ三機ずつのドーメをしたがえて、侵攻、敵の探知、攻こう撃げきの幾いくつかのパターンの訓練にはいる。

　その光景は、遠くから見れば、ただ蠅はえに似たものが、右に左に降下し、上じよう昇しようしている遊びにしか見えない。

　それを遠望することができる森の一角に、ブラバの一統が伏ふせていた。

　彼らは、バーンと別れるとすぐにあの小屋を離はなれて、約やく束そくの場所に移動を開始したのである。

　しかし、本能的に護身術にすぐれているガロウ・ランたちは、追っ手を警戒することも忘れてはいない。

「……兵隊の影かげはない……」

「誰もいない。土を掘ほっている奴がいた」

　それらの情報を分ぶん析せきしたブラバは、ビダとトレンに自分の考えを口にした。

「あの男、バーンは、本当に我々に機械をくれるつもりだ」

「……機械を囮おとりにして、俺たちを摑つかまえるつもりじゃねぇな……」

　ビダもようやくブラバの考えが正しいようだと納なつ得とくしている。

「川に出る道を偵てい察さつだ！　ナラっ！」

　ブラバは、テッテァ、モドド、ナラの一行をドーメと合流する場所に先行させた。







　14　接せつ触しよく







　編隊訓練が終ったところで、バーンは、左右につづくジョクとガラリア機に、上じよう昇しようの指令を出した。

「ジョクほどではないが、四千メートルを超こえたい！　いいか！」

「望むところだ」

　ガラリアは、高度を試したことがない。

「頭が痛くなるぞ。気持ちも悪くなる。無理は、駄だ目めだ！」

「了りよう解かいだ！　ジョク！」

　ドウッ！　三機のカットグラは、上昇に上昇をつづけて、十分ほどで高度三千メートルを超えた。バーンは、そろそろニーのドーメが、予定のポイントに脱だつ出しゆつする頃だと判断して、わざわざ訓練項こう目もくにない飛行をしたのだ。

　バーンは、今回の作戦をガラリアやジョクに知らせることを嫌きらっていた。

　表向きの理由は、余計なことにふたりの頭をわずらわせたくないということなのだが、それは違ちがう。

　バーンとショットにはまったく別の目もく論ろ見みがあって、今回の作戦を実じつ施ししているのだ。その真の目的は、ドレイクにも知らせてはいない。

　うまくいけば、こうしたいというふたりだけの〝予定〟が合意されていたのだ。

　それがあるからこそ、ガラリアやジョクに『カットグラ奪だつ還かん』という表向きの作戦も知らせたくない心理が、バーンに働いているのである。

　上昇を続けていたバーンのカットグラの機首、というよりもその頭部が下がり始める。

「高度四千！　凄すごいものだ。これならば、強きよう獣じゆうの上に出られる！」

　バーンは、多少、眠ねむ気けを感じたものの、この冒ぼう険けんの面おも白しろさに感動していた。彼は、結局、ジョクやガラリアよりは生き真ま面じ目めで、こんなことひとつも、勝手にやることはなかったのだ。

　バーンのカットグラは、背中に装備されているトンボの羽根に似た四枚の羽根を機体にそってピタリと後退させると、滑かつ空くうから落下にちかい状態になる。

　ジョクとガラリア機もそれにならって落下を開始する。

　刷は毛けで刷はいたような薄うすい雲をなんども突とつ破ぱして、その三機の降下は続いた。

　カットグラの左手というべきところには楯たてが装備されているのだが、それも今は、機体に寄せられていたし、右手に握にぎられているマシン・ガンに似たシルエットのものも、右脚あしにそって収納されていた。

「時速！　七百八十キロッ！」

「まだだっ！　八百キロまでは、堪こらえろっ！」

「こっちの機体は、震しん動どうがないっ！　この調子じゃ、九百キロまではいくよっ！」

「冗じよう談だんじゃないっ！　音速を超こえるつもりかっ！」

　ジョクが雑音のまじる鉱石無線に怒ど鳴なる。

「オンソク!?」

　ガラリアは、音速という概がい念ねんを知らない。

「時速千二百キロってところだ！　この速度は、特別なんだよっ！」

「その説明は後で聞く！　ジョク！　八百まではいくぞっ！」

「いってくれっ！　それ以上はっ！」

　バーンの言葉に、ジョクは素す直なおにしたがうのは、機体の性能を確かめたいという衝動があるからだ。飛行機乗りを目指す性癖の悪い側面でもある。が、その衝動が地上界の航空機を発達させたのだが……。

　地上の光景が乱層雲の薄い層を抜ぬけた瞬しゆん間かんに視野一いつ杯ぱいに、厚い緑の色と大地の色をもって迫せまる。

「クッ！」

　ジョクは速度計を見ながら、両手につかんだレバーを力一杯引き、両方の脚あしで踏ふんでいたペダルに全身の体重をかけるようにする。コックピットを形成する内壁が震動してあえいでいるように感じた。

　ガガガガッ！　次に震動が機体全体をおそい、地上の光景がザーッと下に流れ出す。

「八百三キロっ！」

　ジョクは叫さけんだ。

　正面を先行するバーンのカットグラも機体を立て直して、そのトンボのような羽根をパッと左右に開いていく。強力なエアブレーキになる。

「ムッ！」

　ジョクもそれにならって左腕うでを動かし、自機の羽根を開いていく。そして、機体を左にひねって、ガラリア機を見た。

　それは、かなり遅おくれて上じよう昇しよう姿勢にはいったようだ。

「八百六十キロだっ！」

　勝ち誇ほこったようなガラリアの声が、雑音の多い無線をとおして、ジョクの耳をうつ。

「ガラリア奴め！　機体がバラバラになるぞっ！」

　ジョクは怒鳴りながらも、機体の性能には少しの不安も感じない驚き以上に、新たな問題が発生したことを考えずにはいられないのだ。

　三機は、再び編隊を組むと、帰き投とうを始めたドーメの編隊を追って、針路をラース・ワウにとった。

「まったく、反省がないな！　ガラリア」

　バーンの厳しい叱しつ責せきが飛んでいた。

「ないね。戦争をやっているんだ。気合いがはいっていなければ、勝てる戦いも勝てない。あたしはね、ドレイク軍の一員として、ドレイク・ルフトの期待どおりの戦果を上げていないことを反省している」

「わかるが……それでは、死に急ぐことになるのを心配しているんだ」

「カットグラの損失のほうが、心配なのだろう」

「なんとでも言え。ともかく、注意するに越こしたことはない」

「……フフ、あたしのほうが五十キロ速かった」

「そんな速度は強きよう獣じゆうには必要ないんだ。ガラリア。むしろ新しい問題が生まれたんだよ！」

　ジョクが、ふたりの会話に割り込んで、ガラリアを制した。

「なんだ？」

「フレイ・ボンムの炎ほのおの速度が弱いことだ。機体の速度に負けて、照準をとることができなくなる」

「計算できるのか？」

　バーンが問う。

「射程距きよ離り、三百メートルで十メートルはズレるな」

「えっ！　それでは、狙ねらうことなどはできない。接近して、とどめを刺さすしかない」

「そういうことだ」

「バーン、ドーメ部隊の無線……聞えないか？」

「ン……？」

　バーンは三機のカットグラの交信のあいだに、かすかにドーメ部隊の交信がはいっているのに気づいた。

「遭そう難なんしたドーメがあるらしいが……？」

　ジョクの言葉に、バーンは機先を制する。

「捜そう索さく部隊に任せてもいいが、位置の確認は我々の仕事でもある。ドーメ部隊には帰投させる。ガラリアとジョクはドーメ部隊の殿しんがりをとってくれ」

　バーンは、ジョクとガラリアを左右に散開させると、自分は低空を右に飛んで見せて、ニー機がガロウ・ランと合流する予定のポイントちかくに移動していく。ほかの誰にもガロウ・ランとの接せつ触しよくを目もく撃げきされたくないという意志はふたりには気け取どられないですんだようだ。




　ニーは、編隊飛行訓練が終ったところで、操縦不良を口実にして針路をかえていた。

「……どうした！　ニーっ！　針路がはずれているぞっ！」

　数度、大隊長からコールがあったが、そのたびにエンジンの不調を伝え、それでも帰投はできそうだと返事をしてみせた。

「大だい丈じよう夫ぶか！」

　ラース・ワウに戻もどらなければならないドーメは、すでに帰投のための直線コース上に乗っていた。

　オーラ・マシーンと言えども、生体エネルギーだけで飛行するのではない。

　燃料に相当するバイオ・リキュールを補ほ充じゆうしなければ、オーラを燃焼させることはできない。

「大だい丈じよう夫ぶです。最小消費速度で飛べます！」

　そんな報告をするあいだも、ドーメ部隊の本隊からどんどん離はなれていって、無線が使えなくなる。ガロウ・ランとの合流ポイントは、山が壁かべとなって電波が遮しや断だんされる位置にあったからだ。これも、バーンとショットの合議の結果である。

　ニーのドーメは川にそってしばらく飛行してから、大きく川が曲るポイントの上空に達する。

「味方に怪あやしまれないための芸当が、一番つかれるようだな」

　ニーはプラットホームに立って苦笑まじりにブリッジに言うのも、緊きん張ちようを隠かくすためだ。

　それでも、川と木々のあいだにガロウ・ランの姿を探す。

　川原かわらの一角に着陸できるだけの広さを見つけると、降下して、川原スレスレの高度で旋せん回かいしたのは、まだ迷いがあるからでもある。

「いたっ！」

　キチニが呻うめいた。声が震ふるえている。

「着陸する。覚かく悟ごしてくれよ……！」

　ニーはプラットホームのバーに取りつけてある操縦グリップを絞しぼりぎみにして、ドーメを川原に降下させる。

　ジャリジャリリッ！　オーラ・ノズルの息が砂利を四方に吹ふき上げ、四本のアームが砂利に食い込む。

「…………！」

　ニーやクルー全員が息をつめて四方を探るのだが、そこからは人影を見つけることができないのだが、文句を言う者はいない。身に一切の武器を携けい帯たいしていないことが、彼らをますます硬直させている。

「何もしないで殺されるなんて、御ご免めんだぜ……」

　言いながらもマッタ・ブーンが強がって、プラットホームのハッチから左右を見る。川の流れる音が、ドーメのブリッジを支配する。

　キョッキョッ！　甲かん高だかい声を上げて数羽の鳥が横切り、つづいてちかくで枝が鳴る音がする。

「天の者たちよ！」

　イットーが両手を胸にあわせた時、川沿いの木々のあいだを飛ぶ動物の影かげが見えた。

「メゥだ……」

　猿さるに似た動物である。

　ニーはひとりプラットホームに身体からだを晒さらしている緊張のために、全身に脂あぶ汗らあせをうかせ胃がキリキリと痛み始めるのを実感する。

　ふと、正面の木の下に人影が立っているのに気づいた。

　メゥの動きに気をとられて見み逃のがしていたのだ。

「ガロウ・ラン……？」

「ヒッ！　ヒヒヒヒッ……」

　醜しゆう悪あくな形ぎよう相そうをしたビダだ。彼は肩かたを揺ゆすって笑うと手を上げる。巨大に見えた。

　それを合図に、数人の影が森のなかから躍おどり出る姿はメゥのように素早い身のこなしで、全身から汚お臭しゆうを放つ者たちだ。

「ニー・ギブンかっ！」

　アクセントが違ちがう呼びかけに、ニーは目を走らせた。ガロウ・ランたちの一番うしろに、あの地ち上じよう人びとがいた。

「……!?　トレン様!?」

　ニーは、ガロウ・ランに混じって地上人がいるという事実をなかなか了りよう解かいできない。

　むろん、バーンからトレンの存在は聞いてはいても、地上人は聖なる存在である。その人が、ガロウ・ランと一いつ緒しよにいる光景は、ニーの眼には奇き妙みように映るのだ。マーベルを救出した時の光景とまるで雰ふん囲い気きが違っていた。

「全員を乗せる。しかし補給物資があるはずだ！　それを先に積みこむ！」

「あ!?　ああ！」

　トレンが、ブラバとビダを制したようだったが、彼らはそんなことに構ってはいない。

　ガロウ・ランたちはドーメに駆かけよると、フレキシブル・アームにまたがったり、機体の装そう甲こうを叩たたいたりしはじめた。かなり興奮していた。

「ドアを開けっ！」

「しかしっ！」

「任務だろ！　ガロウ・ランには言いきかせるんだ。機械には一切触ふれるなってなっ！」

　ニーは怒ど鳴なった。展開をひとつまちがえれば、自分たちの死につながるのである。

　今は、ただガロウ・ランに従ってみせ、しかもやるべきことはやってみせるしかないのだ。そのためには、開き直るしかない。

「ギャババッ！　機械だっ！」

「ドハハハッ！」

　ガロウ・ランたちは歓喜の声を上げて、ブリッジに押おし入り、中にいる三人を舐なめるように睨ねめまわして、武器の有無を調べた。

　そして、ブラバとビダは、ニーの立つプラットホームによじ上って来る。

「……機械か！」

「いいか。カットグラの補給物資を積むんだ。物資があるはずだ！」

「確認している。ニー！　あの森の木！　腰こし回まわりに白いペンキが塗ぬってあるところ！」

　トレンの言葉に、半信半疑のままニーはバーを乗り越こえて、その木の下に駆かけ寄る。

　カットグラの補修部品とリキュール缶があった。

「マッタ！　キチニッ！　イットー！」

　クルーはドーメの中ではしゃいでいるガロウ・ランたちを背にして、つぎつぎに補給物資を運びこんでいくしかない。ガロウ・ランたちは、そのコモン人の働きをドーメの機上から見下ろすだけだ。

「フン！　面めん倒どうなんだな？」

　仕事を終えて、ようやくプラットホームに上がってきたニー・ギブンに、ブラバが難しそうな顔を見せる。

「機械というものは、こういうものなのだ」

　ニーはバーの操縦グリップがブリッジの神経索と連動していることを確認すると、

「離り陸りくするが？」

　プラットホームは、ニー、ブラバ、ビダの三人に占せん領りようされて身動きもできない状態で、ふたりのガロウ・ランの体臭に辟へき易えきしながら、ニーが号令する。

　トレンは足をブリッジ中央のバーに乗せたまま、ハッチからプラットホームに上体を突つき出すようにして立ち、三人の足のあいだから、外を見るようにしていた。

「飛ばせろ！」

　ブラバが、ニーに命令した。

「何人乗ったんだ？」

「ガロウ・ランは、九人だ」

　トレンがニーの足元から怒ど鳴なる。

「ちゃんとブリッジにはいっているのか？　落ちても知らんぞ！」

　そんなことを気にするブラバやビダではない。

　彼らは、ブリッジのサイド・ドアの外についているバーにしがみついてはしゃいでいるふたりのガロウ・ランに気づいていたが、何の注意もあたえない。

　ニーは、ゆったりとドーメを浮うかせていく。

「ヒヤーッ！」

　定員オーバーのところに、カットグラの補修資材と補給物資を積みこんだのである。ブリッジのサイド・ドアの外のバーに摑つかまったふたりのガロウ・ランは悲鳴を上げたが、ブリッジに潜もぐりこめるスペースなどはない。

「飛んでるのかっ？」

　ブラバとビダは啞あ然ぜんとした表情で、移動し始めた森と川を見下ろしている。

「どこに行けばいいんだ」

　ニーは、トレンに聞いた。

　ブラバたちは感かん嘆たんして、移動している四方の光景を眺ながめるだけで、ニーが何をしているのかを確かめもしなければ、飛行方向など全く気にしていない。

「わからない。方向が読めない」

　三人の脚あしのあいだから景色を見ているトレンにも、どの方角に向っているのか想像のしようがない。

「……川にそって、上流に向ってみよう。慣れれば、方位も摑めるだろう」

　ニーは子供のように喚かん声せいを上げるガロウ・ランに左右から身体からだをぶつけられ、いまいましいだけだ。

「高度はとるな。高度が低ければ、連中だって方向は読めるはずだ」

　しばらく川にそって飛行する。

　ガロウ・ランたちの感動もようやくおさまりかけてくると、

「手て前めえェッ！　どこに行くっ！」

　ブラバが吠ほえた。

「行く方向を教えてくれていないっ！　教えろっ！　どこに行けば、カットグラに会えるのだ！」

　ニーがブラバに怒鳴り返す。気合いの勝負しかないと覚悟したからだ。

「どこに行くか、知らない？　なぜだ！」

「教えてくれてないっ！」

「ギィ・グッガのいるところだぞ！」

　ブラバは怒おこってから、ようやくコモン人にギィ・グッガの本ほん陣じんがある村を教えていないことに気がつく。

「……知らねぇ？　そうかっ！　知らねぇかっ！　ガッハハハハ……！」

　ブラバはひと笑いしてから、周囲を見回したが、はじめて見る上空からの景色に、自分たちのいる場所を摑つかめないようだ。

「ビダ！」

　ブラバは、呆ほうけたように下に流れる光景を見つめていたビダの背中を叩たたくと、

「ギィ・グッガは、どっちだ？」

「ヌゥ？」

　ビダもしばらくは、自分たちのいる場所がどこか探るようにしてから、ようやく、

「あれだな？」

　ビダとブラバは、山の形を観察して、やがて川の右に当る方向をしめしてくれる。

「この向うだ。飛べ！」

「よし！　落ちるなよっ！」

　ニーはひとりでもガロウ・ランを振ふり落したい衝しよう動どうに駆かられていたのだが、気持ちとは反対の言葉を口にした。

　ニーは、ドーメを加速させて、やや高度をとる。

　ブリッジのサイド・ドアのバーにとりついているガロウ・ランたちは、速度を増したドーメの動きに、喜んで手足を振り、奇き妙みような喚かん声せいを上げつづけた。

　誰かが落ちて、森のなかに消えたその身体からだが粉ふん砕さいされている様を見なければ、落下の恐きよう怖ふなどは感じない連中なのだろう。

　ブラバでさえ、

「ウーオーッ！　ホホホホホッ……！」

　満面に笑みを浮うかべて、顔に当る風の快感に酔よっていた。
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　トレンは、ガロウ・ランたちの脚あしのあいだから、屛風びようぶのように迫せまってくる山やま肌はだを見ていた。頂上の禿はげぐあいから、ギィ・グッガの本陣にちかいことがわかる。

　あのサラーン・マッキに会えるかと思うと、トレンは、身体からだの芯しんが熱くなるのを感じないではない。

『ガロウ・ランたちは気持ち悪いが……その気持ち悪いガロウ・ランにさえ嫌きらわれているフェラリオ……魔ま女じよだって言うのか……』

　が、トレンはサラーンを忌いみ嫌うべき存在だとは思わない。フェラリオを忌み嫌うのは、人種差別に似た意識の違いが思わせる偏へん見けんだとトレンは考えるのだ。

　トレンは、このバイストン・ウェルの重層構造世界がなにを象しよう徴ちようしているのか、ようやく思い当ったのである。

　認識の違い、時代の違いが、世界を縦の重層構造にしているのだ。

　そう考えれば、たとえば、ガロウ・ランの地の世界は古代であり、コモン界は中世、そして、地上世界は現代、ということになる。

『ヨーロッパの魔女伝説は偏見であったし、あのフランス革命の時のロベスピエールだって、まだまだ近代思潮に染まっていなかったから、平気で恐きよう怖ふ政治をしたんだ。そういう認識論と同じようなものだ』

　だから、ガロウ・ランたちがフェラリオに持つ嫌けん悪お感かんには、意味がないと思うのだ。

『あのとろける身体を愛することができる……』

　それが喜びでなくて、なんであろう。

　トレンは、まだ危険が待っているとも知らずに、そう思い込んでしまう。

「ガハハハ……！　あれだぞ！　あれが、俺おれたちの陣だッ！」

　トレンの足下で、ガロウ・ランたちの喚かん声せいがあがった。

「あっちが、あたしたちのとこだ！　こっちがギィ・グッガの陣かい!?」

　空中から自分たちの住すみ処かを見下ろせる面おも白しろさに、ガロウ・ランたちの喚声は飽あきずにつづく。

　機体がかしいだ。

　山やま肌はだが上へ上へと走って、そして、次に谷間がガロウ・ランたちの脚あしのあいだに滑すべりこむ。

　そのあいだに、巨きよ大だいな影かげが間近に走る。ハバリーだ。

「ミュランッ！　俺たちだぞっ！」

　ブラバとビダの怒ど声せいがトレンの頭上で弾ける。

　数頭のハバリーが、ニーたちのドーメの周囲を旋せん回かいして警戒して容易に敵意を消すことをしない。

　ギャッ！　キャハッ！　ハバリーの鳴き声が空を切り裂く。

「どかせろっ！　攻こう撃げきしてくるぞっ！」

　ニーが狼ろう狽ばいしているようなのだが、トレンにはその状じよう況きようが良く見えない。

　ギハッ！　その一声がドーメの頭上を襲おそう。

「うわっ？」

　トレンの身体からだが半分ほど浮ういた。ドーメが一気に降下したのだ。

　別のハバリーがドーメをかすめる。

「うわーっ！」

　右手で悲鳴が上がった。ブリッジのサイド・ドアのバーに摑つかまっていたガロウ・ランのひとりが落下したらしい。

　トレンの視界からも、ドーメの右後方に落ちていくガロウ・ランの姿が流れ、その背後にギィ・グッガが陣を敷しいている村が見えた。

「落ちたぞ！　俺の責任じゃないっ！　強きよう獣じゆうをどけろっ！」

　ニーはブラバとビダに怒ど鳴なり、ドーメを急速に降下させていく。

「俺たちがいる！　退さがれっ！　退れっ！」

　ブラバとビダをはじめガロウ・ランたちは、ハバリーに乗った戦士たちに怒鳴り散らし、ブリッジのドア際に立ったガロウ・ランのなかには、矢を放つ者もいた。

「どこに降りればいいんだ！」

　ビダは、ニーの怒鳴り声に村を見下ろす。

「ブラバ！」

「知るかっ！　機械を置く場所があるのかよ！」

「ニー！　川が見えるか！　村の中央あたりに川沿いの広場がある！　川が曲っているところだ！」

　トレンは、ブラバの脚あしのあいだから乗り出すようにして怒鳴る。

「あれか……！」

　ドーメの速度が遅おそくなり、トレンにも村が見えるようになる。

「そうだ。この下だ！　向って右の岸だ。背の高い小屋がある。そこにカットグラが置いてある」

「了りよう解かいした！」

　ニーはドーメの機体を水平にして、ハバリーが接近してこないのを確かめると、その広場に侵入するために降下姿勢をとる。ハバリーの群もどうやら後退しはじめたようだ。

「ミュラン奴め！　あとで叩たたきのめしてやるっ！」

　ビダは真赤になって拳こぶしを空に向って振ふり廻まわしながらも、村の家々の陰かげにガロウ・ランの姿が見えはじめると、己おのれの姿を誇こ示じするように両手を振りはじめる。が、見上げるガロウ・ランたちの険悪な形ぎよう相そうは、ドーメの動きをジッと見守るだけだ。

「ブラバだ！　機械を持って来たぜぇ！」

　ブラバはプラットホームのバーに上体を乗せるようにして、周囲に怒鳴り散らす。それを見て、ビダも負けじと眼下の仲間に怒鳴りちらす。

「ブラバだっ！　ビダもいる！」

　そんな声が木々の陰から起り、ドーメを迎むかえる喚かん声せいがそこここから湧わきあがりはじめる。

　ニーはドーメの機体を川原の面に対して正確に水平に保ち、着陸する用意をととのえる。

　村の高みの道筋からも、ブラバたちの喚声に呼応してガロウ・ランの戦士たちの歓声が上がる。

　ズーゥン！　ドーメの胴体の車輪が川原の石に食いこみ、わずかに機体がかしいだ。

「ウワーッ！」

　ブラバの身体からだがプラットホームのバーから離はなれ、くるっと回ってブリッジの外壁に落ち、さらに川原へと転がっていった。しかし、敏びん捷しような彼は、ヒョイと立ちあがると、

「ギィ・グッガに伝えろ！　機械が来たぜぇ！　機械を直すコモンも連れてなっ！」

　ブラバの言葉など、誰も聞いてはいなかった。

　興奮して駆かけ寄るガロウ・ランたちは、あっと言う間にドーメを取り囲み、降りようとするナラたちを遮さえぎって、騒さわぎたてる。

　それでも、勝ち誇ほこったように左右を睥へい睨げいするビダのおかげで、プラットホームに上がってくるガロウ・ランはいなかった。

　ようやくプラットホームに上がったトレンは、ニーの脇わきに立ってビダと笑いあう。

「……こんな国境の内うち懐ぶところ深く、ギィ・グッガの軍が侵しん入にゆうしていたとはな……」

　ニーは、そんなトレンの耳元で呻うめくように言った。

「そういう村なのか？　ここは」

「これを知ったら、ドレイク様は愕がく然ぜんとなさいましょう。確かに、このバミルゥの山々はアの国の者には苦手なところですが……まさか、こんなところにガロウ・ランの軍が……」

「そのまさかだよ。ギィ・グッガは、あんたらが思っている以上に狡こう猾かつな種族だぜ」

「そうらしいですな……」

　ニーは、ドーメの周囲に集まって来た異い形ぎようの人々の群を見まわし、額ひたいの汗あせを拭ぬぐうしかない。まだガロウ・ランの心理的変化が起っているとは想像もつかないのだ。

「我々は、どうすればいいんです？」

「まず、カットグラを直すことだ。そうすりゃ、逃にげ出せる」

　そう言いながらも、トレンはサラーンのあの白い陶とう器きのような肌はだを思い出していた。脱出行のことは、コモン人に任せればいいという楽観が頭をよぎっているのだ。

「ラース・ワウの軍がここまで来るには、三日はかかります。それまでに直せなかったら、我々も攻こう撃げきを受けることになる……」

「空くう襲しゆうだったら、今夜にもやられるぜ」

　ニーの心配などは他人事のトレンは形だけ応こたえる。

「そこまでの力はまだありません。我々が、一気に飛んで来られたのは、補給ができたからです」

「そりゃそうだが……」

　トレンはサラーンが監かん禁きんされている谷間のほうを見上げながら、腹のなかで嘆たん息そくしていた。カットグラの修理がおわったときに、素早くサラーンを救出できるように方法を考えておかなければならないと思いついたのだ。

「騎き士しニー！　どうすればいいんです！」

　下のブリッジから、マッタ・ブーンが堪たえきれずに聞いてきた。

「ここを降りよう。まず、カットグラを見せてもらおう」

「どこです！」

「目の前の小屋のなかだ。俺だって、直していたんだぜ」

　トレンはようやく現実的な問題に気づいて怒おこったように言うと、ブリッジに降り、集まっているガロウ・ランたちを怒ど鳴なりつける。

「トレンだ！　俺を殺したら、手て前めえらがギィ・グッガに殺されるぜ！」

　地ち上じよう人びとでありながら、ニーたちよりもガロウ・ランに慣れているというのは、ニーにとっては奇妙な現象に見える。

　トレンは、ドーメに這はい上がろうとするガロウ・ランたちを押おし退のけて、ニーの一行をカットグラを隠かくしてある物置小屋に案内していった。

「ほう！　意外と壊こわれていないじゃないか！」

　メカニックマンのイットーは、安心したような顔を見せた。

　その小屋は、冬に備えて、村中の飼かい葉ばの貯蔵所として使われていたらしい。木戸は壊れていたものの、カットグラを隠すに丁度良い高さがあった。

「墜つい落らくしたというから、もっとメチャメチャになっているのじゃないかって、心配していたんだ」

「部品は足りるか？」

「足りるな。あまるくらいだ」

　イットーの言葉に、一同はホッと息をつきながらも、競って目の前の機体の点検にはいる。

「苦労したようですね？」

　マッタはトレンが手を加えた修理箇か所しよを見つけて、感心してみせる。

「まったくね。なにも知らないにしては、凄すごいものですよ」

　マッタは装そう甲こうを継つぎ接はぎした箇所や、バイオ・マッスルをつなげるために、別の箇所からリキュールを補ほ充じゆうして接続した箇所を調べて、イットーにいった。

「ほう！　トレン、よく戻もどって来た」

　その声は、ギィ・グッガつきの宦かん官がんドーレブである。敵であるコモン人を目にしても動じる気配はない。

「仕事はすぐに始める！　いいな？」

「結構だ。あすには直るか？」

「…………？」

　ニーたちは、背中は曲っているが物静かなドーレブの顔を見て、これがガロウ・ランかと疑った。狡こう猾かつそうに見えはするものの、その表情には知的な輝かがやきがあったからだ。

「……どうなんだ？」

　トレンが不安そうに、木の足場に乗って、損傷を調べ始めたイットーの仕事をうかがう。

「無理ですよ！　完かん徹てつでやっても、四、五日はかかる！」

「飛べるようにするだけでいい」

　ドーレブが三和土たたきから追い上げるようにいった。

「それが、そのくらいかかるんです！」

　イットーは、カットグラのことになると頑がん固こで、ガロウ・ランだからといって遠慮がない。

「そのあいだに、アの国の軍が攻せめ寄せるかもしれん。一日も早く飛べるようにし、戦わなければならん！」

　ドーレブは、厳しくつけ加える。その言葉遣づかいはコモン人そのままの力があった。

「これで戦うのか!?」

「そのために、主ぬしたちを殺さずに運んだ。ギィ・グッガの命令だ。やれよ」

　ドーレブは垂れ下がったような眼で、一同をねめ回し、それから、カットグラを見やってから、

「今しがたここまで飛んできた機械を動かして来たのは、誰か？」

「わたしだが？」

「では、主は、機械の動かし方を教えろ」

「誰に？」

「あの女にだ」

　ニーは、ドーメの周囲で騒さわいでいるガロウ・ランたちに背を向けて、カットグラを見上げている女性を見た。

「…………？」

　ニーは眉まゆをしかめた。一見、コモン人に見える女性であった。太ってはいる。

「何者だ？」

「我らのなかにも、コモン人の文字が読める者もおれば、空飛ぶことを嬉うれしがる者もおる」

　ドーレブはニタッと笑って続ける。

「この機械のほうは、ブラバが動かす」

「ブラバ？　あのブラバがか？」

「奴やつはやってみたいと言っている。それに、貴き様さまたちが動かすのでは、我々は、敵を飼かうことになる。それはできん」

　理り屈くつはわかるが、ニーは抗こう弁べんせざるを得なかった。

「わたしは、まだカットグラの操縦はしたことがない。教えられない！」

「ケッ！　文字を読むヘレナァが言った。カットグラの動かし方を書いた本があった。違ちがうか？」

　ニーは絶句した。ガロウ・ランがどこまで理解しているのかわからないので、言葉を継つぐことができない。

「ヘレナァは、カットグラの腕うでを動かしてみた。トレンがいないあいだにな」

「本当かよ？」

　トレンが、ヘレナァと呼ばれるその女に訊きいた。

「トレンが腹のなかにはいって、動かした。だから、わかった」

　ヘレナァはゲルマン風の上着をまとい、タイツのようなものを穿はいていたが、足が短すぎるので、コモンではないとわかる。顔はひどい鮫さめ肌はだで醜みにくいが、太い眉まゆの下の瞳ひとみにはドーレブに似た知的な輝かがやきを見せていた。

　彼女はカットグラの操縦マニュアルを一同にしめしたのだ。

　ドーレブは、ヘレナァの自信に満ちた態度を満足そうに見やってから、トレンを指で招く。

「…………？」

　ドーレブの顔を覗のぞきこんだトレンに、

「サラーンは、貴き公こうとやりたがっているようだ」

　そう耳打ちした。




　ショットは、機械の館やかたの前の天幕の下で、ドーメ部隊の向う側に着陸してくるカットグラを見やりながら作戦の第一段階は、終了したと思っていた。

　オーラの光は落ちて、天には燐りん光こうが輝き出して、もう、今日の捜そう索さくはできない。

　ショットは、バーンに入れ知ぢ恵えをした立場上、今日のオーラ・マシーン部隊の動きを心配していたのである。

　バーンがショットの姿を見つけて駆かけ寄ってきた。

「発見できなかったようだな？」

「ハッ！　合流地点には、ドーメが墜つい落らくした痕こん跡せきはありません。うまくいったのでしょう」

　ショットは、バーンの報告を受けると、

「心配だな。ドーメがまた一機、戦いくさを前にして失われたか……」

　周囲の将兵たちに聞えよがしに言ってみせてから、天幕の前の椅い子すに座った。

「ああ……昨夜の貴公の報告のなかにあった、オーラ・バッテリーという提案……」

「ハッ？　トレン様のおっしゃった？……」

「うむ、彼はいいセンスをしているな。だいたい、パイロット・マニュアルだけを頼たよりに修理などはできない筈はずなのに、チャレンジしている……さすが地ち上じよう人びとの技師である」

　ショットは、周囲を警戒しながらバーンに教える。

「そうでありますか……」

「なんとしても、会いたいものだが……戻もどるか？　ガロウ・ランに取り込まれるか？」

「さて……？」

　バーンは、苦笑した。

　ふたりにとっては、どちらでも良かったはずである。

　しかし、今、ショットは、トレンの提案した技術的なアイデアに興味を持って、トレンに会いたいと言う。バーンは、その技術者の御都合主義を笑ったのである。

　戦争をやっている現在、ひとりの人間がこちらの都合どおり動いてくれるはずなどはない。

「ニーは、命を賭かけましょうが……」

　と、言いかけてバーンは口を噤つぐんでしまった。ジョクとガラリアが近寄ってきたのだ。

「騎き士しバーン！　リキュールの補給をしたら、もう一度捜そう索さくするぞ！」

　ジョクは、天幕の下に置いてある樽たるの栓せんを抜ぬいて、銅のコップに水を受けながら言った。

「無理だ！　空を見ろっ！」

「まだ、大だい丈じよう夫ぶだ。やってみる」

「ジョク、今、ニーのドーメが最後に発した通信の電波の方向を特定しているところだ」

「そうかい……？」

　ひとくち水を含ふくんでから、ジョクは、ショットとバーンを見くらべる。

　ショットは天幕の前の椅い子すに座って、前庭にならぶ十数機のオーラ・マシーンを見つめているだけに見えた。

　その姿は、自分のもたらした成果に自己陶とう酔すいしている技術者そのものといった風なのだ。

「…………？」

　ジョクのちょっとした疑問を感知したのか、ショットがヒョイとジョクを振ふり向く。

「なにか？　ジョク」

「いえ、なにか？」

「なにか気になるのだろう？」

「なにか？　と……」

　ジョクはコップを手にしたまま、ショットのかたわらに立つ。自分の感じたものがあまりに漠ばく然ぜんとしたものなので警戒はしない。

「……気になると言えば、ガロウ・ランが静かすぎることです。これまでの経いき緯さつから見て、ガロウ・ランは、このように時機を待つような知ち恵えは持っていないと伝えられていたのに……連中は、最後まで考えずにコモン界を蹂じゆう躙りんするものだと言われているのに……」

「そうだったはずだ。それがどうした？」

　ジョクは、またショットにテストされていると感じる。

「だから、これが本当のガロウ・ランの動きだとすると、変りますね？」

「なにが？」

「コモン界の歴史が、です」

「どういうことだ？」

　ショットは、久しぶりにジョクの言葉を聞こうとする態度を見せて、下からジョクを見上げる。

「ガロウ・ランも人権を主張して、コモン界に独自の地歩を占しめようとしているのではないかってね……自覚していませんでしょうがね、そうなるんじゃありません？」

「アメリカ合衆国のブラック・パワーが平等の民権をよこせというやつかい？」

「性質は、同じでしょう」

「……違ちがうよ。それを言うなら、もっと世界そのものの問題だと思うな……」

「どういうことです？」

「ン……ガロウ・ランはまちがいなくバイストン・ウェルの地の世界に生息するものだった。しかし、それが上の階層に進出してくるというのは、地上世界のブラックとホワイト問題とは違って、世界そのものが変ることを象しよう徴ちようしているのじゃないかな？」

「世界？　物理的なことを言っているんですか？」

「そうだ。文化史的な世界のことじゃない。たとえば、パラレル・ワールドだったものが融ハーモ合ナイズしてしまうといったことさ」

　ジョクは、ミハンが持ってきてくれた椅い子すに腰こしを下ろした。

　急速に周囲に闇やみの色が濃こくなっていった。

「極きよく端たんな言い方をしますと、バイストン・ウェルと地上世界がつながるとでもいうのですか？」

「ハハハ……想像力が逞たくましいな……そうだよ。ありうることだ。言ったことがあるよな？　バイストン・ウェルは地上世界の妄もう想そうの世界だと……」

「はい……考え方としてね？」

「そういう世界における変化とはなにかを、考えてみた。我々、地ち上じよう人びとが、こうも次々にバイストン・ウェルの世界に降りてくることもふくめて、バイストン・ウェルの世界は変ろうとしているのだ。なぜか？　バイストン・ウェルは地上世界とつながりたいのだ。なぜか？」

「……わかりません……」

　ホッと息をついて、ジョクは肩かたをすくめた。

「地上世界の妄想だけでは、バイストン・ウェルの世界を支えきれなくなって、この世界が、実際の地上人を必要としているからだ」

「サラーン・マッキのような天の力ではなくて？」

「あれだって、世界の代弁者さ」

「なるほど……それで……？」

「現代の地上人は確かに妄想はするが、現代の都市部で暮くらす人々の妄想というのは、本当の妄想、つまり病的な妄想だ。自然と隣りん接せつして暮す人々の恐おそれとか、自然と協調して創造された神話の類たぐいではない。イマージュじゃないんだな」

「ヘー、そうですか？」

「そうだよ。ホラー映画とかオカルト映画の類いにすぎん。偏へん執しつ狂きようの妄想だ。イマージュとしてピュアじゃないんだな。それでは、バイストン・ウェルを成立させる力にはならない。その危機感を抱いだいたバイストン・ウェルという世界の意思が、地上人にバイストン・ウェルの存在をしめすために胎たい動どうを始めていると考える……」

「そう考えると、最近、地ち上じよう人びとの降こう臨りんがつづいた理由も、アの国に地上人が集中して降りた理由もわかるというのですか？」

「そうは思えんか？」

「長いあいだ、バイストン・ウェルに住んだ方の考えです。ぼくには否定はできません。しかし、そのこととガロウ・ランの変化はどう結びつくのですか？」

「簡単じゃないか、我々が上から降りて来たんだ、下からの突つき上げだって、この世界は容認するだろう？」

「ハハハ……納なつ得とくがいきました。となれば、あのクスタンガの森に住んでいるという羽根つきのちっちゃな人、ミ・フェラリオが存在する理由も、同じですか？」

「ああ……ここの人々はクスタンガの丘おかと言うぞ」

「それ、なんなんです？」

「知らんよ。コモン界にある一種の結けつ界かいらしいが、見たことはない」

「嵐あらしの壁かべのむこうにある美しい森だそうですね？」

「丘だというぞ」

　ショットは、その言葉にこだわった。

　ジョクは言い直さない自分のズサンさを感じながらも、ショットの頑がん固こな一面を知って苦笑した。面倒な話に感じられても、しょせんは茶飲み話である。

「ドレイク様です！」

　伝令が駆けつける背後から、騎乗のドレイクが姿を現し、ショットは椅い子すから立ってラース・ワウの主人、ドレイク・ルフトを迎むかえる。

「捜そう索さく隊たいは、出したのか？」

「ハッ！　第二十八部隊を墜つい落らくしたと思える地点に出しましたが、まだ場所の特定ができません。判明しだい部隊を移動させ……」

　天幕の下で地図と首っ引きになっていた将官が答える。

「ン……明朝は、オーラが上りしだい、オーラ・マシーンを出動させいっ！」

「ハッ！」

　ドレイクは、ショットの前に立って、黙だまって頷うなずいて見せた。

「オーラ・マシーン部隊には、今日の捜索を終了させました。いまだ、ニーのドーメの行方ゆくえは確認していません」

「ご苦労……」

　ジョクはバーンの報告を耳にしながら、自分のカットグラのほうに向ったのは、最終的な整備点検をしておかなければならないからだ。

「ジョク、なにか妙みようだな？」

　ガラリアが、隣となり合わせに置いてある自分のカットグラの下から這はい出てきた。

「なんでだよ？」

「もう少し殺気立っていていいように思うのだが、みんなリラックスしている」

「ニーのことだ。遭そう難なんしたとしても、自力で帰ってくると信じているのだろう」

「それでかな？」

　ガラリアは、天幕の下でなにごとか協議をしているショットとドレイクを見やって、ショート・カットの髪かみを片手でかきまぜるようにする。

「髪、洗えよ！　土つち埃ぼこりが見える」

「おたがいさまだよ」

　ガラリアは、ニタッと笑いながらも、天幕の人ひと影かげの穏おだやかさを気にした。







　16　操縦の始まり







　トレンは土ど間まにはいると、上着の汚よごれが気になって、パタパタと両手で叩たたいて埃ほこりを払はらった。

　ガロウ・ランには、トレンに新しいものを着せようという発想はまったくないし、ニーたちは、作戦のことで頭が一いつ杯ぱいで、バーンに頼たのんだはずの着き替がえは持ってきてくれなかったのだ。

『……ギィ・グッガに呼ばれたってことは……サラーンのことが、バレているとは思えないのだが……』

　トレンはまたも不安にとりつかれていた。

　自分ごときを殺すのに、ギィ・グッガがわざわざ本人を呼ぶはずはないと思っても気持ちのいいものではない。

　薄うす暗ぐらい土間を警護するガロウ・ランは、十人。彼らはなんの感情も見せず、土間の隅すみにうずくまっている。

　待たされること数分……。トレンは、ギィ・グッガが、コモンの女を凌りよう辱じよくする光景を見なければならないのかという嫌悪感も湧わきあがるのだ。

『女を殺してみせるのも、ショウではなくって本気なんだものな……』

　トレンは、ノロノロと立ちあがったひとりのガロウ・ランの女を見つめた。彼女は、視線が合っても、まばたきひとつしない。

「トレン……！」

　ドーレブが土間につながるドアを開く。

　木の床ゆかに靴くつのまま上がって、ふたつほど部屋を横切る。案の定、その部屋の隅すみの暗がりには、手足を固こ縛ばくされたコモンの女がころがっていた。生きているのか死んでいるのか、確かめようはない。

『…………』

　ギィ・グッガの居室は、明るかった。四方の壁かべのガス灯が、部屋の中央にあるテーブルの上のものが読めるほどに輝かがやいている。

「…………？」

　はいって来たトレンに気づいて振ふり向いたのは、あのパイロット候補という女である。

　正面には、ギィ・グッガがだらしない姿勢で、熊くまの皮に似たものの上に座って、手にした素焼きの容器のなかのものを舐なめていた。

「トレン……明日には、カットグラを少しは飛ばせろ」

「ハッ？」

　トレンは、ギィ・グッガの口から出た思いもしない命令に戸と惑まどって、頭のなかで彼の言葉を反はん芻すうする。

「少し飛ばせろ！　ここを動く」

「そんな！　無茶です。今しがたようやく壊こわれた箇か所しよの点検をおえたところで、これから直そうっていうんですからっ！」

「ヘレナァがよ、全部直す。少し直す。この違ちがいを言った……手て前めえたちがもどった……アの国の軍がくる。だから、ここを動く」

　理り屈くつのつながりはわかる。

　トレンは、ギィ・グッガが状じよう況きようの全体を把は握あくして、こちらの目もく論ろ見みを承知の上で行動していることに気づいた。

「トレン、このヘレナァは、コモン人の血を受けた女だ。賢かしこいのだよ」

　ドーレブが補足した。

「しかし！　彼女には修理の程度はわからないはずだ。技師の見立てでは、数日はかかるんだぜ！」

　トレンは、前に使った手で切り抜ぬけようとして言葉をつづけたが、ギィ・グッガに遮さえぎられる。

「トレン。明日の朝、少しでもカットグラを飛ばせろ！　できないなら、貴き様さまを殺す」

「そんな、理り不ふ尽じんです！　無理なものは、なんとしたって……」

「貴様を痛めつければ、その技師とかいう男、修理を急ぐ」

　ギィ・グッガは、優しい声で断定した。それは、ニーたちがいれば、トレンの役割は必要ないと見抜いてのことであった。

「伝えます。伝えますが……」

「それでいいんだ。トレン……」

　ドーレブは、猫ねこ撫なで声で、トレンの退出をうながした。

「なんてこった……！」

　トレンは暗あん澹たんたる思いで、カットグラを修理している小屋につづく坂を降りていった。サラーンとの密会もなにも吹ふき飛んだということだ。

　左右を走る騎き馬ばの列があった。馬車が狭せまい村の道を上に下に動き始めて、ガロウ・ランたちが撤てつ退たいを開始したのだ。




「無理ですよ！」

　トレンの話を聞くと、ニーは即そく断だんする。

「少しでも飛ばせればいいんだ。ギィ・グッガだってそう言った。ほら！　ジャンプでもいいんだ。移動できればいい！　頼たのむ！」

　トレンは、ニーの前に膝ひざを折って哀あい願がんするしかない。

「いいですか!?　直しはしますよ。それがこっちの目的なんだから……その任務は遂すい行こうしますが、そのためには、時間を稼かせいでくれないと……。それが、ガロウ・ランとつき合いのあるあなたの役割でしょう！」

「つき合いなんてない！　ギィ・グッガは、人間的な感情など少しもないガロウ・ランなんだぞ！　頼む！　イットー！」

　トレンは、カットグラを修理するための足場の上に立っているイットーに駆かけ寄って、その膝に取りすがる。

「無理なんですよ！　無理っ！」

「マッタ！　キチニっ！　頼む！　なんでもするからっ！」

　トレンは、ふたりの前にまわって、次々と同じように哀願する。恥や見み栄えなど毛ほども持ち合せていないように見えるのだが、ニーたちコモン人にすれば、ガロウ・ランに捕らわれて辛しん酸さんをなめた者ならそうなるだろうとわかる。

　しかし、ニーはトレンを眼の端はしで見ながら、

「イットー、エンジンの出力だけはなんとか戻もどせよ。それと足の駆く動どう系けいを補強すれば、なんとかなるんじゃないのか」

「わかりませんよ。俺だって、こんなところに長くはいたくないんですよ。でもね！」

　イットーにも成算がある、とはいえないのだ。

　それに、彼は地ち上じよう人びとのトレンの命を救うために努力することを、生理的に拒きよ否ひしている気配もある。

「いいか、イットー！　ガロウ・ランに操縦を覚えられる前に、動かすんだ。そうしなければ俺たちは一生帰れなくなる」

「帰れますよ！」

　イットーは自分たちの問題とトレンのことを一緒にしていないから怒おこる。

「イットー、ガロウ・ランが操縦を覚えちまったら、俺たちはまったく帰れる見み込こみがなくなるんだ。俺は殺されるだろうが、お前は、一生、ガロウ・ランと暮くらすんだ」

「そんなこと！」

「ガロウ・ランが相手で、いいのか？」

　ニーは、入口にたむろしているガロウ・ランたちが、自分たちを凝ぎよう視ししているのに気づいて、

「だから！　ギィ・グッガの命令通りにやるんだ！」

　芝しば居いがかった大声を出して、イットーに命令してみせる。

「その男っ！」

　入口にたむろするガロウ・ランの群を押おし分けて入ってきたのは、ブラバだ。商人の変装を解き革かわ鎧よろいを身につけたブラバの姿は、まぎれもないガロウ・ランの戦士だった。

「機械を動かす者は、ここでは必要ないな？　外の機械を動かす。教えろ！」

「こんな時間にか？」

　ニーは慌あわてた。事態は、予想以上に早く進行している。

「ヘレナァが、言う。ドーメは易やさしい」

　またも、あの女が差さし出で口ぐちをしたのだ。

「その手で、俺もやられているんだ！　ニー！」

　トレンは足場から駆かけ降りて、ブラバの背後の闇やみのなかから出てきた女を指さした。

「あたしは、ヘレナァだ。ブラバに操縦を教えろ！　そうしなければ、あんたたち、みんなを殺す。命令にしたがえば、全員は、機械をつくる者として、ギィ・グッガが雇やとう」

　ヘレナァの凜りんとした声は、ニーたちに威い圧あつ感かんをあたえた。正確な言葉、混こん濁だくしていない意思の走り……。

「……ガロウ・ラン!?」

　ニーの呻うめくような質問に、女はフワッと頷うなずいてから、

「面めん倒どうなことはいい。飛ばせばいい。あとは、読んできかせる」

「りょ、了りよう解かいした」

「よーしっ！」

　ブラバは満面に笑みを浮うかべると、ニーの肩かたをドンと摑つかんで引き寄せ、ニーはその勢いのままよろけるようにして、闇の川原に鎮座するドーメに向う。

「ブラバ！」

　見張りの男女が、松たい明まつをかざしてふたりを追った。

「篝かがり火びをドーメの周囲に置いてくれ。輪にするんだ。そうしないと、上から地面が見えない！」

　ニーは、そんな初歩的なことから始めなければならない自分の境きよう遇ぐうを考えると、身の毛がよだち、このままドーメで脱出したい衝動にかられる。

　が、ニーは、村全体が夜の雰ふん囲い気きとは違ちがうことに気づいた。松明の明りが村の道筋に列をなしていたし、馬の走る音がそこここにこだましているのだ。

『ここを撤てつ退たいするというのか……？』

　トレンの恐きよう怖ふの意味が、多少わかってきたように感じられた。

『……バーンが言っていたように、ガロウ・ランの奴やつ、次々と戦い方を学んでる。動きが違うぞ……』

　ニーは、ドーメの周囲に篝かがり火びを用意させる指揮をとりながら、

『騎き士しジョクが言うとおり、この国は、なにものかを呼ぶ力があるんだ。それが世界の力とでもいうように……ガロウ・ランたちも、その力を受けて成長しているのか？』

　今夜の村の雰囲気を見れば、そう考えざるを得なかった。なによりも、このブラバとヘレナァというガロウ・ランが、そのことを証明しているように感じられる。

　ブリッジに上がったニーは、ガス灯の下で、操縦するために必要な計器と操縦グリップ類の説明をブラバとヘレナァにした。

「駄だ目めだ。覚えられねぇ！　動かせ！　それを見りゃあいい！」

　結局、ブラバはそう言い、ヘレナァも同調する。

「では、俺おれがやることを見ていろ。夜だから、上じよう昇しようして、降りるだけにする」

　ニーは、最低速度でゆったりと上昇してみせた。

「やらせろ！」

「そんなっ！」

「やらせろっ！」

　ブラバは強硬だったが、さすがニーは機体の運動神経をつかさどる操縦グリップを渡すわけにはいかない。

「いいか、着陸するから、外の景色、明りの見え具合を覚えるんだ。そうしないと地面との高さがわからん！」

　ニーはブラバに負けないように怒ど鳴なりながらドーメを着陸させて、それから二本の操縦グリップを握にぎらせる。

「うむ！」

　恐おそれを知らない人というのは、このような時に驚おどろくべき能力を発揮する。ブラバは、簡単にドーメを上昇させてしまった。オーラマシンであるためブラバの気を受けたドーメは、ニーたちが扱うのとは違う間かん歇けつ的な震動があらわれていたが、ブラバもヘレナァも気にすることはない。

「……ヌハっ!?　ガッハハハハ……！」

　ブラバに合わせて、ヘレナァも甲かん高だかい声で笑い、

「前に移動するのはどうする！」

「駄目だ！　暗くて山との距きよ離りがわからない！　そのままだ」

　ニーは、自分よりひと回り大きなブラバの身体からだを押おし退のけて、操縦グリップを奪うばおうとした。

「ンドッ！」

　ブラバは、逆にニーの身体を肩かたで払はらいのけ、同時に操縦グリップを大きく動かしていた。ドーメの機体が上昇する時のように傾けい斜しやしたが、加速がかからないので、浮ふ力りよくが生じない。機体は、滑すべるように後退して降下する気配をみせる。

「ウッ!?　落ちる!?」

「外を見ろっ！」

　ブラバに払いのけられヘレナァにぶつかったニーは、ブヨッとした女体の感かん触しよくにゾッとしながらも、それを支えにしてブラバのほうに向こうとする。

　ブラバは両手を操縦グリップから離はなして、大きくよろけてくるのをかわしながら、ニーはバーに摑つかまって、上になった操縦グリップを摑もうとする。が、うかつに摑むとグリップを引くだけになって、機体を引っくりかえしてしまう。

　床ゆかを壁かべにして、ニーは目の上にきたアクセル・ペダルを手で押して、動力系に刺し激げきをくわえる。機体に加速がかかったようだが、まだ十分ではない。

「アー！　火がっ！」

　ヘレナァの悲鳴が上がる。ズン！　と、下から突つき上げられるような振しん動どうがきた。ニーの身体がその反動で上に跳はねて、両手で触ふれていたペダルに力がかかる。浮うき上がった頭がペダルにぶつからないように首をねじ曲げる。

「くっ！」

　ニーのねじ曲った首がブリッジの後部、下になったほうを向いた。ブリッジの小さな窓から、篝かがり火びの列が走って見える。

「クッ！」

　ニーは壁にむき出しになっているバイオ・マッスルの筋を摑んで、身体を引き上げると、左の操縦グリップを前に押しながら、右の操縦グリップを肩かた口ぐちで押し戻もどして加速をかける。

「ウオオーッ！」

　ブラバとヘレナァの呻うめきが聞えた。

「チッ！」

　山にぶつかることを恐おそれたニーは、ドーメの機体を安定させ、ホバリング状態にしようとしたが、加速をかけた直後だけに、姿勢制せい御ぎよに時間がかかった。

「ウッ!?」

　オーラ・ノズルの光を反射するものが見えたように思えた。と、バリン！　ザザッ！　機体をこする音がした。

　木にぶつかったのだろう。後退しようとして、ようやく、前部ノズルをアクセスすることができたと思えた。

　が……、ズザザザッ！　正面に衝しよう撃げきを受けて、ニーの身体は中央のバーにぶつかり、数枚の窓の透とう明めいな甲こう殻かくが破れる。

「チッ！」

　ニーは、飛び散る破片を避さけてから、操縦グリップを摑み、後退を始めた機体の速度を零ゼロにして、全ノズルをホバリング状態に安定させていく。

「……フッ！　これが安定状態だ。移動しないで空中にとまっている状態だ。わかるか！」

　ニーは、ふたりのガロウ・ランに怒ど鳴なりつける。

「空中に留っている……？」

　ブラバとヘレナァは、窓から周囲と下の光景を覗のぞいてから、ニーに納得顔をむける。

「これが水すい平へい儀ぎだ。この線が、水平に、真横になっているだろう？」

　ブラバとヘレナァは、ニーの手元を覗のぞき、ヘレナァはしたり顔で、

「そうか。その握にぎりの位置とその足あし踏ぶみ板、それにこの水平儀？　そっちのは速度計だな？」

　ブラバは、透明な甲殻の破片が残っている窓からふたたび外を覗いて、

「わかんねぇもんだ。どこにいるのか、夜は、わかんねぇ……」

「それが、空というものだ。計器がないと身体からだが水平になっているかどうかもわからない」

　ニーは、ドーメの機体を前後左右に傾かたむけてみせて、人間の感覚が傾けい斜しやを正確に感知できないことを教えた。

「だから、誰がやったってすぐに飛ばすことはできないのだ」

「クッヘヘヘ……わかったよぉ。わかりゃあ、飛べるさ」

　ようやく、空にいることを納なつ得とくしたブラバは、窓の下にならぶいくつかのグリップを握ってみる。懲こりてはいないのだ。

　ブラバは、平気でそのグリップを押おした。力いっぱい押すだけで、コントロールすることを知らない。

「うむ……？」

　幸い、そのグリップは、機体をコントロールするものではなかった。

「なんだ？」

　ブラバは、ノズルの音とは違ちがう音が聞えるのに気づいて、ニーに訊きく。

「フレキシブル・アームのアクセス・レバーだ。外を見ればわかる」

「フレキ・アム？」

　窓から首を覗かせたブラバの身体が、そのグリップに触ふれた。それでさらに、三本のフレキシブル・アームが動いたようだ。

「ホーッ！　こりゃあ、火を噴ふく奴やつだぜぇ！」

　ブラバは感かん嘆たんして顔を引っ込めると、どうすれば火を噴くのだ、とニーに訊いた。

　ニーは、一いつ瞬しゆん、教えるのはやめようと思ったが、エネルギー切れにしてしまう手があるのに気づいて、

「グリップの上の蓋ふたを開けて、ボタンを押すんだ」

　ニーは、その手つきをして見せる。

「フン……？」

　ブラバは、ひどく簡単にグリップの上の蓋を開け、チーク材で飾かざられたボタンを押す。

　ドウンッ！　その音と同時に、ブリッジが明るくなった。

「ウオッ!?」

　ブラバの巨きよ軀くがビクリと揺ゆれ、そして、その眼をクワッと見開いて前方の空間を見た。

　閃せん光こうが闇やみのなかに光の筋をつくり、前方の山やま肌はだを直ちよく撃げきしたのである。

　距きよ離りは二百メートルとなかった。真赤な炎ほのおが広がって、木々の影かげを浮うき立たせ、岩いわ肌はだを炎の輪が走った。

「ボタンを離はなせ！」

　ニーは、反射的にブラバの手首を取っていた。その瞬しゆん間かん、ニーは、ドーメを飛行させて脱出することをチラとでも考えた自分を恥はじていた。それでは、マッタやキチニ、イットーを見捨てることになる。それは、騎士たる者の不ふ面めん目もくである。

　ブラバの手がボタンから離れ、フレキシブル・アームから放射された火か炎えんの筋も消失した。

「オウ、オーッ！　そういうことかっ！」

　ブラバは、ゴウゴウと燃え始めた山肌と手元のグリップを見比べて、感嘆した。機械を操作するというのはどういうことなのか、真実わかったという顔である。

　ニーは、絶望的になった。

　経いき緯さつはどうあれ、ニーは、機械をあつかうという概がい念ねんを確実にガロウ・ランに教えてしまったのである。

　ニーは、山のほうに視線を移した。山火事になっても風がないせいであろう。まっすぐに立ち昇のぼる煙けむりを炎が下から照らし出して、不気味な柱のように浮うき立たせていた。

　それは、あたかも、ガロウ・ランの存在を示すトーテムポールのように、オドロオドロしく威い圧あつする物の形となって、そそり立っていった。







　17　闇やみを読む者







　ギィ・グッガはいつものように、寝ねる前の儀ぎ式しきを行なっていた。女ひとりを凌りよう辱じよくするという仕事なのだが、オーラボム・ドーメの飛行音を耳にすると、その若い女を放ほうり出して、居室の前のポーチに出た。

　寒気が、彼のすべやかな肌はだを刺し激げきして、女の体たい臭しゆうがはぎ取られていくのが快かった。その感かん触しよくは、ギィ・グッガにとって初めてのものだ。

　彼にとって、ガロウ・ランであろうとコモンであろうと、異性の放つ体液の薫かおりは、精力剤ざいに似た効果を果していたし、彼自身も、女たちの匂においは、血の匂いも含ふくめて感性を刺激する以外のなにものでもないと承知していた。

　しかし、今夜は違ちがっていた。さわやかさ、という今まで知らなかった感触に、肌がふるえたのである。

『……地ち上じよう人びとに傷つけられたからか……？』

　言葉にはならないものの、そんな考えがギィ・グッガの頭をよぎる。

　フラフラと上じよう昇しようする丸っこいドーメの機体が、篝かがり火びの明りにほんのりと浮うき上がって見えた。ブラバが訓練を始めたのである。

　ギィ・グッガは、満足だった。

　敵と同じものを所有し、その上、敵にない強きよう獣じゆう部隊があれば、こんどこそ、アの国は我物になるであろう。

　召集をかけていたガロウ・ランたちの新しい部隊と合流するのも、今日か明日という日程である。

『機械を知らねぇ連中には、敵の機械を見せてやる。そうすれば、ガロウ・ランどもは、みんな俺おれに従う』

　そういう論理が、言葉となって列挙されたわけではないが、明めい瞭りような思考として、ギィ・グッガの脳裏に刻みこまれていった。つまり、ドーメを、自分のものになった機械として認識していたのである。

　昨日までは、自ら強獣を操って軍を指揮せざるを得なかった男が、今は、触さわりもしない機械を、自分のものと認識しているのである。ガロウ・ランとしては、極めてすぐれた理解力といえた。

　もちろん、軍を統率するという面からみれば、会わない人々でさえ自分の部下として指揮してきたのだが、〝もの〟に対して、このように認識できるというガロウ・ランは珍めずらしい。

　ヘレナァの場合は、想像力が勝手に拡大して、〝もの〟を取りこんでいるだけなのだが、ギィ・グッガの認識は、もう少し確実なのである。

「……ン？」

　ドーメの不自然な動きが安定し、少し間を置いてドッと赤い火が伸のびて、左の山やま肌はだを焼いた。

　それは、闇やみのなかに、巨きよ大だいな光の帯となって目もく撃げきされた。

「ホーッ！」

　天に向ってまっすぐに立ち昇のぼる煙けむりの柱が、ギィ・グッガには、自分の意思そのものに思われて、彼はひどく感動した。

「そうけぇ……」

　ギィ・グッガは、部屋のなかの気配にゆっくりと振ふり向く。

　部屋の中央に敷しかれた毛皮の上に倒たおれこんでいたコモンの女が、逃にげ出そうと背中を向けたところだった。血の混じった汗あせともなんともつかない液体でビッショリと濡ぬれた大だい腿たい部ぶの筋肉が、ピクピク痙けい攣れんしていた。背中には、ギィ・グッガに引ひっ搔かかれた傷が赤いみみず腫ばれとなって貼はりついている。

「ヘッハッ……！」

　ギィ・グッガに気づかれているとも知らずに、その女は喘あえぎながらも扉のほうに這はいずっている。その女は、そう、あまりいい味ではない。今朝けさがた賞味した女を呼んだほうがいいと思いながら、ギィ・グッガは、妙みようなことを思いつく。

「……女！」

「ヒッ！」

　床ゆかを這って逃げようとしていた女は、恐きよう怖ふに引きつった顔を向けた。今は、ギィ・グッガはそんな顔を見ても欲情しない。

　自分でも不思議だと思う。

「言いつけたことをやれば、もう呼ばねぇ。主ぬしの股また座ぐらが使えるならよぉ、好きな男とやればいいよぉ。使えればのことだけどよぉ……ドーレブ！」

　ギィ・グッガは、喉のどを鳴らしてから、ドーレブを呼んだ。




　その女が、壺つぼに入れた飲物と少しばかりの食べものを携たずさえて、カットグラを修理している小屋にやって来たのは、それから間もなくだった。

　その女が、ギィ・グッガが見ていなくても、命令されたことを実行するのは、彼の次の凌りよう辱じよくが恐ろしいからでも、ガロウ・ランの目がどこにでもあるからでもない。

　この村を襲おそったガロウ・ランによって、村人が次々に惨ざん殺さつされ、使し役えきされ、家族の姿が見えなくなっていく光景を見続けて、金かな縛しばり状態になっているのだ。思考力など、まったく働いていない哀あわれな少女……。

「ヘヘ……うまそうな女じゃねぇか？」

　ニーたちを警護するガロウ・ランたちは、慰なぐさみ者が来たと思うだけである。

「……ギィ・グッガが、この女をコモン人びとにつけたんだ。手ぇ出すな！」

　女を小屋に連れてきたガロウ・ランの兵士は、そう叫さけんでさらにつけくわえる。

「ギィが使った女だ。穴はメチャメチャだでぇよぉ！」

　兵士たちがドッと哄こう笑しようした。それは明らかに侮ぶじ辱よくであったが、同時に、その女の今後の身の安全を保障する言葉でもあった。

　女は、ヨロヨロとよろけながらも、持って来たものを必死で支えて、置く場所を捜さがす。

　この山やま間あいの村から一歩も外に出たことがない少女にとっては、カットグラもドーメも、機体を修理するために組まれた足場の光景も、ギィ・グッガがもたらした恐きよう怖ふの対象にしか見えない。

　女は驚きよう愕がくし、ますます、怯おびえた風を見せながらも、居る場所もわからず身をすくませて棒のように立っている。

「なんだ！」

　ドーメから降り立ったブラバは、女の手にした飲物の壺つぼを覗のぞいた。

　酒のようなものがはいっているらしかったが、ブラバには、その飲物がなんであるかわかった。

「ギィ・グッガが、コモン人にだと？」

　女を連れてきた兵士に確認すると、

「ニー！　お前たちに、御大将の差し入れだ」

「夜食か？」

　ニーが警戒の表情を見せる。

　トレンが「食えるものかっ！」と毒づく。

「毒はないぜぇ？」

　ブラバは、壺を傾かたむけ酒を手にうけて、一口飲んでみせた。

「食い物も毒味して欲しいな」

　トレンの言葉に、ブラバは嫌いやな顔もせずに、コモン人の常食である薄焼きパン、ナムに似た物を口に放ほうり込む。

「明日は、俺がドーメを動かす」

　口をモグモグさせながら、ブラバはそういいのこして篝かがり火びの向うに消えるとコモン人の視線が届かないと確かめると口にいれてみせたナムは吐き出す。

　ブラバは、初めてドーメで飛ぶという体験をして興奮していた。すぐに寝ねられる状態ではなかったので、気を抜ぬくための女を調達しに行ったのだ。

　ブラバは、何も心配はしていない。つまり、ブラバは、ニーたちに供される夜食に、ギィ・グッガの使う白い粉が混入されていることを承知していたので、自分がいなくても、修理が遅おくれることはないと安心して出かけたのだ。

「そこに置いてくれ」

　ニーは、カットグラの前の足場の下を女に指し示した。そして、カットグラにとりついているクルーたちに、夜食をとれと命令した。

　飲物は、辛から口くちの乳酸飲料水といったもので、ニーたちはその食事のおかげで、その夜は、朝まで突とつ貫かん工事ができた。

　彼らは眠ねむ気けを感じることもなく、まだまだ働けるという状態で朝を迎むかえた。ガロウ・ランに監かん視しされて緊きん張ちようしていれば、働きつづけられるのだと彼らは思った。食事に麻ま薬やくに類する興こう奮ふん剤ざいが混入されているなど想像もしない。

　ともかく、カットグラを飛ばせる状態にすることはできたのだ。

「……しかし、実戦に使える状態ではありませんぜ」

　それでも、イットーは満足そうだった。彼はつやつやした顔でカットグラを見上げた。

「今夜の仕事としては、これでいい。あとは、交代して順々にやるさ……」

「装そう甲こうの張り替かえと、バイオ・マッスルの補強を本格的にしないとねぇ？」

　マッタとキチニも、まだまだ仕事ができるという風だったが、撤てつ退たいのために工具と部品をまとめる仕事にかかった。




　その朝、ギィ・グッガ自身も、バミルゥの山間の村から後退した。

　夜半より順次撤退作業をしていた軍は、サラーン・マッキを収容することも忘れてはいない。

　数にして三百人ほどの部隊は、周囲に散開している部隊を糾きゆう合ごうしながら、かつ、アの国の偵てい察さつ部隊を掃そう討とうする動きを見せながら、北に移動していったのである。

　ニーたちのオーラマシーン二機はしんがりであったが、好きにできる状態ではなかった。

　ギィ・グッガは、トレンと共にイットーとマッタ・ブーンを人質として彼の直ちよく掩えん部隊にいれ、オーラマシーンにはニーとキチニが残された。

「おいっ！　そろそろ行くぞ！」

　ブラバは、ヘレナァをニーのほうに押おしやってから、自分も数人の手下を引き連れて、ドーメに搭とう乗じようした。

　ドーメの操縦は、キチニである。

　ブラバの手下は、今朝けさになって彼の指揮下にはいった男たちである。

　彼らは、ブラバが空を飛ぶ機械を動かすと聞いて、率先してブラバの下につくことを願い出た若い戦士たちである。

「おーいっ！」

　ヘレナァが、カットグラのコックピット前の足場の上で、短い手を振ふってニーをよぶ。

「昨夜から御苦労だった」

　ニーは、食事を運んでくれた哀あわれな少女にそう言ってから、カットグラの足場に足をかける。

「あんたが、動かすのか？」

「お前が操縦する。あたしは、見ている」

「……？　俺は、カットグラを操縦したことがないんだ」

　ニーはたっぷりと皮肉を込こめて言ったつもりだったが、ヘレナァの返事は明快である。

「考えた……あたしよりはできる。やれ！」

「しかし……」

　ニーはヘレナァかブラバが操縦するカットグラに乗せられて一いつ緒しよに墜つい落らくするという嫌いやな想像もしたのだが、自分がカットグラを操縦しても、状じよう況きようは少しも良くならないだろうと思う。

　ニーはうんざりしながら、コックピットのシートに座り、内壁のマッスル面に損傷がないのを確かめ、計器とバイオ・マッスルのあいだに装着されている操縦グリップの接合部分の肌はだ触ざわりが冷え込んでいないのを確認する。そして、ガラリアのイニシアルのはいったキーを所定の位置に差しこんで、オーラ・エンジンを目覚めさせる。これは電気刺激によるものだ。

「できるじゃないか！」

「このていどで、できると思われては困る。俺は死にたくない」

「ンならさぁ、ちゃんと飛べばいいのさ」

「どう飛べるかわかっているのか？」

「飛ぶよ……」

　航続距きよ離りなどの概がい念ねんはまったくない手合いである。やってみせるしかないだろうと覚かく悟ごはしたものの、目的地まで到とう達たつできずに途と中ちゆうで不時着したら、この女はどうするだろうと考えると、コックピットから逃げ出したくなる。

　修理しろといわれても、ニーにはカットグラのメカニック面の基き礎そ知識は皆かい無むなのだ。

『三人を人質にとられていなければ……』

　思わず愚ぐ痴ちが頭に浮うかぶ。

「……知らないぞ！」

「なーに考えてんだよ！」

　ヘレナァは短たん剣けんを取り出して、その峰みねでニーの頰ほおを叩たたいているあいだに、ふたりのガロウ・ランの男たちが奇き声せいをあげてコックピットに滑すべりこんでくる。ふたりは、ヘレナァの命令で、ニーの右横の狭せまい隙すき間まに身を寄せる。

「…………？」

　食事を運んでくれた少女が、まだ正面からニーたちを見上げていた。ゲッソリとした頰ほおが、これからの少女の運命を物語っているようだった。

「ヒーッ!?」

　少女が突然、糸のような細い悲鳴をあげて、小屋の横のくらがりに駆かけこむ。カットグラの正面の川原にあったドーメのオーラ・ノズルが、川原の石を弾はじき飛ばしたからだ。

　コ・パイロットのキチニが操縦するドーメは、ブリッジのハッチを閉じていた。昨日のように、ドーメから落下するガロウ・ランはいないはずだ。

「行くぞ！」

　ニーは、カットグラの歩行操作については正確には知らない。いきなり、カットグラの羽根をひろげると、一気に正面の川原の空間にカットグラの機体を飛び出させて、加速をかけてしまう。

　ギュールルル……！　小屋の屋根がパッと視界から消えて、カットグラの機体は宙に飛び立っていた。

「ウワーッ！」

　ガロウ・ランたちが、背後の壁かべにたたきつけられたようだったが、ニーはそんなことには目もくれずに、神経を前方と計器に集中する。

「……くそっ!!　こうなったらっ！」

　ニーは、キチニと共にジョクから預かった大切な部下であるマッタを取り戻もどして一いつ緒しよに脱だつ出しゆつするまでは、なにも考えないと決心していた。

「チッ！」

　ニーは、カットグラに加速をかけて、先行するドーメの上に出た。

「手て前めえっ！」

「言ったろうっ！　俺はカットグラの歩かせ方を知らない。飛ばすのも今が初めてなんだ。それにちゃんと直っていない！」

　ニーは、上じよう昇しようと降下を繰くりかえしながら、先行するドーメの機体を追っていくしかないのだ。

　いわば、空中でジャンプをするようにして、山の端はスレスレに飛行することしかできないのがニーの操縦するカットグラなのである。

　この飛行が、どこまで続くのかと、ニーは絶望的な気分になっていた。







　18　想像の向うに







「チッ！　イォーッ！」

　吐はく息が、朝の冷気のなかで白く見える。

　上半身、裸はだかのまま、鉄製の剣けんを振ふるい、巻まき藁わらを素す手でで突つく。

　それが起き抜ぬけのジョクの習慣である。若い者が起きていれば、組手もやった。

　もちろん、生なま兵びよ法うほうは怪け我がのもと、ということわざは知っているのだが、ハンダノに移ってからのジョクは、中学時代を思い出してトレーニングをつづけていた。

　生まれながらの戦士などはいないというニーの教えが、一層、ジョクに厳しい肉体的な訓練をさせることになったのだが、なによりも、毎日、死と隣となり合わせの生活を送っているという強きよう迫はく観念が、ジョクの格かく闘とう技ぎを上達させた。

　ジョクの学んでいたカラテは、理論的に体系化された、現代の道場でのものである。それは、習う者にとっては上達を早めるシステムになっていたということを、ジョクはこの世界に降りてから新たに発見した。

　初めは、実戦技に勝すぐれた者には、歯がたたないと恐おそれていたがそうではなかったのだ。

　確かに、実戦技の狡こう猾かつさには舌を巻いたが、しょせんは体力技で、技術の伝承、蓄ちく積せきというものがない。その点、技を磨みがくというシステムに則のつとった現代の格闘技の習熟方法を身につけていたジョクにとっては、実戦技とのあいだの溝みぞを埋うめるのは、さして困難なことではなかったといえる。

　この世界では、よほどの使い手でなければ、生き残れないのである。生き残っている人は、よほど強いか、逆に、ジョクと同じようにまだ実戦の場ば数かずを踏ふんでいない者である。

　別の言い方をすれば、できそうな敵に当った場合は逃にげればいいのである。卑ひ怯きようか卑怯でないかは、生き残った者の理り屈くつでどうにでもなった。

「こんなところが、マーベルに嫌きらわれるんだよな」

　しかし、ジョクは、毎日のトレーニングをやめることはできなかった。むしろ、フルコンタクトの試合をもっとやっておけば良かった、と後こう悔かいすることのほうが多かった。実戦技を身につけているラフでしたたかな相手とは、ともかく手合わせをして身体からだで勝つことを覚えるしかないのだ。

「フーッ！」

　最後の突きを巻まき藁わらに決めた。

　ジョクは、納なつ得とくできない問題をかかえていて、今朝はトレーニングに集中できない。

「……どうも、な……」

　今朝けさ早く目が覚めたのも、この不快感が残っていたからだ。

「ニーは帰って来なかった……捜そう索さくしても、墜つい落らくの形けい跡せきさえなかった……バーンたちはどこかよそよそしい……なんだ……？」

　空を仰あおいだ。夜の燐りん光こうは薄うすれて、鳥たちの朝のかしましいさえずりがそこここにあった。

　ジョクは、上体の汗あせを拭ぬぐいながら、食堂の人ひと影かげに向って怒ど鳴なる。

「ミハン！　ガラリアを朝食に呼んでくれ。今、すぐだ！」

「はあ！　今……？」

「そうだ。急ぐ」

　食堂から顔をのぞかせたミハンは、長身をひるがえして居間を出ていく。その後で、ジョクは、ふたりの若者、デトアとナームを摑まえて聞いた。

「……ドレイク様が、軍を動かす気配はないのか？」

　彼らは、ミハンと同じくジョクに従う騎き士し候補生である。

「はい、昨日、お館やかた様さまが、騎士ニーの捜索に出られまして後、三つの部隊がメットラ方面に出ましたが、それっきりです」

「装備は？」

「もちろん、ここずっと続いている正規装備で、部隊全部が、馬車で出ていきました」

「じゃあ、そろそろ戦いが始まるとみていいんじゃないか？」

「でも、このラース・ワウには、十分部隊が残っています」

「前の時と違ちがうというのだな？」

「そうですね。倍の数が残っていますから……」

　デトア・ローマンは、朝食の支し度たくをととのえていた。デトアの観測はまちがってはいまい。そんなことを考えている間に、ガラリアがはいってくる。

「なんだい？」

　食卓の前に座りもしないうちに、ジョクに訊きいた。

「ン……まあ、おはよう……今聞いたのだが、ドレイク様は、今度の戦場が特定できないで苦しんでいるのか？」

「そのようだが……」

　ガラリアは、わかりきったことを訊くなという顔をして、野菜ジュースを口にした。

「そりゃわかっているさ。我々の偵てい察さつもなんの成果もあげなかった。しかし、ドレイク様は何もおっしゃらずに、散発的に軍を展開なさっている。ガロウ・ランのほうから来るのを待っているのか？」

「ラース・ワウを動けないからな。ガロウ・ランは好きにできる。その違いが出ているんだろう？」

「……戦術的には、ギィ・グッガのほうが有利ということか？」

　三人の若者たちも、同じ食卓について食事をするのが、ジョクの家のしきたりである。

「ガロウ・ランの戦法も戦いのたびに上達しているしな。世間では、伝説の崩ほう壊かいということが、話題になっているようだ」

「ガロウ・ランは、地の者ではないということか？」

「……それで、なんだい？」

　ガラリアは、ジョクの一いつ般ぱん論ろんなど聞く気はない。

「そう……ニーは、どこかに不時着したはずなんだが、その痕こん跡せきは見つからなかった。妙みようだと思う」

「バーンが、なにかやっているんだろう」

　ガラリアはひどく簡単に答えた。その言葉は、ジョクには刺し激げき的だった。

　また、自分の勘かんの悪さを棚たなに上げて、自分が除のけ者にされていると感じる。

「……そういうことか？」

「そうだよ。何か秘密の作戦があるとみたね。そういう男だ。あたしたちが嫌きらいなのさ」

「ニーは、何も言わなかったがな」

「そりゃ、ニーの立場では、バーンに口止めされれば、何も言えないだろう。それに、バーンは手を打つのが早い。パンパンと手際よくやられれば、ニーがジョクに報告する間はあるまい」

　ミハンも、デトア、ナームも、ガラリアの言葉に納なつ得とく顔がおを見せる。

「……みんながそう感じるとすれば、俺おれは、阿あ呆ほうだったことになるな……」

　ジョクは、一同の顔を見比べたが、顔もあげずにスープと厚手のナムと格闘をする。

　彼らは、別にジョクの卑ひ下げする言葉を認めたわけではない。それは、彼らの〝意思の漂ただよい方〟でジョクにもわかった。彼らは、次にジョクがなにを言い出すか興味があって、黙だまっているにすぎない。

　ジョクにしても、日本人特有の謙けん遜そんの感覚で自分を卑下する言葉を吐はいたつもりはない。考える〝間ま〟が欲しかっただけだ。

「行くぞ。ニーのところへ！」

　ジョクは燻くん製せい肉を口にしてから、そう口にする。

「どこへだって？」

「もし、バーンが秘密の作戦を実じつ施ししているのなら、ニーはそのために動いている。ほかに行方ゆくえ不明のドーメはいないのだからな」

「ああ、そうだ」

「そして、バーンが動くなら、俺を呼ぶ。呼ばなければ、俺が動く。俺だって、ニーたちがやっていることを手助けできるはずだ」

「ニーに命令されていることは、単なる偵てい察さつかもしれない」

「しかし、ニーから俺に一言もないというのは不自然だ。キチニとマッタだっているんだぜ」

「そうだけど、バーンは、あたしたちが嫌いなんだよ」

「一人で武ぶ勲くんが欲しいというのか？」

「そりゃそうさ……それに動くったって、ニーたちはどこにいる？　どこに行ったらいいんだ？」

「わかるはずだ。これから機械の館やかたに行けばな」

「なんで？」

「軍は、アの国の全域に展開している。ドーメの動きがあれば、その報告はラース・ワウに来ている。だから、報告がないところにこそ、ニーがいるはずだ。違ちがうか？」

「わかるかね……？」

「みんなの協力があればわかるね。バーンの独断だけで、作戦が完かん遂すいされることはない。奴やつの増ぞう長ちようを叩たたいてやるさ」

「なんで、そう思いつめるんだ？」

「……理由はないが、俺だってバーンの気に入らない部分をすっきりさせたいと思っている。そうしないと、とても危険だって感じる」

「なんで？　この国にとって、悪いことなのか？」

「ちょっと違うな……もっと、悪いことだって気がする」

　ガラリアは、首をひねって、

「そんなことを言うなら、ショットやジョク、それにあのマーベルやトレンかい？　ゾロゾロ地ち上じよう人びとがこの国に降りて来たことのほうが、よほど気持ち悪いことなんだよ。あたしには面おも白しろいがね」

　三人の若者たちは笑って、ガラリアの言葉に頷うなずいた。




　ジョクたちは、食事が終ると騎き馬ばで機械の館に向った。

「どうしたんです？」

　機械の館前の天幕の下に、マーベル・フローズンが、あのガルマティカ風のふんわりとした衣装を着て座っていたのだ。

「……ニーが帰ってこないんですってね？」

　マーベルの表情を見て、ジョクは、彼女も観念してこの世界で暮くらす覚かく悟ごをしたな、と感じた。

　ニーのことを気にするのは、悪いことではない……。

「ええ。個人的に気になりましてね、これからまた、捜そう索さくに出るつもりなんです」

「昨日も捜索、やったんでしょう？」

「はい……」

　ジョクはミハンたちが機械の館周辺のオーラマシーンや、作戦指揮所や偵てい察さつ部に消えて行くのを目の端はしに捕とらえながら、

「妙みようなんですよ。彼とは一番親しい間あいだ柄がらのはずなのに、彼は、俺に何も言わないで訓練飛行に出ていったんです」

「訓練飛行って？　ニーは、わたしには任務で当分会えなくなるって別れに来たわ。……なのに、ニーの捜索をしているって聞いて、変だなって、わたし……」

「ハ……？」

　ジョクは、マーベルの瞳ひとみを覗のぞきこんでしまった。ジョクは、マーベルからニーが別れの言葉を言いにきた時の状じよう況きようを聞き出す。

「……わかりました。あなたがぼくにこんなことを言ったなんてバーンには言いません。昨日の偵察を続行するとだけ言っておきます」

「そう、気を遣つかうのね？」

「そりゃそうです。人間は、一人一人違ちがいますからね」

　ジョクは天幕を出ると、機械の館の一角に新設された管かん制せい塔とうに上がっていった。

「騎き士しジョク！」

　若い管制官が、敬礼を返した。

「ニーの捜索に出るつもりだが、今朝けさまでのオーラマシーンの目もく撃げき報告を教えてくれ」

「ハァッ！」

　案の定、訓練飛行の目撃以外、新しい報告はなかった。

　ニーが不時着したらしいポイント周辺のカットグラ飛行の報告は、すべてジョクが捜索に当った時のものだった。

「…………」

　ジョクは、オーラマシーンの飛行目撃のない場所をチェックしていったが、通つう信しん網もうが発達していないこの国では、ジョクの想像以上に目撃なしの空域が多い。

「手て掛がかりなしか……」

「どうします？」

「……川か湖に沈しずんだと見るのが、正しいのかな？」

「じゃ、捜索はやめますか？」

「しかしな、この北の方面は、ガロウ・ランの動きも報告されているのだろう？　行くよ。今日一いつ杯ぱいぐらい捜索してやらなければ、死んだにしてもかわいそうじゃないか」

「そうでありますね！」

　ジョクの言葉に、管制官は感動したらしい。

「二番カットグラに七、八、九番ドーメ！　ニーの捜索飛行に追従！　発進準備急げっ！」

　スピーカーの声が、機械の館の前の広場に流れた。正規の訓練飛行が始まるまでには、まだ十分に時間があった。

「第二十八から四十地点には、補給物資が用意してあります。緊きん急きゆうの場合は、そこで補給をして、捜索を続行して下さい」

「了りよう解かいだ」

　ジョクは管制塔を降りた。

　ミハンが待っていた。

「工場のイットーが、ニーのドーメに乗っていたようですね」

「技師が？　ドーメに乗って訓練飛行か……？」

「あの時、見送りましたが、ニーのドーメに技師が乗っていたなんて……見えませんでした」

「当り前だ、ブリッジがある」

「そりゃそうです。それともうひとつ、工場から、カットグラの部品が外に出たって話もあります」

「なんだ、そりゃ？」

「わかりませんが、我々の知らない作戦が行なわれていますね」

「そうだな……バーンかショットか。水みず臭くさいな。ガラリアの言うとおりらしい」

　ジョクは、とっさにドレイクに会っておいたほうが良いと感じた。

「すぐに戻もどる」

　機械の館の電話で、ジョクはドレイクへの面談を申し入れてから、騎き馬ばでラース・ワウの城へと走った。




「なにか？」

　ドレイクは、居室の隣となりの部屋までジョクを招き入れてくれた。

「気になることがあって参りました。遭そう難なんしたニー・ギブンのドーメは、技師を乗せて訓練飛行に出た後で、行方ゆくえ不明になりました。自分は、ニーの任務を知らないばかりに、この二日間、ニーの捜索をし、今日も捜索に出るつもりでありましたが、出る必要はないと考えます」

「ああ、そのことか。いや、出てくれ。捜索は、続けたほうが良い」

「なぜです？」

「将兵に安心をあたえるわけにはいかん状じよう況きようである。ニーのドーメが遭難したというほうが、将兵は緊きん張ちようする。それにもうひとつ。捜索しながらガロウ・ランの動静をさぐることはできる」

「なんのために、ニーを出したのでありますか？」

「ギィ・グッガの軍に捕ほ獲かくされたカットグラの奪だつ還かん作戦だ」

　ジョクは、なるほどと思いたかったが、作戦の名前を聞いた時に、なぜか、背筋がゾッとした。

「……カットグラの奪還作戦……成功するとお考えでありましょうか？」

「そうは、読めんのか？」

「妙みようであります。ガロウ・ランと接せつ触しよくできた者が、このラース・ワウにいるということがです」

「フン……そうだな。バーンは、それで有う頂ちよう天てんになっているようだ。だからこそ、儂わしは、軍を動かし、カットグラ奪還と同時に、ギィ・グッガを殲せん滅めつする予定を立てている」

「奪還できるという前提は、危険ではありますまいか？」

「ガロウ・ランに、カットグラが使えるのか？」

「ニーたちが、ガロウ・ランのために働くことは考えられます」

「…………？」

　ドレイクは、言葉を吞のんだ。

「自分の女が、ギィ・グッガによって戦士に仕立てられ、それと戦った者の直感です」

　ジョクは、大学の後こう輩はい、田た村むら美み井い奈なのことをいったのである。

「そうか……うかつだったな。ニーなら、忠節をしめす機会をあたえられたのだから死を賭としてもカットグラを奪還するか破は壊かいすると信じた」

「ギィ・グッガが危険なのは、御存知のはずでしたのに……バーンとて、ガロウ・ランと接触したなら、そのギィ・グッガのまやかしの技に取りこまれていると考えることもできましょう」

「なるほど、騎き士しジョク、前に出よ。ギィ・グッガの動く徴ちよう候こうが見えたなら、即そく、殲滅しなければならない」

「はい……捜そう索さくの形でラース・ワウを出ましょう。アントバの麓ふもとすべてを前線と見立てて、その中央に位置します」

「頼たのむ……！」

　ジョクは、朝のさわやかなオーラの光の溢あふれる居室を退出した。

　ジョクの背中を見送るようにして、食堂の方から、ルーザ・ウルが姿を現す。

「……あれが、地ち上じよう人びとで？」

「そうだ。良い騎士だ」

　ドレイクは、ルーザにいった。

「あの地上人は、アの国を聖戦士の国として、地上まで導く者になるやも知れん」

「それは、なんとすばらしいことで……」

　ルーザは、少女のように表情を輝かがやかせて感かん嘆たんした。

　ドレイクは、ルーザは本気でそう望んでいるのだと感じた。

　この女を満足させられた時は、儂は、世界一の王であろう、とドレイクは思う。その底には、ギィ・グッガ的な恣し意いを受け入れる素地ができあがっていることに彼は気づいていない。

　しかし、それは、まだまだ先のことである。

　それは、コモン界そのものを平定するか、まったく別の力を得なければ、実現することではない。
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　ジョクは、ドレイクの命令にしたがう決心をしたが、そのことをドレイクがバーンにどのように伝えるかは、気にしなかった。

　気にしたところで、バーンに嫌きらわれている自分の立場が、良くなるものでもない。

　今は、アリサとの将来を固めるための努力をすることが、一番まっとうに周囲の人々に理解される道だろうと判断したのだ。

「シンプル・イズ・ベストだものな」

　ジョクは、アントバに向う途と中ちゆう、ハンダノの自分の城に寄った。

「軍務の途中で……！」

　アリサは、多少非難がましい口をききながらも、ジョクの気き遣づかいに嬉うれしそうだった。

「わたしの部屋を見て下さい」

　ジョクは、アリサの三つの部屋をのぞいた。別に新しい家具がはいったわけではない。カーテンと壁かべ掛かけが替かわり、ベッドカーテンが少女らしい明るいものになっているだけなのだが、そのような部屋があることでハンダノの城そのものが若やぐと感じられる。

「これで、この城に柔やわらかさが出たな。いかにも人が住んでいるって感じだ」

　ジョクはそんな自分の感じ方が、この世界そのものを第二の故郷にすることを許容したことだと思い知る。

「なら、わたくしの存在価値もあるのですね？」

「それは、来てくれて嬉しいものです」

　ジョクは、アリサの腰こしを抱だいてやった。しかし、心の底にわだかまる重さは少しも軽くならず、ジョクは息苦しさを感じるのは、大きな概がい念ねんのことではなく、目の前の人との関係性のことだと判わかるから切なくもあった。

「ヤエー・ウーヤを！」

　ジョクは書しよ斎さいにはいるとすぐにヤエー・ウーヤがやって来た。ジョクは、彼にサインを終えた書類を渡わたし、ドレイクがアリサのためにつけてくれた騎き士し団の宿舎になっている屋や敷しきのことを聞く。

「わかった。昼食をすませたら、出発するが、その前に騎士団長のハンマ・スワンに挨あい拶さつをしておきたい」

「はい、ミハンを使いにやりましょう」

　ヤエー・ウーヤは、不ふ機き嫌げんだった。

「なんだい？」

「そりゃ、物入りが重なります。新しい鎧よろいなどは、当分、用意できませんぞ」

「そりゃ、仕方がない。がんばるさ」

　ジョクはこれが所帯じみることなのだろう、と嘆たん息そくする。

　そして、ジョクはハンダノを発進した。

　ラース・ワウの北、アントバの山脈に至る山やま裾すその村アグーにジョクがはいったのは、ニーがバミルゥの村を撤てつ退たいした翌々日であった。

　ジョクは、そこでオーラ・マシーンの前進基地設営のための物資搬はん入にゆうの指揮をし、自分の指揮下にはいった三機のドーメの整備と補給に忙ぼう殺さつされた。

　ギィ・グッガの軍の動きの輪りん郭かくはどうやら摑つかめたものの、戦線がどこに固定されるかは、まだ不明であった。オーラ・マシーンの補給と不時着に対処する仕事は、偵てい察さつ以上に苛か酷こくな仕事であると知らされる。

　その翌日、ジョクが朝の偵察飛行を終えて、次の前進基地を設営する準備を始めたところ、バーンが、ジョクと同じ編成のオーラ・マシーン部隊を引き連れてアグーにはいってきた。

「騎き士しジョク！　カットグラ奪だつ還かん作戦を貴き公こうに教えなかったことを、そんなに怒おこっているのか？」

　ジョクの天幕にはいって来るなり、バーンはそういって笑った。

「…………？」

　バーンの明るすぎる態度に、ジョクは戸と惑まどう。

「貴公は、騒そう動どうのもとになる傾けい向こうがあるから、余計なことは教えなかっただけだ。そうはいっても貴公の働きには感謝している。だが、我々コモン人だけでできる作戦は、我々に任せてもらいたい。騎士たる者の自尊心がそれを望むのだ」

「自分が、いつも騒動の元にいたのは認めるが、自尊心のことで言えば、自分だって少しでも早くこの世界に同化したいから、除のけ者にされるとひがむのだよ」

「この作戦は、ニーに機会をあたえてやることでもある。ギブン家とラース・ワウのあいだにある問題を解決するためにな。ニーはそれを承知しているからこそ、この任務を買って出たのだ。愚ぐ鈍どんすぎるくらいに実直な男だからな」

「ただな、ニーのドーメに同乗している若い者は、自分の家に仕える者だ。それを心配している」

「貴公もニーと同じだな……ガロウ・ランがはいったバミルゥの村の偵察はどうした？」

「報告したとおりだ。ギィ・グッガの今後の動きを教えてくれるようなものはなかった」

「フム……わたし自身の目でも見ておきたいが……？」

「いいだろう」

　ジョクは、テーブルの地図を見下ろして、

「この土地の者の話では、結構、枝えだ道みちがある」

「フム……車も通れる道か？」

「その道は、三本ほどある。今朝までのところ、ガロウ・ランの動きは見えないが、そろそろ出てくるのではないかな」

「この西のほうからラース・ワウにはいるか？　フーム……こんなところにギィ・グッガが長期間滞たい在ざいしていたというのが気になる。奴やつは、初めから、カットグラを修理するための人質作戦を考えていたのかな？」

　ジョクには、バーンが、ひどく神経質になっているように感じられた。

「多分な……自分の部隊は、今日、このポイント、マランの谷間に前進基地を設営する」

　ジョクは、周囲の将兵の働きぶりに目をやりながら言った。

「そうしてくれ。ギィ・グッガは、カットグラの修理に要する情報を手にいれるために、アの国の領土内に侵しん攻こうしていたんだ。となれば、ニーたちがカットグラを修理し終って、カットグラとドーメを奪だつ還かんして帰ってくるのも時間の問題だ」

「そうだ……」

「ニーなら、バミルゥを通過するルートをもどると思う」

「そういう打ち合わせなのか？」

「……ン。行ったルートをもどるというのが約やく束そくだ」

「そうか……」

　ジョクは、バーンは別のことを考えている、と感じる。

「……バミルゥの村は、ここからオーラボムの一戦せん闘とう単位の距きよ離りにある。気をつけてな」

「了りよう解かいだ。ジョク……そうだ。ショットの工場では、新しいドーメが今日三機、あさって三機、ロールアウトするそうだ」

「結構じゃないか」

　ジョクは笑って見せてから、立ち上った。

「また、忙いそがしくなるな」

　バーンも笑いながら応じた。

　バーンはバーンで、ジョクが自分に対して抱いだいているわだかまりを感知していたが、それを許していた。そして、バーンは、なによりも、ジョクがショットと自分の本当の目もく論ろ見みに気づいていないことを確認して、安心をしたのだ。

『我々の考えを話してもいいのだが……こやつは同調しない……ドレイクの娘むすめを押おしつけられた男だ。反ドレイクに動くとは思えん……』

　反ドレイク──端たん的てきに言えばショットとバーンの目論見とはこれである。

　バーンは再びカットグラに乗ると、三機のドーメとともにバミルゥの村に向う。

　バーンは、若者らしい洞どう察さつ力りよくをもって、オーラ・マシーンを未来の兵器、時代を開かい拓たくする道具と理解していたのである。

　ドレイクは、オーラ・マシーンによってコモンの国々を支配するという現実的な野心を持っていたが、バーンは、オーラ・マシーンの出現の意味をもっと深いところで捉とらえていたのである。

　そのために、まず、バーンはガロウ・ランにオーラ・マシーンを使わせて、ドレイクを排はい除じよすることを狙ねらったのだ。

『ショット様と手を組んで、真のオーラ・マシーン力を発揮できる機械を手にいれれば、それを支配する者はドレイクではありません』

　ショットと密会して、バーンはそういった。

『まったく新しい国作りが必要なのです。そのためには、まずギィ・グッガにドレイクを討たせて、その上で、オーラ・マシーンの真実の力でギィ・グッガを討ち、アの国を我らのものとするのです。そして、オーラ・マシーンの力による世作りをするのが、我々の使命なのではありますまいか？』

『騎き士しバーンが、そこまではっきりとお考えとは……。よく打ち明けて下さった』

　ショットにも、バーンの熱弁に乗るだけの理由はあった。

『ならば、お気づきでしたろう、わたしが機械の館やかたを引き払はらって、ここに新しい工場を建設した理由に』

『もちろんです。ドレイク様の支配を少しでも薄うすくするお考えと……』

『そうです』

　ショットは、短く答えた。

　彼にすれば、このコモンの世界で名を成すにしても、別の可能性を探るにしても、オーラ・マシーンが、アの国にだけあるというのではまったく展望が開けない。このままでは、オーラ・マシーンの開発が袋ふくろ小路こうじにはいってしまう、と彼は危機感をつのらせていた。

　彼は、現代人である。一方的な技術支配の結果が何をもたらすかということもよく知っていた。

　それは、どうしても独善的なものに傾斜して行き詰まりがくるのも早い。

　そういう見識を持つのが、ショットである。

　現在のバイストン・ウェルのコモン界は、まだまだ、独占的な技術で支配する時代ではない。技術に限らず、世の進歩そのものも競せりあうところに面おも白しろ味みや意外性が生まれるのだし、文明というものは裾すそ野のを広くしていくという性格を持つものなのだ。

　ショットにとっても、もしここでガロウ・ランにオーラ・マシーンをあたえたならどうなるかという仮定は、極めて刺激的なものであった。

　現在のガロウ・ランは、それなりにオーラ・マシーン対策をたててはいるが、強きよう獣じゆうにガロウ・ランを乗せて、弓矢で攻こう撃げきしてくるのが精せい一いつ杯ぱいである。

　結果がどうなるかは、すでに見えているものである。

　ガロウ・ランなら、オーラ・マシーンをあたえても、大改造をする能力を持ち合わせているとは思えない。ならば、オーラ・マシーンをあたえて、オーラ・マシーン同士の戦せん闘とうを実戦でシミュレートしてみたいという誘ゆう惑わくは、技術者として拒きよ否ひできるものではない。

　それが、純じゆん粋すい技術者のショットの質たちであり、技術者の性さがでもある。

　バーンとショット、このふたりの思いが、ブラバの申し出を受け入れさせたのである。

　バーンの立場としては、単純にブラバを斬きれば良かったのだ。そうすれば、十八機のドーメと完全稼か動どうする三機のカットグラがあるドレイク軍は、ギィ・グッガがどのような強獣軍団を送りこんだとしても、最終的な勝利を手にするはずだった。

　しかし、事はそのようにはすすまなかった。




　バーンがバミルゥの村に入った時、そこには、十数人の半死状態の村人がいた。ニーたちは、その村人たちに何も手助けをしていないようにみえた。援えん助じよをしても、彼らに天てん寿じゆをまっとうさせることはできないと判断したのだろう。

　バーンは、ニーたちがカットグラを修理したらしい小屋を調べ、ギィ・グッガが本ほん陣じんにした屋や敷しきも見て回った。

　ニーたちに食事を運んだあの少女は、バーンたちについてまわったが、何を欲しがるという素そ振ぶりをみせることもしない。

「……村人も連れていかれたか……」

　バーンは、その少女に腰こしのポケットにいれた干肉を投げあたえた。

「この上に、車しや輛りよう、軍馬の移動した跡あとがありますが、どのていどの数かわかりません。風で足あし跡あとは消えていますから……」

「追つい撃げきするわけにはいかんか？」

「新しい蹄ひづめの跡もありますね。偵てい察さつに戻もどっているんでしょう……」

「数は、どのくらいと見るか？」

「さて……追撃して個々を撃げき破はするのは可能でありましょうが、たいした効果はありますまい」

「そうだな。ガロウ・ランは、山にはいれば地に伏ふせ、木々に隠かくれて移動するのに長たけている。しかし、ここまで侵しん攻こうしたのだ。ギィ・グッガ自身が、次の動きをしているらしいとなれば、その先を叩たたいていく必要はあるかもしれん」

「はい……ここからなら、三つのルートが考えられます。偵察にあがりましょう」

「その上で、騎き士しジョクが設営している前進基地、マランの谷に合流する」

　バーンは、三機のドーメにふたつのルートをジグザグに北上させ、自分は、左の西寄りのルートを航続距きよ離りの許す限り北上して、前進基地で合流する手て筈はずを整えた。

　ちかくにガロウ・ランの動きがあることを確信していたバーンは、なんらかの形で、そのひとつを捕ほ捉そくできる可能性はあると踏ふんで、勇ゆう躍やく、一機、山やま並なみの上空を飛んだ。

　残り少ない航続距離をカバーするために、バーンは、一気に高度をとって、滑かつ空くうするようにして、山を三つ越こえる。

「…………？」

　僚りよう機きのドーメとの無線が使えなくなった頃、ひとつの煙けむりを見つけた。

　一気に降下したバーンは、山の斜しや面めんの灌かん木ぼくの下を走るガロウ・ランたちの姿を見つけた。

「なかには、ああいう不用意な者もいるということだ」

　バーンは、いなごのように散って行くガロウ・ランを攻こう撃げきしようとはしない。ひとり、ふたりのために、フレイ・ボンムを消しよう耗もうしたくなかったからだ。

「ということは、不用意とはいえんのか？　ガロウ・ランの自由さは……」

　天に向って唾つばをするガロウ・ランの戦士の姿まで目もく撃げきして、バーンは苦笑する。

　バーンはさらに北上して、左右に渓けい谷こくが迫せまる岩いわ肌はだを南下する幌ほろ馬ば車しやの列を見つけた。

「……隊商か……？」

　一見、一枚岩のように見えるが、その岩場には段差があり、そこに道があった。

　幌馬車は、コモンの商人のものに見えた。四頭だての馬車、八輛りようである。

　カットグラを接近させて、馬車の列を観察すればするほど、バーンは迷った。コモン人としか見えないのだ。なかには、手を振ふってくる女もいる。

　ガロウ・ランを異い形ぎようというが、コモン界の人々も決して、現代の我々が考えるほど均整がとれた人々ではない。

　馬車を御ぎよする男たち女たちの服装は、アの国のものである。

「……なんで、ガロウ・ランの軍が展開しているこの地域を、無事に移動できるのだ？」

　バーンは、ブラバに会ったことによってガロウ・ランに対する認識が変りはじめていた。それゆえ、この馬車の列に疑ぎ惑わくを抱いだいた。

　知ち恵えがついたガロウ・ランが物事を隠いん蔽ぺいするために、コモンの商人を生かしておくということもあるのではないか、と……。

「…………？」

　バーンは、カットグラのフレイ・ボンム・キャノンを構えさせて、楯たてを前に出しながらも、その陰かげから馬車の群をもっとよく観察しようとした。

　その時だった。

　バーンの視界で真赤な光が弾はじけた。

「…………!?」

　バーンは、反射的にフレイ・ボンム・キャノンを斉せい射しやして、後退をかけたが、楯たてに受けた衝しよう撃げきで、カットグラの機体が反対側の渓けい谷こくに激げき突とつした。

「アゥッ！」

　視覚に赤い光の残像があった。バーンはその赤い光がいくつかの幌ほろ馬ば車しやから射うち出されたものであると確信した。しかし、そこまでである。その後は、何が起ったかわからなかった。

　衝撃が数度バーンのカットグラを襲おそい、バーンは、シートのなかに身体からだを埋うめているのがやっとだった。

　上じよう昇しようをかけると、機体が激はげしく前後に振しん動どうした。

「クッ！」

　バーンは、自分のうかつさを罵ののしった。

　ようやく自機を渓谷の上に出した。そのあいだに、数回、フレイ・ボンム・キャノンを発射したが、効果は不明だ。

「…………？」

　渓谷を見ようとしたが、オーラの光のさす上空に出た直後であるために、渓谷は暗い闇やみの底に沈しずんで、馬車の列は見えない。攻こう撃げきもやんでいたので、バーンのほうも、フレイ・ボンム・キャノンの狙ねらいを定めることができない。

「クッ！」

　バーンは、楯とそれを支えていたカットグラの腕うでがなくなっているのを見て、カッとした。

　幌馬車隊は殲せん滅めつしなければならない。そこには、ガロウ・ランの部隊のガダを発射できる重火器が隠かくされていたのだ。

　バーンは、カットグラの残った二枚の羽根を左右に広げると、不安定な機体を操って降下しようとした。

「わっ、うわっ！」

　激しい衝撃と共に、カットグラの機体が上に撥はね飛んだ。

　バーンの膝ひざにシート・ベルトがギチッと喰くいこんだが、痛みを感じる間はない。さらに、やや斜ななめ下から衝撃が襲おそった。ドウッ！

「なにっ!?」

　バーンは信じられないものを見た。

　カットグラの右腕うでが、キャノンを持ったまま噴ふき飛んでいったのだ。

「なんとっ！」

　カットグラの両方の腕をなくしながらも、バーンは後退をかけた。

　が、さらに、信じられないものを目もく撃げきした。

　カットグラに似た姿のものが、右腕に持った剣けんを振ふりかざして、突とつ進しんしてきたのだ。

「なんだ!?　カットグラかっ！」

　バーンは自分の眼を疑いたかった。しかし、接近してくるのは、まちがいなく黒にちかい褐かつ色しよくの機体のカットグラである。

　狂きよう暴ぼうに見えた。

「なんだとっ！」

　バーンは、急速に機体を降下させながら、そのカットグラの切っ先をよけた。バーンは、自機の脚あしを蹴けり上げさせながら、さらに、機体を縦に回転させる。

　急速に流れる視界の向うで、その黒褐色のカットグラはターンして、ななめ下から攻こう撃げきをかけようとしてくる。

「…………!?」

　バーンは、縦の運動から加速をかけて、そのカットグラの懐中ふところに飛びこむようにする。

「あたれっ！」

　バリッ！　またも、バーン機の残った羽根の一枚が剝はぎ取られたようだ。バーンは、機体の肩かた口ぐちを黒褐色のカットグラにぶつけた。

　ドスッ！　続いて、蹴り上げる。

　バーンのカットグラの脚の爪つめが、相手の機体の手首に伸のびた。カットグラの脚の爪は、鷲わしの脚のように鋭するどく、物を摑つかむことができる。摑んで捩ねじれば、手首ぐらいは折ることができるはずだった。

　しかし、同じカットグラであれば、よほど気合いをいれてやらないと、摑むことも、捩ることもできない。力量の互ご角かくの人の格かく闘とう技ぎと同じである。

　正せい拳けんができる相手に正拳を出しても利きくものではない。捨て技を出して気を散らし、その隙すきに正拳を出さなければ、ダメージなどはあたえられない。

　バーンのカットグラの脚が空くうを切る。が、飛び抜ぬけることはできない。

　バーンは、速度を殺して、相手のカットグラの陰かげをなしている部分に向って機体を前進させた。相手の懐中で上じよう昇しようをかけた。

　黒褐色のカットグラの剣けんが、空中をむなしく走り、バーンのカットグラの頭ず突つきが、相手の顎あごに決った。

　が、機械である。ダメージにはならない。

　バーンは、残った肘ひじを相手のカットグラのコックピットのハッチに激げき突とつさせた。

　ドガッ！　ビッ！　ビシシシッ！

　そのコックピットの正面の透とう明めいなハッチに、白い筋が網あみの目のようにはいる。

「ウッ！」

「なにしている！　斬きれっ！　斬れ！」

「駄だ目めなんだからっ！」

「ウオーッ！」

　操縦シートに座ったニー・ギブンが怒ど声せいを上げている。

　ニーの左右に立っていたブラバとヘレナァが、絶ぜつ叫きようした。

　一挙に視界が曇くもってしまったニーは、遮しや二に無む二に機体を後退させた。それをブラバとヘレナァが怒おこっているのだ。

「チッ！」

　バーンは敵の影かげが遠くなった気配に機体を立て直せる。サッと周囲を見てから、敵のカットグラと正対した。

「まちがいない。カットグラだ……！」

　バーンは、それがガラリアの使っていたものかどうか考える暇ひまはない。またも、剣けんを上下左右に振ふりながら突とつ進しんしてくる黒こつ褐かつ色しよくのカットグラに対して、バーンのカットグラが身構える。

　が、こんどは、動きが直線的である。

「…………!?」

　バーンは、今の攻こう撃げきがなんらかのダメージをあたえたことを知った。しかし、手のあるなしは格かく闘とうの場合、決定的である。バーンは、カットグラの脚あしを前に出して、敵の剣を避さけながら、横、後からと接近を敢かん行こうした。

「よしっ！　いけるっ！」

　バーンは、相手の動きが全体的に遅おそいことに気づいた。こうなれば、なんとか互ご角かくに戦えるのではないかと思えた。

　一いつ瞬しゆんの欲であった。

　生なま身みの身体からだを晒さらしていないところからくる油断であろう。接近しすぎた。

　敵のカットグラ、つまり、ニーの操縦するカットグラが踵きびすを返すようにして、剣を横に走らせた。

　ガリッ！

　今度は、脚だった。膝ひざをやられた、という感かん触しよくがあった。

「チッツ！」

　バーンは、自機の左の脚を蹴けり上げさせ、それをジャブのように激はげしく動かす。その下を、ニーのカットグラが擦すり抜ぬけて、背後にまわる。

「なんとっ！」

　羽根一枚になってしまったバーンのカットグラは安定しない。急速に飛行させるしかなかった。一気に距きよ離りを離はなし、次に、一挙に距離を詰つめる。

　また、脚のジャブを出す。両方の脚が動いたようだった。敵の振ふる剣が下にきた。

　ガチッ！　左の脚が、敵の、剣を持つ腕を摑つかまえた。

　ギギギッ！　一瞬、両機が空中に静止したようになった。

「ウオオオッ！」

　ニーは自機の腕が、バーンのカットグラの脚に摑まれているのを見て絶叫した。

「ニーッ！」

　ヘレナァが、ニーの肩かたを摑んで揺ゆする。

　ニーが、楯たてを持ったカットグラの右腕を作動させた。楯の縁が、バーンの脚に激しく激げき突とつした。

「クッ!?」

　バーンのコックピットにまでその衝しよう撃げきが伝わり、バーンは、自分のやろうとしていることが危険だと察知する。

「チッ！」

　バーンは、脚の爪つめを離はなすと同時に上じよう昇しようを掛かけた。

　撤てつ退たいを決意したのだ。

「うっ！　逃にげたようだ！」

「追えっ！　ニーッ！　今なら叩たたけるっ！」

　ブラバが、ニーの肩を揺すって怒ど鳴なる。

「駄だ目めだ！　ブラバ！　視界が利きかない！　よく見えないじゃないかっ！」

　ヘレナァが、激しく拒きよ否ひした。

「奴やつはぁ、よたってたぜぇ！」

「こっちも同じだ！」

　ヘレナァは、機体の損傷がどのように自分たちの動きを不自由にするか想像がつくようだった。

「ニー！　もどれっ！　なんとかしないと戦えない！」

　ニーはヘレナァをヒョイと見上げた。そのニーの瞳ひとみは奇き妙みように混こん濁だくしてウロウロとしていた。

「戦えない……？」

　ニーはそれでもカットグラを前進させようとして、操縦グリップを動かしてみようとするのだろうが、その挙きよ動どうはどこか所しよ在ざい気げがない。

「駄目だ！　退さがれ！」

　ヘレナァは厳しくニーの手を叩き、グリップからニーの手をどけた。

「こいつを動かす気分は、わかったってもんじゃないのか？　ええっ！　ブラバ！」

　ヘレナァはそう言うと、ホワッとした表情のニーの顔を覗のぞいて、

「さあ、帰るんだ。帰って、寝ねようか」

　と言った。

「フン！　薬はうまくねぇのかな？　機械にはよぉ」

　ブラバは、頭のなかで考えなければならないことが一いつ杯ぱいあることにうんざりしていた。同時に、空中で戦せん闘とうすることは、とんでもなく素す晴ばらしいものだとも実感していた。

「今度は俺おれがやるぜぇ。エ？　ヘヘヘ！」

　ヘレナァは、そうしなよと言いながら、網あみの目のようにひびわれたハッチを開こうとした。




「……コックピットのハッチが傷ついていた……」

　バーンには、敵は追っては来ないという確信があった。だから、後退をかけたのである。

　もうひとつ、バーンは、ドーメによる次の攻こう撃げきを危き惧ぐした。

　カットグラが攻撃してきたのだからそう考えても、想像力が強すぎるとはいえまい。そして、今のカットグラをニーのクルーのひとりが操縦していたとすれば、ますます敵がドーメで攻撃してきても不思議はない。

　バーンは、敵のカットグラが戦せん闘とう空域でウロウロする姿を見ながら、自機の高度を低くして、来たとおりのルートをもどって、予定の合流地点に機首を向けた。

「……しかし、なんだ？……」

　激はげしい不安が突つき上げてきた。

　ゴーグルと革かわ兜かぶとも外してからも、バーンは背後の空域を何度も振ふり返った。自分は、どこか増ぞう長ちようしていたのではないかと後こう悔かいにちかいものを自覚していた。







　20　孤こ立りつ







　バーンが、マランの谷間にジョクたちが設営した前進基地の位置をしめす赤い旗を見つけたのは、それから一時間後である。

　基地といっても、ジョクの率ひきいるドーメ部隊で運べるだけの資材を隠かくし置く場所でしかない。それらを谷川の縁ふちの木の下に隠し、各オーラマシーンも木の下に隠れるように、足場を組んだていどのものである。

　バーンは、赤い旗を見つけると、必死に機体を水平に保って、狭せまい川かわ原らに降下していった。

　その姿を見て、ジョク以下のクルーは、バーン機になにが起ったかを悟さとった。

「どうしたんだ!?」

　バーンほどの騎き士しなら強きよう獣じゆう部隊に包囲でもされなければ、受けることがないと思える損傷である。

「カットグラだ。ガラリアのカットグラが飛べるようになっていたんだ。それが、襲おそってきた……」

　バーンはタラップを降りても、さすがにジョクたちの顔を見ることができない。

　ジョクは、ドーメを一機飛ばして、バーンの戦せん闘とう報告をラース・ワウに届けさせ、ガラリアのカットグラが本当に飛べるようになって襲ってきたのかどうかの検討に今晩一晩かけると伝達させた。

「……ガロウ・ランが、カットグラを使ったというのか？」

　木の下に設営した小さい天幕の下で、ジョクは、バーンのそげ落ちた頰ほおを見つめて、繰くり返し訊きいた。

　革かわ鎧よろいの胸をはだけたバーンは、額ひたいに垂れたザンバラ髪がみのあいだからギロリと瞳ひとみを光らせる。

「たった数日で、ガロウ・ランがカットグラを使えるようになったのか？」

　ジョクは携けい帯たい用のガス暖だん房ぼう器きに火をいれながら、信じることはできないと考える。

「……ニーたちの誰かがガロウ・ランに威おどかされて、操縦しているということは考えられるがな……」

「しかし、あのクルーには、カットグラを操縦した者はいないんだぞ？」

「そうだが……ギィ・グッガは人質作戦に味をしめている……そうとしか考えられんな」

　バーンは革鎧を脱ぬぎ捨てると、天幕にあった毛布に上体をつつんでドッと横たわった。

　ジョクは、バーンの失望の色の深さに、またも妙みようだと感じる。

　バーンの顎あごの下がヒクヒクと痙けい攣れんしていた。

「バーン、敵がカットグラで襲ってきたのなら敗北は当然だ。これは失敗ではない。ガロウ・ランが次々に知ち恵えをつけていくのは、過去の歴史になかったことだ。我々すべてが、ガロウ・ランに対する認識と想像力を欠いていた結果だ……」

　バーンは、ジョクの言葉は聞いていなかった。

「すまん。しばらくひとりにしておいてくれ」

「ああ」

　ジョクは暖房用のガス器をバーンの足元に寄せると、その場を離はなれた。

『……ガロウ・ランにオーラマシーンをあたえた結果が、このように自分に襲おそいかかってくるとはな……ガロウ・ランを舐なめていたんだ……ジョクが前線に出て、俺おれより先にカットグラを回収することを俺は恐おそれた……ノコノコとここまで出て来てしまった自分のミスだ……』

　なぜ、俺は、自分が思ったとおりに事態がすすむと思いこんでいたのだろうか。

『ショット様は、理論だけのお方だということを忘れていたのだな……』

　バーンは、自分の成功のためには、野戦に生き残り、人望を得なければならないのではないか、という考えに辿たどりついた。

『個人の軍功だけでは、一軍は支配できないのだ……しかし、そんなことが、この自分にできるか？』

　それがバーンの最後の設問であった。

「ま、仕し掛かけたのだ。やって見るさ」

　バーンはガス暖房器を抱だいて、腹のあたりを暖めながら、木々のあいだに置いてあるカットグラの点検を始めたジョクたちのクルーの動きを、ボンヤリと見つめていた。
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